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0 　�《2024年トライアル規則　変更　追加　削除点》

◆以下については変更
・付則19　11　ペナルティー（11-2-3-13、11-2-3-15）
・付則20　6　出場に関する手続きと出場料
・付則20　7　ゼッケンナンバー　7-4-1
◆以下については追加
・付則19　11　ペナルティー　11-2-3-14
・付則判例集　ペナルティー（5）
・付則20　6　出場に関する手続きと出場料
・付則20　8　アシスタント　8-1-4
・付則21　3-14　ナンバープレート（3-14-3、3-14-4）
◆以下については変更、追加、削除
・付則21　6　電動車両（EPV）の追加仕様

1 　�トライアルの定義

1-1	 トライアルとは、ライダーの技術および正確性が結果の基盤をなすモーターサイクルスポーツである。

1-2	 コースの中にセクションが配置される。

1-3	 セクションとは走行するライダーの技術がセクション審判員（オブザーバー）によって観察され、減点

が科される区間である。

	 加えてコースを走行するにあたり、コースの一部分またはコース全体に時間制限が与えられる。

1-4	 コースはクロスカントリーの地形（林道など）で構成されても、インドアに設定されても良い。

2 　�完走者

　完走者とは、車両自体の動力・推進力・重力等の自然現象およびライダー自身の筋力によって、人車一体となり、他

人の力を借りずに規定された時間内にコース全体を走りきった者をいう。

　なお、ライダー以外の車両移動は認められない。

3 　�適用の範囲

　国内のトライアル競技会は付則19トライアル競技規則、第1章 総則　 5  大会特別規則ならびに公式通知、および各
大会の主催者より配布される大会特別規則（公式通知等）によって開催される。

4 　�コース

4-1	 競技は大別して、同時にスタートして各セクションを自由にめぐる方式と、コースを定めて順次セクシ

ョンをまわる方式がある。大会特別規則（公式通知等）で特に定めない限り、コースを定めて順にセク

ションをまわる方式が採用される。
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4-2	 コースとはスタート地点から最終ゴール地点まで、定められた順路全体を指し、コース全長は、大会特

別規則（公式通知等）に記載される。

4-3	 コースを定める場合、移動は原則として一方通行とする。例外的に交互通行となる場合、通路を区分け

したり、オフィシャルを配置するなど、安全上の対策が施される。

4-4	 主催者が特に認めた補助や、認められたショートカットコース（コースをセクション順にまわらずにパ

ドックに戻るため、主催者が設定する通路、近道）の使用は例外的に認められる。

4-5	 コースはコースマーク（案内矢印）、看板、コーステープによって表示されたコースを正確に通り、コー

スから外れてしまったライダーは、外れてしまった地点からコースに復帰すること。コース上では、大

会役員、ライダーのみが車両に乗るまたは押すことができる。

4-6	 セクション内を除き、コース上での部品や工具等の受け取りは許可されるが、車両の補修や部品交換作

業はライダー本人が行なうこと。

※全日本選手権ではルールが異なる（付則20 全日本トライアル選手権大会特別規則　8 アシスタント
　8-3-1参照）

4-7	 コースにはセクショントライの順番待ちも含まれる。

4-8	 コースの移動は原則として時速20km以下とし、観客の安全を最優先に走行すること。

4-9	 ライダーパドック

	 主催者の定めるライダーパドック（選手用駐車場）内であれば、車両の補修、部品の交換等の補助を受

けることができる。

5 　�セクション

5-1	 大会のセクション数は、大会特別規則（公式通知等）に記載される。

5-2	 すべてのセクションには、セクション番号が明確に表示される。ライダーはその番号の順序に従って、

第1セクションから順にトライすること（同時スタート方式を除く）。

5-3	 すべてのセクションは、“セクション入口”を「IN」と、“セクション出口”を「OUT」と明確に表示さ

れる。

5-4	 “セクション入口”と“セクション出口”の間のセクション区間内は、セクションテープ（色の区別はな

い）によって示される。これらのセクションを示すために使われるテープ、杭等のすべてを「セクショ

ン表示物」と呼ぶ。

5-5	 セクションの幅は、200cm以上あることを原則とする。

5-6	 各クラス用ゲート

	 ひとつのセクションを複数クラスが混走する場合、クラス別専用ゲート（セクション内をクラスごとに

制限する関門のこと。左右一対のゲートマーカーで表示され、原則120cm以上の幅）を設ける。この場合、

各クラスとも自クラスのゲートを通過すること。ゲートを通過する順番は自由とする。他クラス用ゲー

トは通過しても、通過しなくても良い。

	 �セクション内の同一ゲートを結ぶテープは、その対象クラスゲートの連続と見なす。ただし、減点対象

となりうる行為は11 ペナルティー　11-2-3-11を適用する。
5-7	 �ゲートはクラスを表示した側がIN側、裏側がOUT側とし、必ずIN側から進入しなければならない。

5-8	 ゲートの示す範囲は、ゲートに示されている矢印の先端と先端の間（矢印の先端がマーカー端部にない

場合、マーカーの内側端部がゲートの示す範囲とする）と解釈する。前後タイヤは厳密にこの間を通過

すること。

5-9	 “ゲートマーカー”“進行方向表示ゲート（5-10-2参照）”への進入の定義は「左右のマーカーを結ぶ線

を車両の一部が越えること」で進入があったと見なす。

5-9-1	 セクション内にいる時間と減点が科せられる区間は車両のフロントホイールの中心（ホイールスピンド

ル）が“セクション入口”を通り過ぎてから、“セクション出口”を通り過ぎるまでとする。

5-9-2	 セクショントライする際は、ライダーは必ずセクション審判員（オブザーバー）の許可を得なければな
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らない。

5-10	 クラスおよびゲートマーカーの色

5-10-1	 ゲートマーカー

	 例：下記のような表示だった場合、矢印の先端でなく、マーカーの右端部分がゲートの示す範囲となる。

	

国際A級スーパークラス：IAS（赤地に黄文字or赤黄地にクラス文字）

国際A級クラス：IA（赤地に白文字or赤地にクラス文字）

国際B級クラス：IB（緑地に白文字or緑地にクラス文字）

国内A級クラス：NA（黄地に黒文字）

国内B級・ジュニア：NB（白地に黒文字）

レディースクラス（専用クラス・ラインを設ける場合）：L（ピンク地に赤文字orピンク地にクラス文字）

	

5-10-2	 進行方向表示ゲート

	 セクションの進行方向を特に定める場合、進行方向表示ゲートを左右一対で設ける。このゲートはすべ

てのクラスに適用され、いったん進入した後、再び進入することはできない。

	

6 　�障　�害

6-1	 トライ中のライダーが予期しない障害物に妨害あるいは予期しない事態が起きた場合、セクション審判

員（オブザーバー）の判断によって再トライが認められる（トライ順は最初とする）。

6-2	 再トライが実施される場合、セクションの最初から妨害のあった地点までの減点は最初のトライのもの

をそのまま有効とする。セクション持ち時間については、セクショントライの初めから計測されるもの

とする。

7 　�持ち時間（タイムキーピング）

7-1	 �持ち時間

	 �ライダーの持ち時間は大会特別規則（公式通知等）に記載される。すべてのライダーに、完走するため
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の持ち時間が与えられる。

7-2	 �スタート時刻管理

	 �スタート時刻コントロールは、スタート地点で行なわれる。

7-3	 �ゴール時刻管理

	 �大会特別規則（公式通知等）に特別に記載のない場合、タイムコントロールは最終セクションを出てす

ぐに、明確に設置される。最終ゴール地点でゴールチェック（車両チェック）を受けるまで、ライダー

は競技継続中とされる。

7-4	 �セクション持ち時間

	 �セクション個々に持ち時間が設定される場合、持ち時間はどのライダーにも同等に与えられ、時間管理

の方法とともに大会特別規則（公式通知等）に記載される。

8 　�練　習

8-1	 �大会日以前の設定されたコース内およびセクションでの練習は禁止される。

8-2	 �大会会場での練習が認められる期間と場所（ウォーミングアップエリア）は、大会特別規則（公式通知等）

に記載される。

9 　�出場に関する手続き

9-1	 �大会へのエントリー

	 �出場申込み方法の詳細は大会特別規則（公式通知等）に記載される。申込用紙に必要事項をすべて記入し、

定められた出場料を添えて申込むこと。

9-1-1	 �締切日以降のエントリーは認められない。電話やFAXによる申込み等、定められた以外の方法は認めら

れない。

9-1-2	 �受理された車両は、同メーカー同型式の場合を除いて変更できない。ただし、競技監督に書面（車両変

更届）で申込み、許可が得られた場合は例外とされる（変更手数料5,000円）。

9-2	 �出場料

	 �出場料は大会特別規則（公式通知等）に記載される。

9-3	 �アシスタントの登録

	 �アシスタントの登録は認められる。登録したアシスタントは、当該年度有効なエンジョイライセンス以

上のライセンス所持者とする（全日本選手権では国内B級以上）。

	 �認められた場合、付則20 全日本トライアル選手権大会特別規則　 8  アシスタント（全日本以外はエン
ジョイライセンス以上が適用される）、付則20 全日本トライアル選手権大会特別規則　12 ペナルティー
が適用される。

	 �出場料、ゼッケン、登録申込、その他事項は大会公式通知等により記載される。

9-4	 �ライダーのゼッケンナンバー

	 �ライダーは、主催者から指定されたナンバーを車両検査までに、規定の書体、規定の色で記入すること。

9-5	 �出場者受付

	 �大会当日にライダー・アシスタントの出場資格の確認を行なう。

	 �決められた時間内にライダー（本人）またはチーム員等がMFJライセンス、参加受理書、健康保険証（コ

ピー可）を提示して出場資格の確認を受けなければならない。

	 �出場者受付の時間は、大会特別規則（公式通知等）に記載される。

9-6	 �未成年者は競技会参加承諾書をライセンス申請時に提出するものとし、当該年度のMFJ公認・承認競技

会において適用される。
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10　�技術規則関連

10-1	 �モーターサイクルの装備

10-1-1	 �出場車両

	 �車両は付則21 トライアル基本仕様に合致しており、メインフレームおよびクランクケースには認識番号

が、刻印または刻印されたプレートの貼付等により表示されていなければならない。

	 �全日本選手権において認識番号が表示されていない、または新しいフレームおよびクランクケースを使

用する場合は、刻印されたプレートを新たに貼付すること。改造されて型式が判別できないような車両、

または車両検査で不合格となった車両は競技会への出場が認められない。

10-2	 �ライダーの装備

	 �ライダーは移動を含めて車両に乗車するときは、以下「10-2ライダーの装備」を順守すること。

10-2-1	 �ヘルメット：第3章 競技会　16 ライダーの装備（MFJ公認ヘルメットおよびレーシングスーツ）参照
のこと。

10-2-1-1	 �ヘルメットはMFJがトライアル用もしくはモトクロス用として公認したものでなければならない。

10-2-1-2	 �MFJの公認ヘルメットには、MFJ公認マークが貼付されている。

	 ※MFJ公認マーク〈2022規格〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※�2022規格以前の公認マークおよび使用期限については、

巻末ページを確認ください。

公認 

公認 

公認 

推奨  �ヘルメットは、使用頻度や保存状態で経年変化に差があるが、使用開始後10年を経過した製品は

使用しないことを推奨する。

10-2-1-3	 �ヘルメットおよび装備品へのウェアラブルカメラ等（各種取付ステーも含む）の装備およびイヤホンや

マイクをヘルメットに付加することは禁止する。

10-2-2	 �服装は、長ズボン、長袖でなければならない。グローブ、膝周辺までを保護する突出部分のない皮革ま

たは同等の強度を持った樹脂等で形成されたブーツの着用が義務づけられる。

10-2-3	 �バックプロテクター、チェストガード等のプロテクター類の装備をすることが強く推奨される。

10-2-4	 �下記の部位はウェアに皮革製のパッドが装備されているか、または発泡プラスチックで覆うことを強く

推奨する。ウェアにパッドが装備されていない場合は、プラスチック成型のリブ付パネルのもので、最

低2mmの厚さがあるものを下記部位に装備することを強く推奨する。

保護部位：肩、肘、股関節および膝

10-2-5	 �マウスガード（マウスピース）

	 �口の怪我防止のために、カスタムメイドのマウスガードの装着が推奨される。

	 �マウスガードの色は口の中の出血が見分けやすいように赤色以外の明るい色が望ましい。常時噛み合わ

せをしていないと固定されないタイプのものは、誤飲防止のため使用を禁止する。

10-3	 �車両検査

	 �大会当日出場資格の確認後、ライダーの車両検査を行なう。検査を受ける車両は、ライダー1名に対し1

台に制限されている。

10-4	 �部品のマーキング

10-4-1	 �部品がマーキングされる場合は、付則20 全日本トライアル選手権大会特別規則　 9  車両検査　9-3参照
のこと。

10-4-2	 �マーキングされた部品は、競技期間中交換が禁止される。

10-4-3	 �サイレンサーがマーキングされた後にダメージを受け、大幅に音量が増加した場合、サイレンサーを交

換するか走行を停止すること。
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10-4-4	 �サイレンサーを交換する場合、オフィシャルに申告すること。

10-4-5	 �サイレンサーを交換した車両は、最終ラップの車両チェック後、主催者によって車両が保管され音量検

査が行なわれる。

10-5	 �ライダーの責任

	 �マーキングが行なわれた場合、ライダーはパーツが適正にマーキングされたことを、自分の責任で確認

してから競技を開始すること。

10-6	 �部品のチェック

	 �主催者は、競技中にどの車両でも、いつでも部品をチェックすることができる。マーキングされた部品

からマークが消えていた場合、その部品を交換したと見なされる。

10-7	 �競技中（セクショントライ中）のライダーと第三者間（アシスタント・チームマネージャー等関係者）

の電波を発する電子機器（無線機・携帯電話・ブルートゥース等）による通信は一切禁止する。ただし

セクショントライ中以外（セクション外）での携帯電話を使用した通話およびデータの送信は使用可能

とする。

11　�ペナルティー

11-1	 �タイムペナルティー

11-1-1	 �スタート遅れ1分までごと：1点

11-1-2	 �スタート遅れ10分を超えた場合：失格

11-1-3	 �ゴールタイム遅れ：失格（全日本選手権付則20 全日本トライアル選手権大会特別規則　12 ペナルティ
ー　12-1-2～3）

11-2	 �減　点

11-2-1	 �セクションにおいて

―フォルト1回：1点

―フォルト2回：2点

―フォルト3回以上：3点

11-2-2	 �フォルトの定義

	 �ライダーの一部または車両の一部（タイヤ、フットレスト（ステップ）、エンジンプロテクションプレー

トを除く）が地面に接したり、地形（地面、木、枝、壁、石、岩、杭などを総称して「地形」と呼ぶ）

によりかかった場合。

11-2-3	 �“失敗（減点5点）”の定義

11-2-3-1	 �当該セクション審判員（オブザーバー）の許可を受けた後、セクションインしなかった場合。

11-2-3-2	 �セクショントライ中に、ライダーとイグニッションキルスイッチのストラップが接続されていなかった。

あるいは、接続が外れてしまった場合。

11-2-3-3	 �“セクション入口”“セクション出口”“ゲートマーカー”“進行方向ゲート”の表示をリアホイールがフ

ロントホイールより先に通過した場合。

11-2-3-4	 �自クラスゲートを通過しなかった場合。

11-2-3-5	 �自クラスゲートにアウト（クラス表示なし）側から進入した場合。

11-2-3-6	 �自クラスゲートマーカーに前または後ろのタイヤが接触した場合。

11-2-3-7	 �自クラスゲートに進入した後、手前に戻った場合。また、いったん通過して逆側から進入した場合。

11-2-3-8	 �進行方向表示ゲートをいったん進入した後、再び進入した場合。

11-2-3-9	 �ライダーが足を着く、着かないにかかわらず、車両が後退してしまった場合。

11-2-3-10	 �セクション内でライダーが外部からの援助を受けた場合。

11-2-3-11	 �ライダーまたは車両が、直接マーカーや杭などセクション表示物の現状を変化（テープ、マーカー、杭

などに車両またはライダーが直接干渉して壊す、たるませる、移動させる、押し倒す、引きちぎる等の

行為）させた場合。
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11-2-3-12	 �車両のフロントタイヤまたはリアタイヤが、セクションの境界（テープなど）上面を完全に越えて接地

した場合。

11-2-3-13	 �車両のサイド、またはリアフェンダー後端の後方に両足をついて車両から降りてしまった場合。
11-2-3-14	 車両が停止している、かつフォルトの状態でハンドルバーが地形に接地した場合。
11-2-3-15	 �車両が前進しない状態でライダーが足をつく、またはどこかに寄りかかっている、またはタイヤおよび

エンジンプロテクションプレートを除く車両の一部が地面および地形に接している時に、エンジンが停
止してしまった。※関連事項：付則判例集ペナルティー関連5

11-2-3-16	 �車両でループ等を行ない、その軌跡を前後輪で横切った（接触を含む）場合。

図A（ループで“失敗”とされる例）

	

11-2-3-17	 �時間内にセクションを完走できなかった場合（セクション持ち時間がある場合）。

11-2-3-18	 �当該セクションのトライ回避（エスケープ）をセクション審判員（オブザーバー）に申告し認められた

場合（申告エスケープの定義11-3）。

11-2-4	 �セクション見落とし

	 �順次セクションをめぐる方式の場合、次のセクションにトライしてしまった。同時スタート方式の場合、

カード提出時に採点パンチ等の記録がなかった。それぞれ見落としたセクションに対して。また、両方

式ともトライをしたがパンチ等を受けていなかった場合も同様の取り扱いとなる。10点

11-2-5	 �ひとつのセクションで、いくつかの減点が累積する場合、もっとも重い減点だけが適用される。しかし

以下の減点は加算される。

11-2-5-1	 �ライダーがセクションの状況を故意に変化させた。5点（加算）

11-2-5-2	 �失敗後セクション審判員（オブザーバー）の指示に従わず、セクション持ち時間経過後も、セクション

から出ない。5点（加算）

11-2-6	 �スコアカードの破損等によって採点が確認できない場合（当該セクションに対して）。減点10点

11-2-7	 �セクション審判員（オブザーバー）が、手またはプラカードで示す減点は暫定的なものであり、パンチ

カードなど記録用紙に記したものが、そのセクションにおける最終的な結果である。暫定的な表示から

結果が変更されたり、競技監督から追加減点が通告される場合がある。

	

11-3	 �申告エスケープの定義

	 �ライダーが当該セクションのトライ回避を申告する行為。ただし、車両故障等により車両を放置し、ラ

イダーのみでの申告はできない。

11-4	 �以下に記す罰金、失格は審査委員会の承認に基づき、競技監督からライダーへ通告される。
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11-4-1	 �罰　金

	 �ライダーによるオフィシャルへの暴力的な言動、行動

	 �その軽重により審査委員会が第4章 MFJ裁定規則に基づき罰則を科す。

11-4-2	 �失　格

	 �ライダーは以下の行為により失格となる。

11-4-2-1	 �ライダーによるオフィシャルへの暴力的な言動、行動（重大な場合）。

11-4-2-2	 �ヘルメット未装着での走行。

11-4-2-3	 �大会日以前の設定されたコース内およびセクションでの練習。

11-4-2-4	 �競技期間中のセクションでの練習。

11-4-2-5	 �ゼッケンを他者と交換した。

11-4-2-6	 �車両規定に合致していない車両を使用した。

11-4-2-7	 �規定外タイヤの使用。

11-4-2-8	 �認められないガソリンの使用。

11-4-2-9	 �禁止された薬物の使用。

11-4-2-10	 �コース指示の見落とし（コースの定めがある場合）。

11-4-2-11	 �コースを見失った地点以外からのコース復帰（コースの定めがある場合）。

11-4-2-12	 �競技中の車両、またはライダーの変更。

11-4-2-13	 �大会で成績を上げようとしないライダー、他のライダーのアシスタント（全日本選手権のみ）のように

働くライダー。

11-4-2-14	 �パドック以外の場所で給油（燃料タンク交換を含む）をした。

11-4-2-15	 �パドック以外の場所で、ライダー以外の者が車両補修や部品交換作業を行なった場合（コース上での部

品や工具等の受け取りは許可される）。全日本選手権に限り、当該ライダーに登録されているアシスタン

トのみライダーと同じ作業が許可される。

11-4-2-16	 �サイレンサーを交換した車両で、最終ラップのマシンチェック後、主催者によって車両の音量検査が行

なわれ規制値を超えていた場合。

11-4-2-17	 �マーキングされた部品からマークが消えていた場合（部品を交換したと見なされる）。

11-4-2-18	 �当該大会に出場を認められたライダー以外の者によるセクショントライの順番待ち。

11-4-2-19	 �車両故障などでライダー以外の者が車両を移動させた（コース内外等）。

11-4-2-20	 �競技中（セクショントライ中）のライダーがアシスタントおよびチームマネージャー等関係者と電波を

発する機器（無線機・携帯電話・ブルートゥース等）による相互通信を行なった場合。

12　�結果の記録（スコアガード、パンチカード、記録カード）

12-1	 �スコアカード（パンチカード、記録カード）が使用される場合、溶けにくい素材でできたカードが配布

される。

12-2	 �ライダーはスタート時にスコアカードを受け取りラップごとに交換すること。

12-3	 �スコアカードはライダー自身がパンチを受け、管理しなくてはならない。

12-4	 �セクションでのパンチの点数は、その場でライダーが確認しなければならない。

12-5	 �ライダーは自分のスコアカードに各セクションでマーク（パンチ）を受け、求められたときにはオフィ

シャルにスコアカードを手渡す義務がある。

12-6	 �スコアカードは折り曲げたりしてはならない。

12-7	 �スコアカードの交換場所は大会特別規則（公式通知等）に示される。

13　�セクションの閉鎖

13-1	 �競技時間が残されていても、最終ライダー通過後バックマーカー（セクション閉鎖を指示するオフィシャ
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ル）がセクションを閉鎖する場合がある。

13-2	 �同時スタート方式の場合、タイムスケジュールで定められた時刻にセクションが閉鎖される。

14　�結果と順位

　大会の優勝者は、完走者の中で、減点数がもっとも少ないライダーである。

15　�大会の中断

　大会が終了前に中断されてしまった場合、審査委員会はその大会を無効・取り消しとするか、その結果と賞を正当と

するか、状況によって判断する。

16　�同　点

16-1	 �同点が生じた場合、0点が最も多いライダーを上位とする。

16-2	 �依然として同点だった場合「1点がもっとも多いライダー、2点がもっとも多いライダー、3点がもっと

も多いライダー」という順序で判断する。

16-3	 �それでも同点だった場合、計測されている場合少ない所要時間で完走したライダーを上位とする。同時

オープン方式の場合は先にゴールしたライダーが上位となる。

16-4	 �所要時間を計測していない場合、最終ラップの成績上位者を上位とする。

16-5	 �最終ラップも同点だった場合、最終ラップの前のラップ、依然として同点だった場合さらにその前のラ

ップという順序で判断する。

17　�賞

　得点は第3章 競技会　29 公式得点（ポイント）による。

18　�抗　議

18-1	 �抗議は第4章 MFJ裁定規則　37 競技会における大会審査委員会への抗議による。
18-2	 �抗議は暫定結果発表後20分以内（全日本、地方選手権共通）に当該ライダーおよびエントラント代表者

だけが行なうことができる。

	 �国際A級スーパークラスのみ抗議受付時間は、暫定結果発表後10分以内とする。

18-3	 �セクション審判員（オブザーバー）が下した判定に対する抗議はできない。

18-4	 �車両の分解検査に要した費用は、抗議不成立の場合は提出者、抗議成立の場合は対象者が負担する。そ

の費用の算定は車検長が行なう。

19　�本規則の解釈

　本競技規則および競技に関する疑義または本規則に記載されていない事項については、大会事務局宛質疑をすること

ができる。なお、この回答は、大会審査委員会の解釈、決定が最終的なものとして扱われるものとする。

20　�本規則の施行

　本規則は、2024年1月1日より施行する。
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付則　判例集付則　判例集

　以下は現在までの適用例をまとめたものです。規則に準じて適用されます。

マナーに関することがら

1）競技中の事故や、競技の参加を取りやめる（リタイヤする）場合は、速やかに大会本部へ連絡すること。

コース、ウォーミングアップ

1）競技開始前や終了後に競技車両でコース内に立ち入ったり、競技終了後にウォーミングアップエリアや競技エリアで

練習することは禁止される。

ライダーの装備に関して

1）MFJ公認ヘルメットでありMFJの公認マークが貼付されていなければならない。

2）競技会の車両検査受付け時に、ヘルメット検査が行なわれる。検査に合格しなかったヘルメットは、当該ライダーの

安全上その使用を禁止する。

●使用が認められない例

1）帽体本体の樹脂部分に至る損傷（ひび割れ）がある場合。

2）帽体本体の樹脂部分を削るようなスライド痕がある場合。

3）帽体本体の発泡スチロールの緩衝材に損傷（ひび割れ・窪み）がある場合。

4）顎紐取り付け部、Dリング取り付け部、紐自体の劣化等ヘルメットの固定に支障がある場合。

推奨

ヘルメットは使用頻度や保存状態で経年変化に差があるが、使用開始後10年を経過した製品は使用しないことを推奨

する。

競技の進行に関して

1）ライダーはセクション内で一切の援助を受けてはならない（当該ライダーに登録されたアシスタントの口頭によるラ

イン指示と時間告知は可能とする）が、“失敗”後は例外とする。

セクション関連

1）複数クラスが混走し、クラス別ゲートが使用される場合、当該クラス以外はセクション内のどこを通っても良いと解

釈される。

ペナルティー関連

1）以下の場合、フォルト1回と見なす。

―フットレスト（ステップ）に足が乗っている場合でも、そのフットレスト（ステップ）上のつま先、側面、または

足の裏部分が接地しバランス修正をした場合。

―体の部分で手、足についてはその付け根から先を同一と見なす。したがって足つきと同時にひざを接地しても、1

回のフォルトである。

―足をついた状態でつま先とかかとを交互についた。

―足をついた状態のまま、引きずられてしまった。



［付則19］-11

2024年度　国内競技規則　付則19　トライアル競技規則 12月25日版

―片足を軸にして、車両を回転させた。

―手を立ち木、壁についた。

―体または車両（タイヤ、フットレスト、エンジンプロテクションプレートを除く）が地形にもたれかかり、バラン

スを修正した。

2）以下の場合、“失敗5点”と見なす。

（テープを飛び越える失敗例）

“失敗”のペナルティーの対象となる「ライダーが外部から援助を受けた場合」には、登録外のアシスタントや他のラ

イダーによるセクションの状況変化、ライン指示、時間告知等、あらゆるサポート行為が援助と見なされる可能性が

ある。

（当該ライダーに登録されたアシスタントの口頭によるライン指示と時間告知は可能とする）

3）タイムペナルティーは以下の基準による。

14：00分ゴールの場合、00分を1秒でも超えた時点でペナルティーの対象となる。

4）“失敗”となるエンジンストップの解釈は、原則として以下のような状況が同時に起きた場合を指す。

・車両が前進していない。

・エンジンが停止している。

・タイヤを除く車両の一部が地面および地形に接している。ライダーが足をつく。ライダーがどこかに寄りかかる。

このとき“失敗”（5点）となる。

5）以下の場合、“減点”または“失敗”と見なされない。

―ライダーの身体や車両（タイヤ、フットレスト、エンジンプロテクシヨンプレートを除く）の部分が地形に接触し

たが、明らかなバランス修正はしなかった。

―セクション表示物（前または後ろタイヤによる自クラスゲートマーカーへの接触を除く）への単純な接触で、状況

の変化はしなかった場合。

―テープの上からフローティングターンなどによりフロントタイヤ、リアタイヤのどちらか片方がテープ外に出て、

地形に接触しないでテープ内に着地した。

―V字型の地形でフットレスト（ステップ）がかみ込んで停止した場合、フットレスト（ステップ）に足が乗ってい

れば“足つき減点”にならない。そのフットレスト（ステップ）上のつま先、側面、または足の裏部分が接地して

いても、バランス修正がない場合、足つき減点の対象とならない。

―いわゆる“カメの状態”では減点の対象とならない。※関連事項：付則19トライアル競技規則11ペナルティー11-
2-3-15

《環境への配慮》

トライアルは自然の中で行なうスポーツです。このすばらしいスポーツを存続するため、競技中のみならず、日頃の

練習時にもライダー・関係者に下記事項に注意いただきたいと考えます。

①すべてのパーキングエリアを清潔に保つこと。

②パドックにおいては地面にオイル・ガソリン等をこぼさないように「マットまたはシート」の使用が義務づけられま

す（マットまたはシートは車体全長およびハンドル幅以上もの）。

※ビニールシート等を使用した場合には吸収素材シートを準備し、こぼれた場合には素早く処理すること。
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③ゴミはすべて持ち帰ること。

④地元住民に配慮し、通行時や早朝のエンジン音など注意すること。

⑤パーキング規制を重視し、緊急の場合のために通路を綺麗に保つこと。

⑥喫煙は指定場所以外では行なわないこと。

⑦練習時間や練習場所は大会主催者の指定に従うものとし、自然破壊や近隣住民に充分配慮した行動をとること。

⑧パドック利用においては他人を敬い、必要以上のスペースを確保せず、譲り合いの精神を常に持つこと。

⑨パドックでの宿泊が認められた大会においては、周囲に迷惑のかかる行為（深夜におよぶ騒ぎ声や飲酒等）は厳に慎

まなければならない。

⑩パドック内における貴重品の管理はすべて、各自で責任をもつこと。主催者・施設は一切責任を負わない。

⑪会場では常に防火対策に努め、ABC粉末タイプ4型（内容量1.2kg）以上の消火器を準備しておく。
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1 　�適用の範囲

　全日本トライアル選手権シリーズは以下に記す全日本選手権特別規則、付則19 トライアル競技規則、第1章 総則　

5  大会特別規則ならびに公式通知、および各大会の主催者から配布される大会特別規則（公式通知）によって開催される。

2 　�セクションの認定

　大会前日に査察が行なわれ、査察団によって最終的にセクションが認定される。査察団は審査委員長を団長とし、競

技監督、セクション設定責任者、セクション査察員で構成される。

なお、選手会代表者の立会いが認められる。

3 　�オブザベーションエンクロージャー

　一般観客用エリアとセクションの間に、オフィシャル、ライダー、アシスタントが立ち入れるエリア（オブザベーシ

ョンエンクロージャー）を設けることが望ましい。

4 　�開催クラス

　国際A級スーパークラス部門、国際A級部門、国際B級部門、レディースクラス部門とする。

　2023年から全日本の公認クラスは電動トライアル車での出場も可能となった。2024年電動の基本仕様は付則21 トラ

イアル基本仕様　 6  電動車両（EPV）の追加仕様に記載。

5 　�参加資格

5-1	 �国際A級スーパークラス

5-1-1	 �前年度全日本選手権国際A級スーパークラスランキング上位6名、前年度スーパークラスの7位以下でス

ーパークラス登録を申請した者（スーパークラスでポイントを獲得しなかった者を除く）、MFJトライ

アル委員会が特に認める者（世界選手権ポイント獲得者等）、前年度国際A級ランキングシリーズチャン

ピオン（自動昇格）および2位～5位の昇格希望者（MFJ事務局への手続きが必要）。

5-1-2	 �5-1-1のいずれかの条件を満たす当該年度に有効なトライアル国際A級ライセンス所持者。

5-2	 �国際A級、国際B級

5-2-1	 �それぞれ当該年度有効なライセンス所持者。

5-3	 �レディース

5-3-1	 �当該年度有効な国内B級以上かつ地方選手権に出場している者。または、地区委員が推薦した者。

5-4	 �アシスタント

5-4-1	 �当該年度有効なトライアル国内B級以上のライセンス所持者。
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6 　�出場に関する手続きと出場料

6-1	 �大会へのエントリー
	 �出場申込みはWebエントリーにて行なう。当該年度有効なライセンスを所持し、期限内に申込みおよ

び出場料を支払うことで、大会事務局から登録したメールアドレスへ参加受理書が届く。公式通知等は
Webシステム内にアップされ、クレデンシャルパスや車両通行証は郵送される（主催者によって異なる
場合がある）。

6-2	 �2024年は通常のエントリー期間後、5日間のレイトエントリーを導入する。ただしエントリー料は、通
常のエントリー料に10,000円追加される。レイトエントリー締切日以降の申込みはいっさい認められ
ない。

6-3	 �いったん受理された出場料は下記以外の場合、返還されない。

6-4	 �大会が取り止めになった場合、または参加が拒否された場合にのみ事務手数料を引いた出場料が返還さ

れる（申込者が必要な手続きを怠った場合は、返却されない。事務手数料は主催者によって決まる）。

6-5	 �2024年全日本トライアル選手権シリーズの出場料

	 通常エントリー期間

クラス 出場・登録料合計 本体 消費税（10％）

公認全クラス（国際A級スーパー、国際A級、
国際B級、レディース） 14,800円 13,455円 1,345円

アシスタント（全クラス） 5,800円 5,272円 528円

	 �レイトエントリー期間（通常エントリー期間締切後5日間 / 通常期間の締切日が木曜日だった場合、翌
金曜日0:00～翌週火曜日23:59まで）

クラス 出場・登録料合計 本体 消費税（10％）

公認全クラス（国際A級スーパー、国際A級、
国際B級、レディース） 24,800円 22,545円 2,255円

アシスタント（全クラス） 5,800円 5,272円 528円

	 �2023年全日本トライアル選手権シリーズ併催承認クラス

	 通常エントリー期間

クラス 出場・登録料合計 本体価格 消費税

承認クラス（オープントロフィー） 
ライダー 10,000円 9,091円 909円

承認クラス（オープントロフィー） 
アシスタント 5,800円 5,272円 528円

	 �レイトエントリー期間（通常エントリー期間締切後5日間 / 通常期間の締切日が木曜日だった場合、翌
金曜日0:00～翌週火曜日23:59まで）

クラス 出場・登録料合計 本体価格 消費税

承認クラス（オープントロフィー） 
ライダー 20,000円 18,182円 1,818円

承認クラス（オープントロフィー） 
アシスタント 5,800円 5,272円 528円

7 　�ゼッケンナンバー

　全日本選手権の年間指定ゼッケンは以下の基準による。

7-1	 �国際A級スーパークラス

7-1-1	 �前年度国際A級スーパークラス上位から指定する（ランキング6位まで）。

7-1-2	 �前年度国際A級スーパークラスで国際A級への降格を希望しなかった者。
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7-1-3	 �トライアル委員会が特に認める者（世界選手権ポイント獲得者等）。

7-1-4	 �前年度国際A級シリーズチャンピオン。

7-1-5	 �前年度国際A級2～5位の昇格者。

7-2	 �国際A級

7-2-1	 �前年度国際A級2位～5位で、スーパークラスを希望しなかった者を指定する。

7-2-2	 �前年度国際A級スーパークラスからの降格者（申請降格者を含む）を指定する。

7-2-3	 �前年度国際A級上位から指定する（ポイント獲得者）。

7-2-4	 �前年度全日本選手権国際B級からの自動昇格者を指定する（ルーキーゼッケン01～05が適用される）。

7-2-5	 �上記以外の選手は、2024年全日本トライアル選手権で最初に出場した大会で取得した（エントリー到着順）

ゼッケンナンバーを年間ゼッケンとする。

7-3	 �国際B級

7-3-1	 �国際A級への昇格者を除く、前年度の全日本ランキング上位から指定する（ポイント獲得者）。

7-3-2	 �上記以外の選手は2024年全日本トライアル選手権で最初に出場した大会で取得した（エントリー到着順）

ゼッケンナンバーを年間ゼッケンとする。

7-4	 �レディース

7-4-1	 �前年度の全日本ランキング上位から指定する。指定ゼッケンのない者は最初に出場した大会で取得した
（エントリー到着順）ゼッケンナンバーを年間ゼッケンとする。

7-5	 �ナンバープレートの色は以下のとおり。

7-5-1	 �国際A級スーパークラス：赤地黄文字　アシスタント：黄地赤文字

7-5-2	 �国際A級：赤地白文字　アシスタント：白地赤文字

7-5-3	 �国際B級：緑地白文字　アシスタント：白地緑文字

7-5-4	 �レディースクラス：ピンク地赤文字　アシスタント：ピンク地黒文字

7-6	 �アシスタントのゼッケンナンバーは、アシスタントとして登録したライダーと同じ番号とする。

7-7	 �ライダー、アシスタントのゼッケンナンバーは、車両検査までに用意すること。

8 　�アシスタント

8-1	 �アシスタントの登録

8-1-1	 �ライダー1名に対し、1名のアシスタントを登録することが認められる。大会当日に出場資格の確認が行

なわれる。

8-1-2	 �アシスタントは、ライダーの出場申込みの際に登録すること。この場合ライダーは、登録したアシスタ

ントの行動すべてに責任を負うことを認めたものと見なされる（アシスタントの受けたペナルティーは、

登録したライダーもそのペナルティーを同時に受ける）。

8-1-3	 �エントリー期間内に登録したアシスタントは、当該年度有効なトライアル国内B級以上のライセンス所
持者との変更が認められる（競技途中でも変更可）。ただし、大会期間中、大会本部事務局が用意した変
更届けに必要事項を記入し、変更手数料（1,000円）を添えて申込み、主催者の許可を得た者に限る。

8-1-4	 �2024年は「通常エントリー期間およびレイトエントリー期間にライダー単独でエントリーしたが、締
切後にアシスタントの登録を希望する場合」、別途定める期間・手続きにおいて、アシスタントの登録を
受けつける。ただし登録料は10,000円となり、その期間内以降の登録はいっさい認められない。詳細
はMFJのホームページに公示する。

8-1-5	 �ライダー単独でエントリーした場合、大会期間中のアシスタント登録はできない。
	 �ただし、ライダー同士の危険な箇所での補助行為は認められる。この場合、セクション審判員（オブザ

ーバー）の許可（1名まで）を得なければならない。ただし、リタイヤ・ゴールしたライダーは認めら

れない。

8-1-6	 �大会により、アシスタントの登録を認めない場合がある。

8-1-7	 �アシスタントの使用する車両はMFJ公認車両（IASクラスは、MFJ公認車両以外でもトライアル委員会
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が認めた車両）とし、原則的に車両検査が行なわれる。車両仕様はトライアル基本仕様を順守している

こと。

8-1-8	 �アシスタントの装備は付則19 トライアル競技規則　10 技術規則関連　10-2 ライダーの装備と同様とす
る。

8-1-8-1	 �ヘルメットおよび装備品へのウェアラブルカメラ等（各種取付ステーも含む）の装備、およびイヤホン

やマイク等をヘルメットに付加することは禁止する。

8-2	 �アシスタントの義務

8-2-1	 �アシスタントミーティングが開催される場合、必ず出席しなければならない。

8-2-2	 �移動コースは、特に指示のない場合ライダーと同一とする。逆走はできない。

8-2-3	 �アシスタントは、登録したライダーと同時にスタートしなければならない。　

8-2-4	 �競技中（セクショントライ中）のアシスタントはライダーおよびチームマネージャー等関係者と電波を

発する機器（無線機・携帯電話・ブルートゥース等）による相互通信は禁止される。違反した場合は、

その競技会終了までセクション内への立ち入りは禁止される。

8-2-5	 �アシスタント（ライダーを含む）による会場内での無線機器の使用は禁止される。ただし、セクション

トライ中以外（セクション外）での携帯電話を使用した通話およびデータの送信は使用可能とする。

8-3	 �アシスタントの行なって良い行為（下記以外はペナルティー対象となる）

8-3-1	 �パドック以外での車両整備（部品の交換を含む）は、選手本人およびその選手に登録されたアシスタン

トのみが行なうことができる。

8-3-2	 �アシスタントは原則としてセクション内に立ち入ることはできない。ただしトライ失敗の際の補助（安

全上の目的）として、その選手に登録されたアシスタントのみがセクション審判員（オブザーバー）の

許可を受けた場合に限り、そのセクション内への立ち入りが認められる。

8-3-3	 �当該ライダーに登録されたアシスタントからの口頭によるライン指示と時間告知は認められる。

9 　�車両検査

9-1	 �競技前の車検に合格した車両にはステッカーが貼付され、下記の部分にマーキングを行なう。

9-2	 �マーキングを受けた部品以外は、車検後でも交換することができる。

9-3	 �
パーツ名 マーキング（ペイント）部分

フレーム フレーム前方（ステアリングヘッド）右側

クランクケース 右側

サイレンサー サイレンサー本体

※シリンダーへのマーキングは不要

9-4	 �国際A級、国際B級、レディースクラスは付則21 トライアル基本仕様に合致した車両であること。

10　�スタート

10-1	 �第1戦のスタート順序は、ゼッケン番号の大きい者から先にスタートする。

10-2	 �第2戦以降は下記（①→②→③）の順にスタートする。

①指定ゼッケンを持たないライダーで大会ごとに主催者がつけたゼッケン番号の大きい順

②当該年度全日本ポイント未獲得者で出場回数の少ない順（同出場数の場合はランダムとする）

③最新（暫定）全日本ポイントランキングの下位順

11　�時間（タイムキーピング等）

11-1	 �持ち時間
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11-1-1	 �ライダーの持ち時間は大会特別規則（公式通知等）に記載される。すべてのライダーに、完走するため

の持ち時間が与えられる。

11-2	 �スタート時刻管理

	 �スタート時刻コントロールは、スタート地点で行なわれる。

11-3	 �セクション持ち時間

11-3-1	 �各セクションにセクションを走りきるための持ち時間が与えられる。

11-3-2	 �大会特別規則（公式通知等）に記載されなかった場合、セクション持ち時間は1分となる（変更される

場合、最長で1分30秒）。

11-3-3	 �セクションでのタイムは、計測が開始されたことを知らせるためのホイッスルを所持するセクション審

判員（オブザーバー）によって計測される。

11-4	 �ラップ持ち時間

11-4-1	 �すべてのライダーに、第一ラップを走りきるための持ち時間が同様に与えられる。

11-4-2	 �大会特別規則（公式通知等）に記載されなかった場合、第一ラップ持ち時間は3時間30分となる。

11-5	 �ゴール時間管理

11-5-1	 �大会特別規則（公式通知等）に記載されなかった場合、タイムコントロールは最終セクションを出てす

ぐに、明確に設置される。タイムコントロールで持ち時間のタイムチェックを受けたライダーは、定め

られたコースに従い10分以内に最終ゴール地点でゴールチェック（車両チェック）を受け、スコアカー

ドを係員に提出すること。この時点でゴールとなる。ゴール前に指定されたコース外に出たり、パドッ

クに入ったりしてはならない。

12　�ペナルティー

　トライアル競技規則に定める減点・失格・罰金に加え、下記減点・失格・罰金を科す。

12-1	 �タイムペナルティー

12-1-1	 �スタート時刻に遅れたペナルティーは1分までごとに1点。10分を越えると“失格”となる。

12-1-2	 �第一ラップ終了後のタイムチェックに遅れたペナルティーは1分までごとに1点。10分を越えると“失格”

となる。

12-1-3	 �最終ラップ終了後のタイムチェックに遅れたペナルティーは1分までごとに1点。10分を越えると“失格”

となる。

12-2	 �失敗（減点5点）　

12-2-1	 �アシスタントが、オフィシャルの許可を受けずにセクションに入った場合。

12-3	 �以下の減点は加算される。

12-3-1	 �アシスタントがセクションの状況を故意に変化させた。5点（加算）

12-3-2	 �アシスタントが、セクション審判員（オブザーバー）の判定に反論した。→イエローカード（13 イエロ
ーカード参照）

12-4	 �以下に記す罰金、失格は審査委員会の承認に基づき競技監督からライダーに通知される。

12-4-1	 �罰金

12-4-1-1	 �アシスタントによるオフィシャルへの暴力的な言動、行動（重大な場合）。

	 �10,000円以上50,000円以下の罰金

12-4-1-2	 �アシスタントが以下の条項に従わなかった。

12-4-1-3	 �モーターサイクル乗車中は、ブーツ、長ズボン、グローブ、ヘルメットを装着しなくてはならない。

12-4-1-4	 �違反1回目：罰金10,000円

12-4-1-5	 �違反2回目：罰金20,000円

12-4-1-6	 �違反3回目：罰金50,000円

12-5	 �失格

12-5-1	 �アシスタントによるオフィシャルへの暴力的な言動、行動（重大な場合）。
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12-5-2	 �アシスタントによるセクショントライの順番待ち。

12-5-3	 �スコアカードを紛失した場合。

12-5-4	 �最終タイムチェックを受けた後10分以内にゴールしなかった。

13　�イエローカード

13-1	 �オフィシャルの指示に従わない攻撃的な言動、その他不正行為に対してイエローカードが提示される。

13-2	 �オフィシャルはカードの裏に当該ライダー（アシスタント等含む）のゼッケンを記入するとともに、その

行為について内容をメモする。

13-3	 �そのカードはただちに競技監督に集められ、ペナルティーを与えるかどうかの提案とともに審査委員会

へ提出される。

13-4	 �審査委員会はカードを確認し、ペナルティーを与えるかどうか判断するとともに再発防止のためにその

行為を記録する。

13-5	 �たびたびイエローカードを受けるライダーには、更なるペナルティーが科される。

13-5-1	 �違反1回目：5点加算

13-5-2	 �違反2回目：5点加算

13-5-3	 �違反3回目：失格

14　�スペシャルセクション（SS）

14-1	 �「IASクラス」に限り通常ラップ上位10名により、「スペシャルセクション（SS1・SS2　1ラップ）」を行

う。SSの持ち時間は考慮しない。SSオープン時刻については、状況により前後する場合があり、出場ラ

イダーに通知される。スコアカードはSS1スタート時に配布する。ゴールチェックはSS2アウト付近に

設けられ、スコアカードの提出でゴールとなる。

14-2	 �SS1オープン時刻にはライダーは係員の指示によりトライを開始しなくてはならない。スタート順は通

常ラップの10位からとする。指定された順番にセクションINできない場合は、該当セクションはノー

トライ減点10点となり、トライはできない。申告エスケープは認められる。

14-3	 �セクション持ち時間は1分～1分30秒とする。正式時間は公式通知に記載される。

14-4	 �10位以内のライダーがリタイヤした場合は、10位として扱い11位以下ライダーの繰り上げはしない。ト

ライが終わったライダーはSS2へ各自移動すること。

14-5	 �アシスタントは追加できる場合がある。ただし、大会当日ライダーまたはアシスタントで登録している

者に限る。追加できる場合は、詳細と共に公式通知に記載される。追加アシスタントが認められる場合、

当該アシスタントには全日本トライアル特別規則「8アシスタント」項が適用される。エントリー追加

料金は発生しない。

14-6	 �アシスタントの車両移動は原則禁止とする。使用可能の場合のみ公式通知に記載される。

14-7	 �同点が生じた場合は、通常ラップの少ない所要時間で順位を決定する。

14-8	 �SS進出者に失格者が出た場合11位以下の選手を繰り上げる。

※詳細については、公式通知に記載される。

15　�賞および得点（ポイント）

15-1	 �大会ごとに国際A級、国際B級の各クラス（スーパークラスは除く）にはベストクリーン賞が与えられ

る（クリーン数が同数の場合は、成績が上位の者とする）。

15-2	 �国際A級スーパークラス、国際A級、国際B級、レディース部門全日本選手権ランキングの得点。

15-2-1	 �得点は第3章 競技会　29 公式得点（ポイント）によって与えられる。
15-2-2	 �全日本選手権ランキングの順位は、上記によって与えられた得点のすべてが加算され、その合計得点に
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よって決定される。

15-2-3	 �国際A級スーパークラス・国際A級・国際B級・レディースクラスは、出走台数に関わらず上位15位ま

での完走者に対しポイントが与えられる。

15-2-4	 �詳細は付則1 MFJライセンス昇格・降格に関する規則　14 全日本選手権ランキング決定基準に示される。

16　�同点

16-1	 �同点が生じた場合、0点（クリーン）がもっとも多いライダーを上位とする。

16-2	 �依然として同点だった場合「1点がもっとも多いライダー、2点がもっとも多いライダー、3点がもっと

も多いライダーという」順序で判断する。

16-3	 �それでも同点だった場合、少ない所要時間（秒単位）で完走したライダーを上位とする。さらに同点だ

った場合は同点のままとする（全クラス共通）。なお、SSのあるクラスの場合、プレーオフにて順位を

決定する場合がある。

17　�本規則の施行

　本規則は、2024年1月1日より施行する。なお、本規則に示されていない事項は、付則19 トライアル競技規則ならび

に大会特別規則による。
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0 　�序文

　以下に規定する基本仕様は、トライアル競技を行なう上で必要とされる基本規則であり、トライアルのすべての車両

および公認大会に適用される。

1 　�車両

1-1	 排気量によるクラス区分は、特に定めがない限り適用されない。

1-2	 車両区分

	 国際A級スーパークラスの車両は付則21 トライアル基本仕様に合致していること。その他のクラスは

「MFJ公認車両」または「MFJ特別登録車両」がベース車両でなくてはならない。

	 国際A級および国際B級クラスの車両は、メーカーまたは総輸入代理店からの特別申請があった場合に

限り、競技専用車両（国際A級スーパークラス使用車両）での参加が認められる。

1-2-1	 競技専用車両

1-2-2	 MFJ公認車両

※最新のMFJ公認車両リストに掲載された車名およびフレーム打刻とエンジン打刻が合致している車両

のことを指す。

2 　�排気量の算出方法

2-1	 総排気量は、シリンダーの容積を測定するのに用いられる幾何学公式に従って計算される。

	 すなわち直径はボアによって表され、高さはピストンがその最上部から最下部まで移動するのに占める

スペースで表される。

2-2	 公式

	 総排気量=（D2×3.1416×C÷4）×気筒数

	 D=ボア　C=ストローク　単位=cm　小数点以下4桁で切り捨て

2-3	 測定の際には、ボアに1/10mmまでの許容誤差が認められる。この許容誤差を考慮しても排気量が当該

クラスのリミットを超える場合、エンジンが冷めた状態で再測定が1/100mmのリミットまで行なわれる。

2-4	 シリンダーのボアが真円でない場合、断面積を測定し、計算することとする。

2-5	 すべてのカテゴリーにおいて、スーパーチャージは禁止される。

3 　�一般的なアイテム

3 - 1　�材質

　フレーム、フロントフォーク、ハンドルバー、スイングアーム・ステアリングステムシャフト、ピボットシャフトに

チタニウムを使用することは禁止される。

　上記以外のチタニウム、軽合金の使用は認められる。

2024
MFJ国内競技規則

MOTORCYCLESPORTS RULES

付則21　トライアル基本仕様付則21　トライアル基本仕様
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※公認車両がこの条件に合致しない場合は、公認車両の状態を維持することを条件に、上記禁止部品の使用が許可される。

3 - 2　�フレームの定義

3-2-1	 フレームとは、エンジンが取り付けられている部分を中心にステアリング取り付け部分とリアサスペン

ションの取り付け部分を含む構造全体をいう。

3-2-2	 シートを取り付けるためのサブフレームは、フレーム本体に溶接されている場合はフレームと見なし、

ボルトオン（着脱可能）のものはフレームと見なさない。

3 - 3　�スタート装置

　スタート装置が義務づけられる。

3 - 4　�スプロケットガードおよびプロテクター

3-4-1	 チェーンとスプロケットの間に身体の一部が誤って挟まれることのないように、フロントおよびリアス

プロケットガードを取り付けなくてはならない。

3-4-2	 リアスプロケットガードは、スプロケットとドライブチェーンの噛合部を完全に覆わなければならない。

3-4-3	 リアスプロケットは穴のあいていないものを使用するか、穴をすべてふさぎ身体の一部が入り込まない

ようなリアスプロケットプロテクターを装着しなければならない。穴のあいていないリアスプロケット

で表面に凹凸のあるものは、シールまたはテープ等を貼付し表面を平滑にしなければならない。

	 ただし穴のあいていないリアスプロケットで、手や指が容易に引っかからないものはそのまま使用できる。

3-4-4	 ドライブスプロケット部にフロントスプロケットガードを装備しなければならない。

3-4-5	 スプロケットガードの取り付け方法は、ボルトオンまたは溶接とし、安易に脱落しないよう確実に固定

しなければならない。

3-4-6	 フロントおよびリアスプロケットガードの材質は、アルミニウム、頑強な樹脂とする。

3 - 5　�エキゾーストパイプ、サイレンサー

3-5-1	 �エキゾーストパイプとサイレンサーは、音量規制に関する必要条件をすべて満たすものでなくてはなら

ない。

3-5-2	 �サイレンサー後端の排気出口中心軸は、車輌の中心軸に対して左右方向で、水平路面に対して上下方向で、

平行でなければならない（許容誤差は±15°とする）。

	 �サイレンサーの後端部はライダーまたはアシスタントが誤って触れた場合に、危険な形状であってはな

らない。もし、サイレンサー後端のパイプが3mm以上突出している場合は、その後端部は180°の角度

で曲げられるか、Ｒ形状に加工されていなければならない（図1参照）。

	 図1
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	 �どちらの形状の場合も、端部の厚さは最低3mm以上なければならない。

	 �（公認車両がこの条件に合致していない場合は、公認車両の状態から仕様を変更しないことを条件に、公

認車両のサイレンサーの使用が許可される。）

3-5-3	 �サイレンサーの後端は、リアタイヤの後端接線より後ろにあってはならない。

3-5-4	 �排気は、後方に向けて排出されなければならず、ほこりを巻き上げたり、タイヤやブレーキに悪影響を

与えたり、他のライダーに不快な思いをさせたりするものであってはならない。

3 - 6　�ハンドルバー

3-6-1	 ハンドルバーの幅は、600mm以上、850mm未満でなければならない。

3-6-2	 ハンドルバーの先端が露出している場合は、固形物質を詰めるか、ゴムでカバーされていなければなら

ない。

3-6-3	 ハンドルをいっぱいにきった時にハンドルバー（レバー類含む）とボディフレームの間に最低30mm以上

のすき間を設けなければならない。

3-6-4	 ハンドルバークランプは、ハンドルバーが折れやすい部分を作らないために、慎重に丸みをつけて製作

しなくてはならない。

3-6-5	 軽合金製ハンドルバーの溶接による補修は禁止される。

3-6-6	 ハンドルバーのクロスバーにはプロテクションパッドを装着していなければならない。クロスバーがな

い仕様のハンドルの場合は、ハンドルバー中間部にプロテクションパッドを装着しなけばならない。

3-6-7	 ハンドルバーへのカーボン、ケブラーおよび複合素材の使用は禁止される。

3-6-8	 ハンドプロテクションの装備も認められるが、耐破砕性の材料を使用すること。

3 - 7　�コントロールレバー

3-7-1	 すべてのハンドルバー、レバー類（クラッチ、ブレーキ等）は、原則として端部がボール状（このボー

ルの直径は最低16mm）でなくてはならない。このボールを平たくすることも認められるが、どのよう

な場合も端部は丸みをおびさせていなくてはならない（この平たくした部分の厚みは最低14mmとする）。

レバー端部は、レバーと一体構造に固定されていなくてはならない。

3-7-2	 各コントロールレバー（ブレーキペダルおよびハンドレバー）はそれぞれ独立したピボットを持っており、

そのレバー自体のピボットにマウントされていなくてはならない。

3-7-3	 ブレーキペダルが、フットレストの軸にピボットされている場合、フットレストが曲がり、または変形

した場合など、どのような場合でも作動できなくてはならない。

3 - 8　�スロットルコントロール

3-8-1	 スロットルコントロールは、手を離した時に自動的に閉じるものでなくてはならない。

3-8-2	 車両には最長で1mのストラップ（紐）でライダーと直結し、ライダーが車両から離れた際にエンジン

を停止させるイグニッションキルスイッチを装備しなければならない。



［付則21］-4

2024年度　MFJ国内競技規則　付則21　トライアル基本仕様 12月25日版

3 - 9　�フットレスト

3-9-1	 フットレストの先端には最低半径8mmの一体構造のプロテクションが設けられていなくてはならない。

	

3-9-2	 フットレストは折りたたみ式でも良いが、この場合は自動的に元の位置に戻る仕組みになっていなくて

はならない。

3 - 10　�ブレーキ

3-10-1	 すべての車両は、最低2つの独立したブレーキ（各ホイールにひとつ）が装備されていなくてはならず、

ホイールと同心でなくてはならない。

3-10-2	 ブレーキディスクはラウンド形状のものを基本とする。ただし、ウェーブディスクでも円周方向の凹凸

部の角部角度が鈍角になっており、ウェーブ形状それぞれの先端部で円周方向の長さが5mm以上確保さ

れ（下記参照）、ディスク両面の角部が面取り（指が引っかからないこと）された物は使用が許可される。

	 フルカバードされた外部プロテクション（フロント／リア）が装備された場合は、どのような形状のウ

ェーブディスクも使用が許可される。

ウェーブディスク形状

	

3-10-3	 ディスクへの開口部（抜き穴）の最大寸法は丸穴の場合は直径6mm以下、長穴の場合は穴の幅は（短径）

6mm以下（穴端部は丸みがつけられていること）であること。開口部（抜き穴）の寸法はディスク摺動

面だけでなくハブ部にも適用されるが、ハブ部についてはディスク外側にガード用の金属板をディスク

と共締めして抜き穴を塞ぐことも認められる。ただし、フルカバード（フロントおよびリア）されたブ

レーキディスクにはどのようなものも使用が許可される。

3-10-4	 ブレーキディスクには硬いプラスチック素材の外部プロテクションが装備されていなければならずフロ

ントディスクはフルカバードタイプ、リアディスクは前半部1/4以上（リアフォークおよびブレーキキ

ャリパーを含む）の面積がカバーされていること。カバーに穴をあける場合の最大寸法は直径10mmま

たは同等の範囲とする。
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3 - 11　�マッドガードおよびホイールプロテクション

3-11-1	 すべての競技用車両にはマッドガードが装備されていなくてはならない。

3-11-2	 マッドガードはタイヤの両側方に張り出していなくてはならない。

3-11-3	 フロントマッドガードは、ホイールの周囲を最低100°にわたってカバーしていなくてはならない。マッ

ドガードの前端とホイールの中心を結ぶ線と、ホイールの中心を通る水平線の作り出す角度は45°と60°

の間でなくてはならない。マッドガードの後端とホイールの中心を結ぶ線と、ホイールの中心を通る水

平線が作り出す角度は20°を超えてはならない（下記図参照）。

	

3-11-4	 リアマッドガードは、リアホイールの中心を通って垂直に引かれた線とこの垂直線から25°の角度で後

方に引かれた線が形成する円の一部を超えて後方に伸びていなくてはならない。

3-11-5	 リアマッドガードはホイールの周囲の最低80°を覆っていなくてはならない。

3-11-6	 キャストホイール、または溶接されたホイールが使用される場合には、頑丈なディスクでスポークを覆

う形でホイールプロテクションが施されなくてはならない。

3 - 12　�ホイール

　ホイール（リム、カラー、スポーク、ハブ含む）の交換・変更は認められる。

　ただし、公認車両のホイール本体構造（例：スポーク、キャスト、モウルド、リベット等）の変更は禁止とする。※

一般市販されているホイールとの交換も許可される。

3 - 13　�トライアルタイヤ

　自由とするが、以下に準拠していること。

3-13-1	 ホイールに正常に装着された状態でタイヤの全幅は、115mmを超えてはならない。

3-13-2	 トレッドの深さ（A）はトレッド面から直角に測った場合、13mmを超えてはならない。同一円周のブ

ロックはすべて同じ深さでなくてはならない。

	

3-13-3	 ブロック間のトレッドの幅は、タイヤ幅方向（B）で9.5mm、円周方向（C）で13mmを超えてはならな

い。

3-13-4	 ショルダーブロック（D）間のトレッド幅は、22mmを超えてはならない。
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3-13-5	 トレッド横幅（E）は、タイヤウォールに直角に測った場合、ブロックで中断されていない限り、タイ

ヤ全幅におよんでいなければならない。

3-13-6	 すべてのトレッドブロック（ショルダーブロックを除く）は、両側辺が平行で、タイヤの軸に対し直角

そして平行な長方形でなければならない（タイヤは、下記の図に適合し、逆回転させても同じ外観でな

ければならない）。

3-13-7	 �通常の販売ルート、または小売店を通じて入手できるタイヤのみが使用を許可される（競技会で一般公

道を走行する場合は一般公道用に許可されたタイヤ）。

3-13-8	 タイヤは一般の購入者が入手できるマニファクチャラーの商品カタログ、またはタイヤ仕様リストに掲

載されているものでなくてはならない。

3-13-9	 これらのタイヤは、荷重、スピードコードに関してヨーロッパ・タイヤ・リム技術機構（ETRTO）の

定める条件に適合し、最低45Mの使用等級のものでなければならない。（3-13-2 図参照）

3 - 14　�ナンバープレート

3-14-1	 ナンバープレートは柔軟な材質でできていて、1枚を車両の前面に見やすいよう前向きに取りつけなく

てはならない。

3-14-2	 判読しづらい文字等は車検長の判断によりレース参加の許可を得ることができない。

3-14-3	 全日本出場ライダーについてはプレート下部にライダー本人の苗字または名前を記入するものとする。
3-14-4	 ゼッケンに記載する苗字または名前は必ずライダー本人の苗字または名前とし愛称は認められない。
3-14-5	 ナンバープレートの地色および数字（数字は英国式）の色は下記のとおりとする。

	 全日本レディース…ピンク地に赤文字

	 ジュニア…黒地に白文字

	 国内A級…黄地に黒文字

	 国際A級…赤地に白文字

	 国内B級…白地に黒文字

	 国際B級…緑地に白文字

	 国際A級スーパークラス…赤地に黄文字

※観客とオフィシャルが明確に識別できるようにしなくてはならない（デザインされた地と書体の使用

を認める）。

3 - 15　�ライト類、警告装置およびスピードメーター

　灯火器のレンズの処理または取り外し、保安部品（バックミラー、補助ステップ、ウィンカー類）の取り外しが義務

づけられる。

3 - 16　�追加装備

　競技用車両には、フロントフォークカバーを含め追加の装備や外装品等を取り付けることは許可されるが、それらは

素手で触っても危なくないように面取りやエッジ等の鋭角な部分がない処理がされていること。車検時に検査を行ない

指摘がある場合は、改修指示に従わなければならない。

4 　�燃料、燃料／オイルの混合液、冷却水

4-1	 すべての車両にはMFJの定める無鉛ガソリンを使用しなくてはならない（AVガス・航空機用燃料の使

用は禁止される）。

4-2	 競技に使用できるガソリン

	 競技に使用できるガソリンは下記の項目のすべてに合致していなくてはならない。
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4-2-1	 競技用ガソリンとは一般公道用の市販車に供するために通常のガソリンスタンドにて購入できるもの、

あるいはMFJ公認サーキットのガソリンスタンドにて購入できるガソリンとする。

4-2-3	 競技用ガソリンには販売時に混入されている以外のいかなるものも添加されてはならない。ただし一般

に販売されているスタンダードの潤滑油および1.5％以下のアルコール（燃料精製中に混入されているも

のに限る）については認められる。

4-2-4	 水冷エンジンの冷却水は、水もしくは一般市販されている冷却液に限られる。

4-3	 給油場所はパドックとする。ただし大会特別規則（公式通知等）により、給油場所が指定される場合、

それに従わなくてはならない。従わない場合は失格となる。

5 　�音量規制

5-1	 競技前に、車両の音量が計測される。不合格の車両は、基準に達するまで調整したり部品を交換できる。

計測に合格したサイレンサーだけがマーキングを受けられる。

	 また装着されているサイレンサー以外に1本（1セット）、まで認められる。また競技中、車検を受けて

いないサイレンサーでも破損等が出た場合は車検にて追加測定が受けられる。

5-2	 音量測定はFIM方式（2mMAX）で測定される。

	 2mMAX方式は、エキゾーストのサイレンサーから発せられる音のみでなく、エンジン回転数が最大エ

ンジンスピードとなった時の車両から得られる全体的な音量を計測することである。

・音量計は、車両の後方2mで中心からエキゾースト側の斜め45度に位置し、高さは地上1.35mの所に

設置する。

・2mの距離は、リアタイヤセンターの地面との設置地点から測るものとする。

・柔らかな土の上で計測することが推奨される。

・音量測定は走行時と同じモードで計測される。

・スイッチ等により切替えが可能な車両は、すべてのモードで計測する場合がある。

測定例

	

5-3	 車検員によってスロットルは最大エンジンスピードまで可能な限り素早く開けられる。最低1秒間は最

大回転数を維持する。その後、素早くスロットルを閉じる。

	 測定中、競技役員の行為によって発生した故障、損害に対して競技役員はいっさいの責任を負わない。

また、エンジンの最大回転数を意図的に下げるという不正をしてはならない。

	 例：CDI / ECUプログラム切換えスイッチの使用等

※測定時、エンジン回転数が明らかに低い場合、回転計でエンジン最大回転数を測定する場合がある。

※ギアはニュートラルで測定する。
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5-4	 車検員は車両の横でマイクロホンとは反対側に立つか、またはフロントホイール付近でハンドルバーの

前方に立つ。しかし、車両とマイクロホンの間に立ってはならない。

5-5	 音量の規制値は以下とする。

	 2ストロークエンジン：104dB/A

	 4ストロークエンジン：106dB/A

※使用される音量計による誤差＋2dB/A

5-6	 音量測定に持ち込むことができるスペアサイレンサーはマシンに装着されているサイレンサー以外にマ

シン1台に付き1本（1セット）とする。

5-7	 その他の規制についてはFIM規則に準ずる。

6 　�電動車両（EPV）の追加仕様

　世界的にカーボンニュートラルへの取り組みが求められるなか、モータースポーツの世界においても取り組む必要性

が高まっている。合成燃料、水素、燃料電池、電動などの選択肢のなかで、MFJトライアル委員会はすでにFIMでも参

加が認められるようになった電動車両を正式に参加できるよう規則を追加した。

　以下に記す仕様は全日本選手権において電動車両の参加を促すため、FIM電動車両技術規則およびFIMトライアル規
則をベースにしたものとなっている。

　安全に関する問題や大きなパフォーマンスの差が生じた場合、本仕様は予告なく変更されることがある。

6-1	 電動車両の定義

6-1-1	 電動車両とは、一つまたは両方のホイールが電動モーターにより駆動される、2輪車両とする。

6-1-2	 電動モーターの数は自由とする。

6-2	 出場可能クラス

	 2024年シーズンは下記6-5電源バスの最大電圧クラスで以下となる。
	 クラスA：
	 �全日本トライアル選手権および地方選手権（ただし地方選手権はMFJ特別登録車両の一般市販車に限る）

で出場可能とする。
	 クラスB：
	 全日本トライアル選手権のみ出場可能とし、以下の制限を設ける。
	 IAS/IAクラス：MFJ特別登録車両（電動）でなければならない（プロトタイプが認められる）。
	 IB/レディース クラス：MFJ特別登録車両（電動）で一般市販されているモデルに限る。

出場可能クラス MFJ特別登録車両のプロトタイプ MFJ特別登録車両の一般市販車

クラスA 全日本 IAS / IA 全日本選手権 IAS/IA/IB/L
地方選手権公認クラス IB/NA/NB/Jr

クラスB 全日本 IAS / IA 全日本 IAS / IA

6-3	 �MFJ特別登録車両

	 電動車両は事前に、MFJに登録申請を必要とし、MFJに承認された場合は、2025年（3年間）までの期

間限定で「MFJ特別登録車両」として出場が認められる。「MFJ特別登録車両」該当車名は随時、MFJ

ホームページ［https://www.mfj.or.jp］で公示される。

	 電動車両の新規申請に当たってはFIM Electrical Regulationsの02Electrical Requirementsの要件
を満たしていなければならない。

6-4	 �車両仕様

	 �以下の項目を守り、競技使用車両を電気的、機械的、構造的に安全な状態に維持することは参加者の義

務である。

6-4-1	 �車両はトライアル基本仕様の付則21 トライアル基本仕様　 2  排気量の算出方法　3-3 スタート装置　
3-5 エキゾーストパイプ、サイレンサー　3-8 スロットルコントロール　 4  燃料、燃料／オイルの混合
液、冷却水　 5  音量規制を除く項目、および以下の規則にすべて適合していなければならない。
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6-4-2	 �車両の運動エネルギーによって生じる回生エネルギーの利用は認められる。

6-4-3	 �車両の性能の向上を目的とした、いかなる外的エネルギーの利用も厳禁される。

6-5	 電源バス（Power Bus）の最大電圧
	 クラスA
	 　�主電源バス（Main Power Bus）の許容最大電圧は60VDC（または30VAC（rms））とする。二次

電源バス（Secondary Power Bus）を使用して、重要なシステム（Critical Systems）に最大電圧
20V DCまたは14V ACでエネルギーを供給することが許される。

	 クラスＢ
	 　�主電源バス（Main Power Bus）の許容最大電圧は500VDCまたは350VAC（rms）とする。二次

電源バス（Secondary Power Bus）を使用して、重要なシステム（Critical Systems）に最大電圧
20V DCまたは14V ACでエネルギーを供給することが許される。

6-6	 �高電圧シンボル（クラスBに適用）
	 �高電圧の警告を示すサインが高電圧バッテリーボックスカバーの上か、またはその近くに表示されなけ

ればならない。

	 �すべてのサインは黄色い三角の中に黒い稲妻と黒い境界線で表される。三角形のサイズは最低８cmと
するが、実際はそれより大きくても構わない。

	

6-7	 �電気系部品の保護と絶縁

6-7-1	 �クラスBの場合、高電圧電流規格のワイヤーハーネスは二重の絶縁（被膜）を必要とし、外側の被覆は
外部から判別できるように橙（オレンジ）色にしなければならない。二重被覆の外側に橙（オレンジ）
色のカラーテープまたはビニール管等を巻くことも認められる。

6-7-2	 �すべての電気系部品は、防塵および防水の処理によって保護されていること（IP66Dタイプ以上のプロ
テクションが強く推奨される）。

6-7-3	 �露出しているコネクター/ワイヤーは、事故発生時の磨滅から保護されていなければならず、転倒等で

外部と接触の可能性のある部位はカバー等で覆われていること。

6-7-4	 クラスBの場合、本体のすべての主要な導電性部品が、ケーブルまたは導電性部品を備えたモーターサ
イクルのシャーシと等電位でなければならない。

	 人が触れる可能性がある露出した導電性部分間の抵抗は、0.1オーム未満でなければならない。
6-8	 �スロットルコントロール、遮断機構（ブレーカー）

6-8-1	 �スロットルコントロールは、手を離した時に自動的に閉じるものでなくてはならない。

6-8-2-1	 通常サーキットブレーカー（General Circuit Breaker）または「非常停止（Emergency Stop）」と呼
ばれる、カットオフスイッチから切断し、メインバス電圧を60V未満に放電するブレーカーを備えてい
なければならない。通常サーキットブレーカーはモーターのトルクではなくバッテリーのプラスとマイ
ナスを分離させる。

6-8-2-2	 �通常サーキットブレーカーとは別に、ライダーサーキットブレーカーとして、車両には最長で１ｍのス
トラップ（紐）でライダーと直結し、ライダーが車両から離れた際に、モーターへの電力供給をバッテ

リー出口で遮断する電源遮断スイッチが装備されていなければならない。

6-8-2-3	 �ヒューズ

	 �高圧電源回路にはヒューズが含まれていなければならない。ヒューズとは規定された最高値を超えて一

定時間維持された場合に、自動的に電流を遮断する装置である。

	 ヒューズは、いかなる状況においても電源遮断スイッチ（緊急停止）に代わるものであってはならない。

	 ヒューズはバッテリーパック内に取り付けられていなければなければならない。
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6-9	 キャパシター（コンデンサ）
	 電源回路（Power Circuit）に属するキャパシター（コンデンサ）の両端の電圧は、通常サーキットブレ

ーカーが開いた後、またはバッテリー（アキュミュレーター）の過電流トリップが切断された後、5秒以
内に60ボルト未満に低下しなければならない。 能動的な放電を使用することもできる。

6-10	 システムフェール
	 電気的なシステムフェール時に、駆動車輪がロックしない機構であること。
6-11	 �表示灯（インジケーター）（クラスBに適用）
	 最低３つの明確に視認できるインジケーターが装備されていなければならない。
	 ・指示パネル/ダッシュボード上の一つのライトまたは指示メッセージ

	

	 ・�二つのライト（LED リピータなど）がモーターサイクルの両側に配置され、10メートル離れた場所
から見えなければならない。これらの両側のインジケーターは、あらゆる接触（ライダー、環境など）
のから保護されなければならない。

	

	 LED色別：モーターサイクルの状態とインジケーターの表示。
	 ・安全: グリーン（パワーオン、60V DC以下、ドライブ モードがオフ）
	 ・ドライブモード オンで安全: グリーンまたはレッドの常時点灯とは異なる表示 
	 　（例：グリーンの点滅、または常時イエローまたはホワイト点灯）
	 ・安全でない場合:レッドまたは点灯無し（危険な状態（絶縁不良など））
	 2023年度中に「特別登録車両」として承認を受けた車両はインジケーターについては2023年度の規

則に適合していれば2024年度も出場が認められる。
6-12	 �バッテリー

6-12-1	 �バッテリーのタイプ、寸法、重量は特別登録車両で申請したものから変更されてはならない。変更する

場合は新たに事前申請が必要となり、大会中の変更はできない。事前申請のないバッテリーを使用した

場合は失格となる。

	 Li-ion（リチウムイオン）バッテリーは、過剰ボルテージ、過剰温度を避けるために、下記充電時を含
めて常にコントローラー（ＢＭＳ:バッテリーマネージメントシステム）で管理されなければならない。

6-12-2	 �バッテリーの固定
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6-12-2-1	 �バッテリーは車体に確実に固定されており、転倒や落下により車体から外れないように確実な方法で取

り付けられ、内部で動かないように固定されていなければならない。

6-12-2-2	 �バッテリーの周囲は、通風口を持ったバッテリーボックスで囲われ、バッテリーが破損した場合でも、

バッテリー液や気体が、直接ライダーに影響をおよぼさないようすること。

6-12-2-3	 �バッテリーとワイヤーハーネスの接続は、ワンタッチのコネクター式とし、工具等を使用しないで接続

および脱着ができる構造であること。

6-12-3	 �バッテリーの充電

6-12-3-1	 �充電システムは競技車両とは別個のものとし、ヒューズ、アース漏れ防止ブレーカーを備えていなけれ

ばならない。

	 バッテリーを車載状態で充電を行う場合は、充電中マシンを動かしてはいけない。また一切の操作は禁
止される。

6-12-3-2	 �大会開催中に会場で行うバッテリーの充電は、エンジンを使用するジェネレーターからではなく、当該

大会開催施設の配電設備または蓄電池式ジェネレーターから行うのが望ましい。

6-12-3-3	 �大会会場でのバッテリーの充電は、パドックおよび当該大会施設の指定された場所のみで行うことが認

められる。

6-12-4	 �バッテリー交換

6-12-4-1	 �競技中のバッテリー交換は随時行うことができるが、交換場所はパドックに限定される。交換前後に取

り外されている状態のバッテリーは、漏電等がないように絶縁された状態で保管され、チーム関係者以

外が触れないように管理されていなければいけない。

6-12-4-2	 �競技中のバッテリー交換の時間は考慮されず、該当ライダーの競技持ち時間の中で消化しなければなら

ない。

6-13	 モーターサイクルの電気関連の作業をするスタッフの装備（クラスBに適用）
	 ピットで高電圧電気関連の作業（バッテリーの取り外し、充電、交換など）を行うスタッフの安全を確

保するために、以下の装備を各チームは準備しなければならない。
	 高電圧電気関連の作業を行うスタッフは以下装備にて電気的絶縁を確保した上で行わなければならない。
	 ▶チーム
	 ・�絶縁グローブ：クラス 0 CEI 60903-2002またはCEI 60903-2003（1000 Vまで）–クラス 1

（1000V以上）
	 ・絶縁された靴底を備えた丈夫な靴　（推奨）
	 ・安全ゴーグル（ヘルメットまたはバイザー）
	 ・リチウムイオンバッテリー用 F500 消火器（有効な証明書付きで最小1個）
	 ・絶縁マット: CEI 61111 – クラス0のものをモーターサイクル毎に　（推奨）
	 ・緊急フック: CEI 61230　（推奨）
	 ▶大会本部
	 ・自動除細動器（AED）
	 ・外傷応急処置キット

7 　�テレメトリー

　動いている車両へ情報を伝える、または動いている車両から情報を得ることは禁止される。

8 　�本規則の施行

　本規則は2024年1月1日より施行する。
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1 　�総論

　大会は、モーターサイクル（以下車両という）の信頼性および規定された条件の基に設定されたルートとテストを走

行することによって、参加者の技量を測ることを目的として開催される。

2 　�コース

　コースは、参加する車両がいかなる天候状況下においても走行できるものでなければならない。総走行距離は最低

50km（1日ごと）とする。オーガナイザーは、8の字型のコースを設定することもできる。

　競技開催日1日当たりの総合タイムは、原則として15分の最終タイムチェックを含み3時間以上6時間以内とする。

3 　�大会特別規則（SR）の発行

　主催者は、大会特別規則（SR）を発行しなければならない。大会特別規則（SR）には、運営組織図、コース、平均ス
ピード、エントリー料金、宿泊施設等、開催地に関する必要な情報が含まれることとする。

4 　�エントリー用紙

　すべてのエントリーは、各大会主催者の準備するエントリー用紙に記入され、ライダー、チーム、スポンサーおよび

車両製造メーカーまたはインポーター等に関する情報が漏れなく記入されていなければならない。

5 　�司法

　適切な種目および職能を有するライセンスを所持するMFJ競技役員またはFIMエンデューロオフィシャルライセンス

所持者によって大会は管理され、そのすべての競技役員とアシスタントは競技監督の管理下にある。

5-1	 �MFJライセンスを所持する競技役員以下の役務を行う競技役員は、当該年度有効なMFJ競技役員ライセ

ンスまたはFIMエンデューロオフィシャルライセンスを所持していなければならない。

―　審査委員長…競技役員1級（種目問わず）

またはFIMエンデューロオフィシャルライセンス所持者

―　審査委員…競技役員2級以上（種目問わず）

またはFIMエンデューロオフィシャルライセンス所持者

―　競技監督…競技役員2級以上（モトクロスに限る）

またはFIMエンデューロオフィシャルライセンス所持者

―　車検長…競技役員2級以上（種目問わず）所持者

またはFIMエンデューロオフィシャルライセンス所持者

―　計時長…競技役員2級以上（種目問わず）所持者

またはFIMエンデューロオフィシャルライセンス所持者

2024
MFJ国内競技規則
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5-2	 �車検長

	 �主催者より任命される車検長は、MFJ規則ならびに大会特別規則に車両や装備が適合しているかどうか

確認しなければならない。

5-3	 �競技監督の役務

5-3-1	 �競技監督は、大会の健全な運営と管理に対する責任を有する。

5-3-2	 �すべての競技役員が揃い、各役務に従事する準備が整っていることおよび安全管理・医療体制に関わる

スタッフが揃っていることを把握し、かつ、コースおよびセクションのすべてが良好な状態を保つこと

に従事する。

5-3-3	 �MFJ規則が遵守されているかどうかを判断し、必要に応じて審査委員会にペナルティーを上申する。

5-3-4	 �ライダーと車両が登録されたものと相違ないか、およびライダーが競技参加資格を有しているかを確認

する。

5-3-5	 �安全上の理由または不可抗力による事由（天災等）が発生した場合に、コース変更・競技時間の変更・

一時的な大会の停止・大会の一部キャンセル等を判断する。

5-3-6	 �安全上の理由によりライダーまたは車両のスタートを拒否する、当該ライダーを大会から除外とするこ

とを判断する。

5-3-7	 �競技役員または主催者の任命したスタッフの指示を無視するいかなる人間をもコースまたはセクション

から離れるよう命令することができる。

5-3-8	 �すべての決定事項、提出された抗議に対する裁定事項を審査委員会に報告する。

5-3-9	 �タイムキーパーおよびその他役員からのレポート、また、その他審査委員会にレポートしなければなら

ないすべての情報をまとめる。また、大会の暫定結果の承認を得る。

5-4	 �タイムキーパー（計時長）

	 �大会に使用するタイムキーピングシステム（計測・集計機器）を扱うことができるタイムキーパーが任

命される。タイムキーパーは各チェックポイントにおいて、競技役員およびライダーにわかるよう、公

式タイムを表示する時計を準備しなければならない。

5-5	 �大会審査委員会

	 �審査委員長、審査委員および競技監督、車検長は、主催者によって任命される。大会審査委員会は、奇

数となる人数で構成され、決議が同数の場合は審査委員長が決定票を投じる。

5-6	 �審査委員長の役務

	 �審査委員長の役務は以下のとおりとする。

5-6-1	 �主催者が発行する公式通知および変更事項の承認

5-6-2	 �競技監督の上申に基づき、その軽重により審査委員会が第4章 MFJ裁定規則に基づき罰則を科す。

5-6-3	 �すべての抗議に関する裁定

5-6-4	 �大会リザルトの承認

5-6-5	 �大会の中止・中断の最終決定

5-7	 �審査委員会の権限

	 �審査委員会は、MFJ規則ならびに大会特別規則に則り、大会の公正な運営を監視する責任に基き、競技

監督をはじめとする大会運営すべてに対する発言権を有する唯一の最高決定機関とするが、その機能は

スポーツとしての運営分野に限定され、大会の法的責任は主催者にあるものとする。審査委員会は、大

会中に発生するすべての抗議を裁決し、競技監督・主催者からの要望または独自の権限に応じて大会の

開始を遅らせることができる。また、安全上の理由または不可抗力による事由（天災等）が発生した場

合に、大会全体の中止・大会の一部キャンセル等を判断することができる。審査委員会は、MFJ国内競

技規則に明記されている条件に則っていかなる罰則も裁定しなければならない。
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6 　�ライセンスによるクラス区分

6-1	 �クラス

6-1-1	 �インターナショナルAクラス（IA）

	 �当該年度有効なエンデューロ国際A級ライセンス所持者が出場可能。

6-1-2	 �インターナショナルBクラス（IB）

	 �当該年度有効なエンデューロ国際B級ライセンス所持者が出場可能。

6-1-3	 �ナショナルAクラス（NA）

	 �当該年度有効なエンデューロ国内A級ライセンス所持者が出場可能。

6-1-4	 �ナショナルBクラス（NB）

	 �当該年度有効なエンデューロ国内B級ライセンス所持者が出場可能。

6-1-5	 �ウィメンズクラス（全日本）

	 �当該年度有効なエンデューロ国内B級以上のMFJエンデューロ競技ライセンスを所持する女性が出場可

能。

6-2	 �昇格

	 �付則1 MFJライセンス昇格・降格に関する規則　 9  エンデューロライセンスの昇格による。
6-3	 �ライセンス

	 �インターナショナルA・Bクラス、ナショナルA・Bクラス、ウィメンズクラスともにMFJ公認エンデ

ューロ競技ライセンスのみが適用される（エンジョイライセンスでの出場は認められない）。

6-4	 �メカニック

	 �IA・IBクラスのライダーに登録可能なメカニックは、有効なMFJピットクルーライセンスまたはエン

デューロ競技ライセンス所持者とし、事前登録によって主催者に許可された場合、メカニックに対し認

められている作業を行うことができる。人数は制限しない。

7 　�ポイント集計方法

7-1	 �全日本・エリア選手権シリーズ対象クラスに出場し、上位の成績を収めた選手に対し、以下のポイント

スケールに則りポイントが与えられる。複数日数（2日間等）開催の場合は1日ごとの成績に対しポイン

トが与えられる。

順位 1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
得点 25 20 16 13 11 10 9 8 7 6
順位 11位 12位 13位 14位 15位
得点 5 4 3 2 1

※完走者にのみポイントが与えられる

	 �ファイナルクロスが開催される場合は、2日目の結果に含むものとする。

7-2	 �2日間で構成された競技会で、大会初日に順位を得られなかったライダーは、2日目も 8  再スタートに
記載されている条件下において、スタートが許可される。

7-3	 �その日の最終結果で同順位が生じた場合、当該ライダーにはそれぞれ当該順位のポイントが与えられ、

その次に位置するライダーは、その順位によるポイントが与えられる。

例：ライダーA：28′20″　6位　10ポイント

　ライダーB：28′20″　6位　10ポイント

　ライダーC：30′00″　8位　8ポイント

7-4	 �インターナショナルA（IA）、インターナショナルB（IB）、ナショナルA（NA）、ナショナルB（NB）、

ウィメンズ（W）クラスのそれぞれにおいてランキングが管理される。

7-5	 ランキングの決定方法

7-5-1	 �2024年全日本選手権対象の全クラスのランキングは、全4大会7レース中上位の5レース分の合計得点
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（有効ポイント制）により決定される。

7-5-2	 �2023年エリア選手権対象の全クラスのランキングは、7-1によって与えられた全ラウンドの合計得点に

より決定される（別途各エリア選手権シリーズ特別規則により規定される場合がある）（県大会が開催さ

れる場合は、別途県大会のポイントスケールが適用される）。

7-5-3	 �2日間で構成された競技会の1日目を「DAY1」、2日目を「DAY2」とカウントする。
7-5-4	 シリーズを通して、競技会の1日ごとにレース1、レース２……とカウントする。
7-6	 �シリーズランキングにて同ポイントとなった場合は、付則1 MFJライセンス昇格・降格に関する規則　

14 全日本選手権ランキング決定基準に基づいてランキングを決定するものとする。

8 　�再スタート

8-1	 �DAY1にリタイヤした選手は以下の条件を満たすことによりDAY2に再スタートすることができる。

8-1-1	 �最初に主催者から与えられた当該選手のフィニッシュ時刻から（フィニッシュ時刻前は不可）当該大会

DAY2の朝の車検受付時間終了までに当該選手自身が車両を提示し再車検を受けること。ただし、特別

規則（SR）によって再車検の時刻が規定されている場合は特別規則（SR）に従うものとする。

8-1-2	 �車両のフレームは大会の事前車検時と同じものであり、事前車検時のペイントがされていること。

8-1-3	 �車検は音量検査を含む車両検査に合格すること。

8-1-4	 �競技監督より失格の裁定を受けた場合は、審査委員会の裁定により再スタートが許可される。

8-2	 �DAY1を完走し車両がパルクフェルメに保管された場合、何らかの理由でDAY2の自身のスタート時間
よりも前にパルクフェルメから車両を持ち出した場合、DAY2に再スタートすることはできない。

9 　�順位および結果（競技終了前の中止）

　審査委員会によって競技が中止された場合、競技再開は行なわれない。

9-1	 �万一、競技が総走行距離の半分（50％）を出走台数50％以上のライダーが終了する前に中止された場合、

当該イベントは無効とされる。

9-2	 �万一、大会が競技終了前で中止された場合、審査委員会はイベントを無効とするかまたは状況に準じた

正当性のある結果および賞を宣言することができる。

10　�ライダーライセンス

10-1	 �MFJ公認エンデューロ競技会（全日本・エリア）の参加資格は大会当日有効なMFJエンデューロ競技ラ

イセンス所持者とする。

10-1-1	 �インターナショナルA（IA）：エンデューロ国際A級

10-1-2	 �インターナショナルB（IB）：エンデューロ国際B級

10-1-3	 �ナショナルA（NA）：エンデューロ国内A級

10-1-4	 �ナショナルB（NB）：エンデューロ国内B級

10-1-5	 �全日本ウィメンズ（W）：エンデューロ国内B級以上の女性

10-2	 �併催される承認クラスは、各大会特別規則（SR）に明記される。

10-3	 �一般公道を利用する競技会の場合は、道路交通法上、当該車両運転可能な運転免許証を所持しなければ

ならない。

10-4	 �当該年度有効なロードレース国際、モトクロス国際A級、トライアル国際A級ライセンス所持者で、初

めて（初回に限る）エンデューロライセンスを追加する者は、エンデューロ国際A級、国際B級、国内

A級、国内B級のいずれかを選択しライセンスを申請することができる。

※初回、追加申請したライセンスのクラスから上位へ昇格する場合は、成績による昇格規定（ただし、

エンデューロ委員会において特例が認められる場合がある）にて認められなければならない。
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11　�エントリー

　競技に参加を希望する者は、大会主催者の用意する所定のエントリー用紙に必要事項すべてを記入し、締切日までに

指定のエントリー先に送付しなければならない。

　全日本エンデューロ公認クラスのエントリー締切日は、当該大会開催日（2日間の場合はその初日） の1ヶ月前までに

大会主催者宛必着を原則とするが、大会特別規則に記載された場合はそれに従うものとする。

12　�装備と保護用ウェア

　プラクティスおよび競技会の最中、ライダーは以下の保護用ウェアおよび装具を着用しなければならない。

12-1	 �ゴーグル

	 �ガラスを用いたゴーグルの使用は一切禁止される。枠は柔軟な素材を使用したもので、転倒による衝撃

を受けた場合でも危険でないものでなくてはならない。

12-2	 �ライダーの服装

12-2-1	 �服装は、レース中ライダーの身体の安全を確保し、車両の操縦を防げるものであってはならない。

12-2-2	 �自由な動作を妨げない長袖のジャージと長ズボンを着用しなくてはならない。

12-2-3	 �適切な素材製のグローブと、ヒザ下までを保護する皮革または皮革と同等の強度を持った樹脂等で形成

されたブーツの着用が義務付けられる。

12-2-4	 �バックプロテクター・チェストガード（ブレストガード）・ニーブレース等のプロテクター類を装着する

ことが強く推奨される。

12-2-5	 �下記の保護部位は、ウェアに皮革製のパッドが装備されているか、または衝撃緩衝効果のある素材（発

泡ウレタン等）で覆うことが強く推奨される。ウェアにパッドが装備されていない場合は、外側が硬質

の素材で内側は衝撃緩衝効果のある素材でできた別体式のプロテクターを下記部位に装備することが強

く推奨される。

	 �＜保護部位：肩、ヒジ、腰部およびヒザ＞

12-2-6	 �マウスガード（マウスピース）

	 �口の怪我防止のために、カスタムメイドのマウスガードが装着を推奨される。

	 �マウスガードの色は、口の中の出血が見分けやすいように赤色以外の明るい色が望ましい。

	 �常時噛み合わせをしていないと固定されないタイプのものは、誤飲防止の為、使用を禁止する。

13　�ヘルメットの着用

13-1	 �ヘルメット　第3章 競技会　16 ライダーの装備（MFJ公認ヘルメットおよびレーシングスーツ）を参
照のこと

13-1-1	 �ヘルメットはMFJがモトクロス用として公認したものでなければならない。

13-1-2	 �MFJ公認ヘルメットにはMFJ公認マークが貼付されている。

	 ※MFJ公認マーク〈2022規格〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※�2022規格以前の公認マークおよび使用期限については、

巻末ページを確認ください。

公認 

公認 

公認 

推奨  �ヘルメットは、使用頻度や保存状態で経年変化に差があるが、使用開始後10年を経過した製品は

使用しないことを推奨する。

13-1-3	 �競技会の車両検査時にヘルメットの検査が行われ、検査に合格しなかったヘルメットは、MFJの公認し

たヘルメットであっても当該ライダーの安全上、その使用が禁止される。
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	 �〈使用が認められない例〉

1）帽体本体の樹脂部分に至る損傷（ひび割れ）があるもの

2）帽体本体の樹脂部分を削るようなスライド痕があるもの

3）帽体本体の発泡スチロールの緩衝材に損傷（ひび割れ・窪み等）のあるもの

4）アゴ紐取り付け部、Dリング取り付け部、紐自体の劣化等ヘルメットの固定に支障のあるもの

5）シールドのある場合、シールド固定部の損傷、シールド自体にひび割れのあるもの

13-2	 �ヘルメットおよび装備品へのウェアラブルカメラ、カメラを装着するためのステー等の装着は禁止する。

14　�車両の仕様・車両検査（以下車検）・音量検査

14-1	 �一般公道を使用する競技会の場合、道路交通法に則り、一般公道走行可能とされる正規登録および自賠

責等の保険手続きが完了しているナンバー付き車両のみ出場することができる。

14-2	 �1大会で使用できる車両は、1ライダーにつき1台とする。

	 �2日間で構成される大会は2日間を通して1ライダーにつき1台とする。

14-3	 �ゼッケンナンバープレート

	 �インターナショナルAクラス（IA）＝赤地に白文字

	 �インターナショナルBクラス（IB）＝紺地に白文字

	 �ナショナルAクラス（NA）＝黄地に黒文字

	 �ナショナルBクラス（NB）＝白地に黒文字

	 �ウィメンズクラス（W）＝紫地に白文字　※左上に“W”を記載

14-4	 �その他車両装備品

	 �一般公道を含む競技会の場合は、保安部品等の法的要件を満たさなければならない。

	 �その他仕様については大会特別規則（SR）に明記される。

14-5	 �サイドスタンド

	 �車両保管所（パルクフェルメ）にある車両は、安定性を確保するためにサイドスタンドが取り付けられ

ていなければならない。スタンドは、車両フレームの一部として販売時についているものが望ましい。

14-6	 �エキゾーストシステム

	 �各車両には、エンデューロ技術規則に準拠したエキゾーストパイプおよびサイレンサーが装備されてい

なければならない。

14-7	 �車両のオリジナルパーツ

	 �事前車検（大会特別規則に時間等詳細について明記される）において合格した5つのパーツは以下の方

法でマーキングされる。マーキングされたパーツは、競技会中、常に車両に装備されていなければなら

ない。また、競技会終了後の最終車検時にマーキングされたパーツが適切に装備されているかどうかが

確認される。事前車検においてペイントされたパーツを交換することは禁止される。本規則に違反した

場合は失格または他のペナルティーが与えられる。ただし、サイレンサーが破損した場合、選手はルー

ト上のどこででも交換することができる。また、DAY1にリタイヤした選手が再スタートする場合は、

フレームのみに最初の車検時のマーキングが必要とされる。

パーツ マーキング 数 マーキングの位置
フレーム（メイン） ※ペイント 1 ステアリングヘッド右側
ホイール（ハブ） ※ペイント 2 各ハブ
クランクケース ※ペイント 1 右側
サイレンサー ※ペイント 1

※マーキングには塗料または剥がれにくいステッカーを使用すること。

※ホイールハブ、クランクケースおよびサイレンサーにマーキングされるペイントは耐熱性のものでな

ければならない。

14-8	 �選手はルート上のどこででも14-7の該当マーキング以外のパーツを交換することができる。ただし、パ
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ーツと工具は補給可能エリアでのみ受け取ることができる。

14-9	 �音量検査　

14-9-1	 �事前車検（競技開始前）

	 �車両はエンデューロ技術規則の規定に則って行われる音量検査に合格し、主催者によってサイレンサー

にマーキングを受けなければならない。この検査の際にはエアインテークやエアフィルターボックスを

塞いだり、エアフィルターエレメントを除きエアフィルターボックス内にスポンジや布などの詰め物を

したりしてはならない。音量検査は主催者が指定する車検時間内であれば何度でも受けることができる。

14-9-2	 �競技開始後の音量検査

	 �競技中（競技終了後にパルクフェルメに車両を入れる前を含む）、車検長は競技監督または審査委員の監

督のもと、どの車両に対しても検査を実施することができる。検査にかかる時間は選手に与えられる。

この検査において、最初の音量測定で音量が規定値を上回った場合は選手に対し1分のペナルティーが

与えられ、2度目の音量測定において音量が規定値を上回った場合は失格または他のペナルティーが与

えられえる。最初の音量測定で不合格になった場合、選手は2度目の検査を受けなければならない。

14-10	 �競技中のサイレンサーの交換　

	 �競技中にサイレンサーを交換した選手は競技役員に通知し、競技終了後に音量測定を受けなければなら

ない。音量測定に合格した場合、正式なマーキングを受ける。音量測定に合格しない場合は、失格また

は他のペナルティーが与えられる。

14-11	 �競技終了後のサイレンサーの交換および検査方法

	 �選手はDAY1終了後、パルクフェルメに車両を保管する前にサイレンサーの修理および交換をすること

ができる。作業は競技役員の監督下で行なわれ、作業時間として選手に30分が与えられる。この規則は、

競技監督によって指示を受け車両検査を受けた場合にも適用される。選手は与えられた30分間にサイレ

ンサーの交換または修理を行い、音量検査を受けなければならない。30分経過後、音量検査に合格しな

かった場合は競技第2日目にスタートすることはできない。

14-12	 �エキゾーストシステムが破損または脱落し、競技監督から指示を受けたライダーは、速やかにエキゾー

ストシステムを修理または交換しなければならない。交換場所は競技監督から指示された場所とし、作

業はルートやテストの途中でも行なうことができる。また、競技監督から指示された場合に限り、第三

者が運搬したエキゾーストシステムを受取ることができる。

14-13	 �各日スタート前ワーキングエリアと最終のタイムチェック前のワーキングエリアおよび補給が認められ

たタイムチェック以外の場所で交換作業を行なう場合、ライダーが行なわなければならない。

14-14	 �エキゾーストシステムの改善を指示された場合、競技監督により改善したことが認められるまで競技を

再開することができない。

15　�競技中における車両検査

15-1	 �車両の検査

15-1-1	 �車両の検査は、競技会会場にて行われなければならない。

15-1-2	 �車検長の要請に従いライダーは自分の車両を車検場に自分で持ち込まなければならない。

15-1-3	 �競技会中のいかなるときでも、ライダーは自分の車両が規則に準拠していることに関して責任を持たな

ければならない。

15-1-4	 �競技役員は、任意のタイムチェックにおいて、各車両のすべてのマーキングされたパーツを確認するこ

とができる。

15-1-5	 �万一、規定パーツにマーキングされていない場合や疑わしき場合は、タイムチェック担当の競技役員が

事前車検と異なった色のペイント（またはステッカー）で該当パーツにマーキングを施す。最終タイム

チェックにおいて競技監督が当該選手のマシンを確認し、大会審査委員会に報告しなければならない。

15-1-6	 �それぞれの車両はエンデューロ技術規則に準拠し、前後タイヤが完全に装着され走行に支障のない状態

でなければならない。
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15-1-7	 �大会期間中において、審査委員会および競技役員は、危険と判断した車両を失格とすることができる。

15-2	 �燃料

	 �すべての車両は、一般に入手できる無鉛ガソリンを使用しなくてはならない。

	 �燃料に関する違反があった場合、当該ライダーは失格とする。

16　�大会運営について

16-1	 �車両およびクラスの変更

	 �エントリー締切日以降、参加クラスの変更はできない。車両を変更する場合は、その理由を明確にし、

書面で提出しなければならない。変更申請手続きは、第1回公式車両検査開始時間の最低24時間前まで

に大会主催者に提出され、競技監督および審査委員会にて承認されなければならない。

16-2	 �パルクフェルメ

	 �すべての競技会は、コース上で費やされる以外の時間および規定されている各日スタート前の時間（朝

のワークタイムを除く）において、車両は主催者の管理下に置かれるというパルクフェルメシステム（閉

鎖管理）で運営される。

16-2-1	 �管理方法

	 �パルクフェルメには入場者を制限することのできるフェンスで囲われた場所が含まれていなければなら

ない。その境界は明確に区分され、競技監督の指示によって任務を受けた競技役員のみがその進入を許

可される。第三者の入場を制限することができるよう、充分な数のオフィシャルにより管理されなけれ

ばならない。この場所には、スターティングエリアに通じる出入口が1箇所のみ明確に設けられ、それ

以外の出入口は設定しないこと。閉鎖管理に携わる競技役員は、誰が見ても（特にライダーから見て）

識別できるウェア（またはベスト）を着用していなければならない。いかなる理由があっても、審査委

員会メンバー、役務を遂行する当該オフィシャル、車両の搬入出を行なうライダー以外の者がパルクフ

ェルメに入退場することは禁止される。最終のタイムチェックを受けたライダーは、エンジンを停止し、

遅れることなく車両をパルクフェルメ内に移動しなければならない。タイムチェックからパルクフェル

メに移動する途中、車両への給油ならびに調整は一切禁止される。

16-2-2	 �違反行為

	 �大会期間中パルクフェルメ内で、ライダーが以下の行為を行なうことは厳禁とされ、違反した場合、失

格または他のペナルティーを与えられる。

16-2-2-1	 �他のライダーのマシンに触れる。

16-2-2-2	 �搬入出以外の理由で自分自身のマシンに触れる。

16-2-2-3	 �エンジンを始動させる。

16-2-2-4	 �パルクフェルメ内で喫煙する（失格）。

16-2-2-5	 �パルクフェルメ内のマシンを何らかの物体でカバーする。

16-2-3	 �スターティングエリア

	 �スターティングエリアは、パルクフェルメの一部とし、スタートシグナルまたはスターティングライン

が表示されたエリアで、ライダーがスタートを待つ場所のことを指す。

16-2-3-1	 �審査委員会メンバー、競技監督から指定された競技役員、パルクフェルメ出口付近のスタート地点に集

合しているライダーを除き、スターティングエリアへの立ち入りおよび援助行為は禁止される。

16-2-3-2	 �スタートシグナルが出されるまで、このエリアでの車両作業は禁止される。

16-2-3-3	 �大会主催者は、登録されたプレスのスターティングエリアへの入場の可否および人数そしてその条件に

ついて決定する権限を持つ。
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	 参考例：パルクフェルメとスターティングエリア

	

16-2-4	 �車両の保管

	 �競技者の車両は、大会特別規則（SR）に明記されている時間からDAY1のスタートまでとDAY1の終了

時点からDAY2のスタートまでの間については、大会主催者の管理にもとづき、パルクフェルメにて保

管されなければならない。

16-2-4-1	 �DAY1の競技終了後にパルクフェルメに保管された車両は、当該クラスの最終ライダーがパルクフェル
メに到着してから30分経過するまではパルクフェルメから持ち出すことはできない。

16-2-4-2	 �16-2-4-1に従い30分経過後に車両を持ち出した場合、DAY1の成績は保持されるがDAY2に再スタ
ートすることはできない。 8  再スタートを参照のこと。

16-2-5	 �エンジン始動

	 �スターティングエリア内のウェイティングゾーンで車両のエンジンを始動させることは禁止される。違

反した場合、失格または他のペナルティーを科せられる。

16-2-6	 �スタート合図が出される前にスターティングライン上でエンジンを始動させることも禁止される。本事

項に違反した場合、1分のペナルティーが科せられる。

17　�スタート、ゼッケンナンバー

17-1	 �全日本選手権シリーズ対象クラスの指定ゼッケン（JECプロモーションが管理する）

17-1-1	 �インターナショナルAクラスの年間指定ゼッケン

①2023年全日本インターナショナルAクラスシリーズランキング順

②2023年全日本インターナショナルBクラスからの昇格者（1～3位）

③2023年エリア選手権シリーズインターナショナルBクラスからの昇格者

（原則として、北海道－東日本－中日本－西日本－九州の順とする）

④MFJエンデューロ委員会が特に認めた者

⑤上記以外の者がインターナショナルAクラスに出場する場合、JECプロモーションにおいて年間ゼッ

ケンが指定される。

17-1-2	 �インターナショナルBクラスの年間指定ゼッケン

①全日本でインターナショナルAクラスへ昇格した1位～3位を除く2023年全日本インターナショナルB

クラスのランキング上位から指定する（ポイント獲得者のみ）。

②2023年エリア選手権シリーズインターナショナルBクラスチャンピオンでIAに昇格を申請しなかっ

た者

③2023年全日本ナショナルクラスからの昇格者（1～8位）

④2023年エリア選手権シリーズナショナルクラスからの昇格者
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（原則として、北海道－東日本－中日本－西日本－九州の順とする）

⑤MFJエンデューロ委員会が特に認めた者

⑥上記以外の者がインターナショナルBクラスに出場する場合、JECプロモーションにおいて年間ゼッ

ケンが指定される。

17-1-3	 �ナショナルAクラスの年間指定ゼッケン

①全日本でインターナショナルBクラスへ昇格した1位～8位を除く2023年全日本ナショナルクラスのラ

ンキング上位から指定する（ポイント獲得者のみ）

②2023年エリア選手権シリーズナショナルクラスランキング上位者でIBに昇格を申請しなかった者

（原則として、北海道－東日本－中日本－西日本－九州の順とする）

③2023年エリア選手権シリーズナショナルクラスランキングでNAに登録された者

（原則として、北海道－東日本－中日本－西日本－九州の順とする）

④MFJエンデューロ委員会が特に認めた者

⑤上記以外の者がナショナルAクラスに出場する場合、JECプロモーションにおいて年間ゼッケンが指

定される。

17-1-4	 �ウィメンズクラスの年間指定ゼッケン

①2023年全日本ウィメンズクラスのランキング上位から指定する（ポイント獲得者のみ）

②MFJエンデューロ委員会が特に認めた者

③上記以外の者がウィメンズクラスに出場する場合、JECプロモーションにおいて年間ゼッケンが指定

される。

17-1-5	 �ナショナルBクラスの年間指定ゼッケン

①全日本でナショナルAクラスへ昇格した1位～8位およびエリア選手権でナショナルAクラスへ昇格し

た者を除く2023年全日本ナショナルクラスのランキング上位から指定する（ポイント獲得者のみ）

②JECプロモーションまたは大会主催者においてエントリー時に指定される。

17-1-6	 �全日本選手権対象クラスのインターナショナルA・Bクラス、ナショナルA・Bクラス、ウィメンズクラ

スはすべて連番で管理される（インターナショナルA→B→ウィメンズ→ナショナルA→Bの順で連番

で割り振られる。ゼッケンの重複は認められない）。

17-1-7	 �全日本選手権対象クラスに出場するすべてのライダーは、ジャージまたはプロテクターの背中に選手氏

名とゼッケン番号を印刷することを推奨する。

	 �選手氏名は1文字100×100mmの範囲内において、ゼッケン番号は1文字縦200mm×横150mmの範囲

内において印字する。書体および色は特に指定しない。

17-2	 �スタート順（全日本IA・IB・Wに適用）

・第1戦…前年度当該クラスランキング上位順（上記以外はゼッケン番号の若い順）

・第2戦以降…前戦までの当該クラス暫定ランキング上位順（上記以外はゼッケン番号の若い順）

17-3	 �スタートの準備

	 �ライダーは、大会公式通知に記載された時間に基き、車両をパルクフェルメ出口からスターティングエ

リアに移動するためだけにのみ、スタート時間の15分前（大会により時間が変更される場合がある）に

パルクフェルメに入ることが許可される。ただし、移動はライダー自身でエンジンを停止させた状態で

押して移動しなければならない。パルクフェルメおよびスターティングエリアにおける車両への作業は

一切禁止される。違反した場合、失格または他のペナルティーが科せられる。オフィシャルタイムを表

示する時計がパルクフェルメ出入口に設置されていること。

17-4	 �スタート方法

	 �各日スタート前に、各ライダーのスタート時刻を正確に表示するスターティングシグナルが提示される。

スターティングシグナル提示後1分以内にライダーはエンジンをスタートラインで始動させ、エンジン

の動力により前進し、スタートライン前方20m（第2ライン）にあるラインを通過しなければならない。

	 �スタートラインに1分以上遅れてきたライダーは、1分の遅刻につき1分のペナルティーが科せられる。

ライダーがスタートラインに到着した時刻が新しいスタートタイムとされ、その時点で1分が経過する
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間にスタート手順を遵守し、スタートしなければならない。遅れてきた場合は、スタッフが新しいスタ

ート時刻をカードに記入する。15分以上遅れたライダーは、失格とされ、スタートすることは認められ

ない。

17-5	 �エンジン始動

17-5-1	 �すべての車両はキック式、機械式または電気式等のスタート装置により始動するものでなければならな

い。始動させる為に駆動ホイールを回転させること（押しがけ）は禁止される。

17-5-2	 �スターティングシグナル提示後1分以内にスタートラインから20m先の第2ラインまでをエンジンの動

力で走行し第2ラインを通過できなかったライダーには、10秒のペナルティーが科せられる。エンジン

をスタートしなかったためにペナルティーを受けたライダーは、車両を押して第2ラインを通過した後、

いかなる方法を用いて始動させることができる。

17-5-3	 �第2ラインまでにエンジンが停止してしまった場合、その場で再始動させスターティングシグナル提示
から1分以内に第2ラインを通過すればペナルティーは科せられない。

17-5-4	 �第2ラインまでにエンジンが停止して再始動できなかったライダーは、スタートエリアに戻ることはで

きない。他のライダーの妨げとならないように進行方向に車両を押し、20mライン（第2ライン）を通

過しなければならない。

17-5-5	 �スタートラインと20mラインの間においては、車両への作業は一切禁止される。違反した場合、失格ま
たは他のペナルティーが科せられる。

17-5-6	 �スタートラインが2本用意されている会場では、スタートライン上でエンジンを始動できずに車両を押
してスタートラインを通過した時点で10秒のペナルティーが科されるものとする。

17-5-7	 �スタートラインが1本しか用意されていない会場では、スタートライン上でエンジンを始動できない場
合に次のスタートライダーに場所を明け渡すため、前方にある始動用のエリアに移動してエンジン始動
を再度試みることができる。この際、スターティングシグナル提示から1分が経過するまではペナルテ
ィーは科せられないが、1分が経過した後は速やかに車両を押して20mラインを通過しなければならない。

17-5-8	 �コースインは必ずスタートラインを通過することが義務付けられる。

17-6	 �審議対象者のスタート

	 �審議対象者となったライダーがスタートを希望する場合、大会特別規則に記載された手順に従い、パル

クフェルメに保管されていた場合のみスタートすることが認められる。ライダーが出走の権利を失う場

合は、審査委員会により失格が確定された時のみである。

18　�燃料補給と環境保護

18-1	 �燃料補給方法

18-1-1	 �補給は、オーガナイザーが禁止していない限り、すべてのタイムチェック場所における白旗と黄旗の間

にあるオーガナイザーにより指示された公式補給所でのみ行なうことができる。

18-1-2	 �ファイナルタイムチェック前の最終補給所は最終作業エリア内になければならない。

18-1-3	 �黄旗とタイムチェックテーブル間での補給は禁止される。

18-1-4	 �補給に関わるいかなるタイム加算も認められない。

18-1-5	 �スタートエリア（ワーキングエリアを除く）における燃料補給は認められない。

18-1-6	 �車両に固定されたタンク以外に燃料を携帯することは認められない（ワーキングエリアを除く）。

18-1-7	 �いかなる発火性の強い液体をもライダーが携帯することは禁止される。

18-1-8	 �補給中は、エンジンを停止させなければならない。

18-1-9	 �燃料補給中、各チームおよび選手は燃料補給ポストの近く（最大5mの範囲内）に消火器を準備するこ

とを推奨する。

18-1-10	 �50kmごとに最低1箇所の補給場所が設定されていなければならない。

18-1-11	 �補給エリアにおけるいかなる溶接作業も禁止とする。

18-2	 �燃料補給に関する外部からの援助は、各日スタート前ワーキングエリアと最終のタイムチェック前のワ
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ーキングエリアおよび補給が認められたタイムチェック（白旗と黄旗の間）に限り認められる。

18-3	 �燃料および油脂類が地面にこぼれることを防ぐ機材（総称して「環境保護マット」と呼ぶ）の使用は、

オーガナイザーが燃料補給を認めた場所で使用する。

18-3-1	 �このマットの最低寸法は、車両のホイルベース長およびハンドルバー幅以上であること。

19　�禁止事項

19-1	 �タイムチェック（白旗と黄旗の間）および最終タイムチェック（作業エリア）では、競技役員の視野か

らライダー・車両を隠すための柵や囲いが設置されることは禁止される。

19-2	 �エアまたは電動工具の使用は禁止される（バッテリーパワー工具は認められる）。電動またはエア工具の

違反は、失格または他のペナルティーが与えられる場合がある。

19-3	 �エンジン式やコンセントからの電源が必要な工具の使用および洗車機や水道から直接ホースを使用して

の洗車等は禁止される。

19-4	 �主催者が指示した場所、時間以外での洗車機の使用は禁止する。

19-5	 �タイヤに空気を入れるためのコンプレッサーの使用は認められる。ただし、朝のワーキングエリアへの

コンプレッサーの持ち込みは禁止される。

20　�外部動力の禁止

　競技会中はすべて、タイムチェック時の補助員以外、車両は、エンジン動力・その車両で参加しているライダーの体

力・自然の力でのみ移動する。

21　�外部からの援助

　「外部からの援助」とは、ライダーまたは役務に従事している競技役員以外の者が車両に接触することを指す。すべて

の外部からの援助は禁止されるが、各日スタート前ワーキングエリアと最終のタイムチェック前のワーキングエリアお

よび補助が認められたタイムチェックでは以下に挙げる外部からの援助が認められ、1台の車両に同時に接触できる人

数は制限しない。

21-1	 �外部の援助が認められる行為

21-1-1	 �ゼッケンプレートとプラスチックパーツに貼り付けられたスポンサーステッカーに対する布やスポンジ

・ブラシでの清掃作業。

21-1-2	 �キャップ・ドレンプラグの開閉を含む燃料、ギアオイル、エンジンオイル、冷却水の注入と排出作業。

オイルフィルターカバーの着脱とオイルフィルターの交換作業。

21-1-3	 �ブレーキオイルのエア抜き作業の補助

21-1-4	 �タイヤの空気圧の調整

21-2	 �ライダー本人だけが行なえる行為
21-2-1	 �マシン整備

21-2-2	 �タイヤ交換（ただし各日のスタート前ワーキングエリアと最終のタイムチェック前のワーキングエリア

でのみ行なうことができる）

21-2-3	 �チェーン潤滑油の補給（ただし補給エリアのみで行なうことができる）

21-3	 �ライダー本人またはメカニックが行なえる行為
21-3-1	 �リムから取り外されたタイヤに対するムースの入れ替え作業

21-3-2	 �修理のために取り外されたサイレンサーに対する作業

21-3-3	 �ライダーが車両から取り外したペイントされていないパーツ（サスペンション等）に対する作業

21-3-4	 �車両から取り外されたマーキング部品に対する作業

21-3-5	 �ホイールに対する作業（スポークの交換、ブレーキディスクの交換）

21-3-6	 �車両から取り外されたエンジンに対する作業
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22　�外部通信

22-1	 �ライダーは、競技中いかなる者とも無線の受信・交信を行なってはならない。

22-2	 �携帯電話の使用

22-2-1	 �競技中、携帯電話による相互通信（第三者との会話やEメール、SNSなど）で、情報を共有・交換する

ことはできない。

22-2-2	 �パドックおよびタイムチェックに限り、エンジン停止状態で携帯電話を使用することは認められる。

22-2-3	 �メインのパドックに限り、携帯電話の使用に一切の制限はないものとする。
22-2-3	 �緊急事態（自分自身の救護を求めるため、他人を救助する為の行為）での使用は例外とし、当該大会の

審査委員会で判断される。

23　�リタイヤ

　競技会からリタイヤしたライダーはすべて、競技用ナンバープレートを消すか取り外さなければならず、他のライダ

ーの同伴として走行ルートを継続して走行することは認められない。本規則に違反した場合、当該ライダーは、資格停

止とされ、同伴を許したライダーは失格または他のペナルティーが科せられる。リタイヤするライダーは、大会本部へ

リタイヤすることを申告し、速やかにタイムカードを競技役員に提出しなければならない。

24　�ルートマーキング

24-1	 �ルートマーキングの定義

	 �オフィシャルルートは、ルートカードに記載され、マーキングされていなければならない。公式距離は

正確な距離で発表される。ルートマークは、各日異なった色を使用しなければならない。もし、ライダ

ーがルートカードに記載されているルートから外れた場合や逆走してしまった場合等、当該ライダーは、

失格または他のペナルティーが科せられる。

24-2	 �ルートマーキング

	 �ライダーが通るコースを明確に指定したルート（例： 牧草地、遊歩道等）が設定された場合、主催者は

ライダーの走行する通路を詳細かつ明確に表現するために、ポスト間を矢印で繋ぐ形で表示しなければ

ならない。ルートマーキングにおける特別なサインの見本がスターティングエリアにおいて表示されて

いなければならない。ルートマーキングで使用されるサインまたは表示物は防水素材のものでなければ

ならない。

	 ◆参考例（大会により仕様が異なる）	

	

25　�交通法規

　ライダーは競技会開催中、開催地で適用されている交通法規を準拠しなければならない。

26　�通行不可能な箇所

　競技監督が、大会に使用しているコースの中で通行不可能となった箇所または外部の援助なしでは通り抜けることが
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不可能であると判断した箇所は、次点のタイムチェック個所までの区間を競技から除外することができる。この場合、

修正は適格かつ公平に実施されなければならず、この決定は審査委員会により承認されなければならない。

27　�タイムチェック

　タイムチェックは黄旗で表示され、このエリアは、第三者の進入および外部からの援助を制限されることから、パル

クフェルメとして考慮される。

27-1	 �設置箇所

27-1-1	 �各日走行開始地点のスターティングエリア出口

27-1-2	 �各日走行終了地点のパルクフェルメ入り口

27-1-3	 �コース中の主催者が指定した箇所

27-2	 �設定の基準

	 �タイムチェックは、各タイムチェック間の走行タイムとともにルートカードに表示される。距離は「キ

ロメートル（km）」で表示される。

	 �タイムチェック間の距離は、5km～35kmが推奨される。タイムチェック間の最大平均速度は50km/hと

する。2つのタイムチェック間に割り当てられた時間が、安全上または遵守すべき交通法規上困難な場合、

競技監督および審査委員会は、割り当てられた時間の延長または当該クラスに出場する70％以上のライ

ダーがタイムペナルティーを受けた場合にはそのペナルティーをキャンセルすることができる。

27-3	 �スケジュールの変更

	 �不可抗力の理由（天候の悪化等）により競技監督は、遅れることを見込んだタイムスケジュールの変更

をすることができる。

28　�タイムカードとルートカード

28-1	 �受渡し方法

	 �DAY1、DAY2共に走行用のタイムカードおよびルートカードは、パルクフェルメ入場時点で発行される。

	 �ライダーは、自分のタイムカードに各タイムチェックおよびルートチェックのスタンプを受ける責任を

有する。

28-2	 �記載事項

	 �タイムカードには、各タイムチェック間の規定走行タイムが表示される。

28-3	 �タイムカードへの不正

	 �タイムチェックを受けなかったライダーおよびタイムチェックにおいてタイムカードにスタンプを受け

なかったライダーや大会主催者への虚偽の申告に値する修正や記録の抹消、他のライダーのカードを使

用する等の不正行為があった場合は、失格または他のペナルティーが科せられる。

28-3-1	 �タイムカードへの記入は主催者に任命された競技役員のみとし、それ以外の者（ライダーやサポート等）

の記入は認められない。

	 �競技役員以外の記入は不正行為と見なされ、失格または他のペナルティーが科せられる。

28-4	 �タイムカードの紛失

	 �不可抗力によりタイムカードを紛失した場合、次のタイムチェックの担当競技役員より新たなカードを

受け取らなければならない。その新しいカードは、それを受け取ったチェックポイント以降に使用され

なければならない。

	 �主催者または当該タイムチェック担当競技役員は、カードをなくしたライダーへ新しいカードを供給し

なければならない義務を有するが、タイムカード再発行に要した時間について主催者の責に問うことは

できない。
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28-5	 �タイムチェック（標準）

	

28-6	 �タイムチェックの表示

	 �タイムチェックはコントロールテーブルの200m手前のトラック両サイドに白旗が立てられ、コントロ

ールテーブル20m手前に黄旗が立てられることによって示される。

	 �サービスおよびアシスタンス（ワーキングエリア）のないタイムチェックの場合、コントロールテーブ

ル70m手前のコース両サイドに白地に黒の×印の旗と20m手前に黄旗が立てられることによって示され

る。

28-7	 �タイムチェックの手順

	 �タイムチェック用の公式タイムを表示する時計と同じ時刻を表示する時計がコントロールテーブル20m

手前の黄旗提示箇所付近に設置される。

	 �黄旗地点をライダーが車両とともに通過したら（または競技役員の要求に従って）、ライダーは速やかに

タイムカードをコントロールテーブルに提出しなければならない。

	 �タイムチェックへの到着時間とは、車両のフロントホイール（先端）が、2本の黄旗地点にあるライン

を通過した時点とする。

	 �ライダーは、黄旗地点とコントロールテーブルとの間で停止することは禁止される。停止した場合、タ

イムペナルティーとして1分加算される。

	 �各日の最終タイムチェックでは、予定されている時間前であっても、ペナルティーを科せられることな

く最終タイムチェックを受けてパルクフェルメまで行くことができる。

28-8	 �プレフィニッシュ

	 �ワーキングエリアの手前には最終周のみ、プレフィニッシュ（事前最終チェック）が設けられる。ライダ

ーはこのプレフィニッシュから最終タイムチェックに行くまで、15分間のワーキングタイムが与えられる。

	 �ただし、1日開催および、ファイナルクロスがないDAY2については、15分間のワーキングタイムを必

要としない為、各大会特別規則（SR）で、ワーキングタイムの有無を記載し、発表する。

28-9	 �タイムチェックペナルティーの計算

	 �タイムチェック間の定められたタイムを守らなかったライダーは、1分早着（または遅着）につき、1分

のペナルティーが科せられる。

	 �タイムチェックの到着時刻は、次の区間のスタート時刻となる。

29　�タイムリミット

　オリジナルタイムより60分オーバーした者、および早・遅着のペナルティ合計が60分以上となった者は失格とされる

（ただし、対象選手は競技を続行することができる）。

　大会により、タイムリミットの設定が変更される場合がある。変更される場合は、大会特別規則（SR）または公式通

知により公示される。

　ただし、審査委員会が当該選手の失格を最終的に決定し、競技役員から出走停止の合図があるまでは、ライダーは任

意で競技を継続することができる。

　万一、不可抗力の事態が発生しライダーがこれを理由に遅れた場合（例：重大事故が発生し人命救助のために停止し

なければならなかった為に延着となった場合等）その事由を審査委員会に証明することを以って、情状酌量の裁定が検

討される。これは本人以外の他のライダーからの申し立ては一切認められない。
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30　�ルートチェック

30-1	 �すべてのタイムチェックでタイムカードにスタンプを押すことに加えて、ライダーはオフィシャルルー

トチェックでマーキングを受けるためにルートカードを提示しなければならない。ルートカードにマー

キングをするかしないかは、ルートチェックの50～200m手前の左右どちらかに青旗を提示することで

示される。ライダーが停止しなかった場合、失格とされる。

30-2	 �各ルートチェックにおいて主催者は、各ライダーのゼッケン、到着順、ライダーが通過した時間を記す

チェックリストを持たなければならない。

30-3	 �各チェックリストで、完全にスタンプされたカードを提示できないライダーや、通過した記録のないラ

イダーは、失格または他のペナルティーが科せられる場合がある。

31　�テスト

31-1	 �スペシャルテストは、1日あたり最低15kmを目安とし、テストが設定されていなければならない。悪天

候等の不可抗力による事由により実施不可能と審査委員会が判断した場合は、その限りではない。

31-2	 �スペシャルテストのコースは、主催者の許可する場合、その時間帯に限り歩いて下見することが許可さ

れる。ただし、大会主催者が認めた場合を除き、車輪のついた乗り物を使用しての下見は禁止される。

31-3	 �すべてのステージにおいて境界線がない場合はテープで境界線を示す。

31-4	 �主催者は、フィニッシュラインならびにフィニッシュラインより30m先地点に停止ラインを明確に表示

し、ライダーはフィニッシュライン通過後30m以内で停止してはならない。

31-5	 �スタートは、スタートライン上に待機する車両のエンジン始動状態から行なわれる。

31-6	 �タイムキーピングは1/1～1/100秒で計測される。

31-7	 �テスト開催場所は大会特別規則にて公示され、主催者により規制される。

31-8	 �各テストにおいて定められた平均スピードを超えるライダーがある場合、当該テストにおける以降のラ

ップをキャンセルとする。

31-9	 �クロステスト（CT）

31-9-1	 �クロステスト（CT）のコースは、1～6km（目安とする）のコースが設定されていること。

31-9-2	 �閉鎖されたクロステストコースは、事前に告知されていなければならない。

31-9-3	 �コースは平均スピードが50km/h以下となるように設定されなければならない。

31-10	 �エンデューロテスト（ET）

31-10-1	 �各日において、最低1回のエンデューロテストが設けられなくてはならない。

31-10-2	 �エンデューロテスト（ET）のコースは、全車通行可能な1～6km（目安とする）のコースが設定されて

いること。

31-10-3	 �規則に明記された安全対策が遵守されており、平均スピードが50km/h以下となるように設定されなけ

ればならない。

31-11	 �エクストリームテスト（XT）

31-11-1	 �主催者はエクストリームテスト（XT）を開催することができる。

31-11-2	 �エクストリームテストの最大距離は±1km～±3kmとし、障害物が設置され、規則に明記された安全対

策が遵守されていること。

31-11-3	 �平均スピードが25km/h以下となるように設定されなければならない。

31-12	 �ファイナルクロステスト（FX）

31-12-1	 �主催者はファイナルクロステスト（FX）を開催することができる。

31-12-2	 �2日目の完走者に限り、参加資格を得られる。

31-12-3	 �完走者の定義

	 �タイムオーバーをせずに規定された周回数・テストをすべて完了した者をさす。

31-12-4	 �2日目の完走者を30台以内でグループ分けし、一斉スタートで、1km～5kmのコースを数周し、タイム
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を競い、走行タイムがそのまま順位に反映される。

31-12-5	 �ファイナルクロスに出走した（人車一体でスタートグリッドに着いた）者は、その周回数に関わらず完

走者として扱い順位が付与される。

31-12-6	 �ファイナルクロスにおいて不足周回数が発生した場合、（不足の）1周につき規定時間（分）（大会特別
規則または公式通知で公示）が加算される。

31-13	 �外部からの援助

	 �主催者より任命された競技役員を除き、スペシャルテストにおける外部からの援助は一切認められない。

本規則に違反した場合、失格とされる。

32　�テストの注意事項

　不可抗力によりテストコースから外れてしまいコースから外れた地点以外からコースに戻った場合、フィニッシュタ

イムに最大で5分のペナルティーが科せられる場合がある。

　自発的にコースから外れた場合、またはショートカットした場合、失格または他のペナルティーが科せられる場合が

ある。

　安全上の理由から主催者が変更することを除き、ライダー・メカニック等がテストのコース変更を行うことは禁止さ

れる。万一、コース変更（違反行為）により有利と判断されたライダーには最低1分のペナルティーが与えられる。

33　�テストのスタート方法

33-1	 �テストのスタートにはスタートサインが表示され、終わりにはフィニッシュサインが表示される。

33-2	 �コースにはコースを表示するマーキングが施されなければならない。

33-3	 �スタート位置には（白線やスタートゲート等）のスタートラインが引かれなければならない。

33-4	 �スタートの合図は、主催者から任命された競技役員がグリーンフラッグを振ることによって行われる。

ライダーは一時停止し、スタートの合図を受けてから5秒以内にスタートをしなければならない。

33-4-1	 �ライダーは最初の合図でスタートをしなかった場合、注意を受ける。

33-4-2	 �2度目の合図でスタートしなかった場合、20秒のペナルティー

33-4-3	 �3度目の合図でスタートしなかった場合、1分のペナルティー

33-4-4	 �4度目の合図でスタートしなかった場合、失格

33-5	 �スタート前に一時停止しなかった場合、罰則が科せられる。

33-6	 �フィニッシュラインを通過したライダーは停止することなくフィニッシュラインから30m先に表示され

ている30mラインを通過しなければならない。

33-7	 �計測開始ライン（トランスポンダーループ）はスタートラインから5m以内の場所に設置される。

33-8	 �スタートはエンジン稼動状態でスタートラインから行われる。ローリングスタートを行った場合は1分

のペナルティーが与えられる。

34　�最終車検

　競技終了後30分以内に、競技を終了した車両の中から1台もしくは数台のエンジンが検査の対象とされる場合がある。

35　�ペナルティーリスト

35-1	 �タイム加算

35-1-1	 �ワーキングエリアでエンジンを始動させた…5分加算

35-1-2	 �スタートエリアでスタート合図前にエンジンを始動させた…1分加算

35-1-3	 �スタート合図後1分以内に20mラインを通過しなかった…10秒加算

35-1-4	 �スタートラインへの到着遅れ1分ごと1分につき…1分加算
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35-1-5	 �タイムチェックで、黄旗とコントロールテーブル間で停止する…1分加算

35-1-6	 �タイムチェックに早着または延着：1分間ごとにつき1分につき…1分加算

35-2	 �テスト

35-2-1	 �スペシャルテスト（CT，ET，XT）タイムキーピングは、1/1～1/100秒で計測される

35-2-2	 �偶発的にテストコースから外れ、その外れた地点からコースに復帰しなかった…ライダーの計測タイム

に最大5分加算

35-2-3	 �タイム計測がされているテストのコースを変更した…最低1分加算

35-3	 �失格（または他のペナルティー）

35-3-1	 �競技開始後1回目の音量測定で規定音量を超えた…1分加算

	 �競技開始後2回目の音量測定で規定音量を超えた…失格（または他のペナルティー）

35-3-2	 �レース開始のスタート時間に15分以上遅れる

35-3-3	 �スペシャルテストで外部から援助を受けた

35-3-4	 �マーキングのミスまたはオフィシャルの代替マーキング

35-3-5	 �エンデューロ技術規則の燃料規定違反

35-3-6	 �スタート合図前にスターティングエリアで車両への作業を行なう

35-3-7	 スタート後、スタートラインと第2ラインの間で車両のへの作業を行う
35-3-8	 �スポーツコードに反する行動をパルクフェルメでとる

35-3-9	 �パルクフェルメにおけるエンジン始動

35-3-10	 �エンジン始動状態でパルクフェルメに進入する

35-3-11	 �タイムチェックからパルクフェルメまでに燃料補給または補修作業を行なう

35-3-12	 �当該クラスの最終車両がパルクフェルメに到着してから30分が経過する前にパルクフェルメから車両を
持ち出す（失格）

35-3-13	 �パルクフェルメまたは作業エリアでの喫煙（失格）

35-3-14	 �パルクフェルメまたはワーキングエリアに規定時間より早く入場する。

35-3-15	 �非公認の補助：スペアパーツまたは工具を作業エリア外または補給タイムチェック以外で受け取る

35-3-16	 �オーガナイザーによって準備された補給エリア外での補給または、モーターサイクル固有の燃料タンク

以外による燃料の携帯

35-3-17	 �補給中にエンジンを停止させなかった

35-3-18	 �補給エリアにおいて溶接作業を行った

35-3-19	 �外部援助が認められたタイムチェック以外で外部からの援助を受けた

35-3-20	 �同伴者と認められない方法によりコンタクトした

35-3-21	 �リタイヤしたライダーが他のライダーと同行した

35-3-22	 �マーキングされたルート以外の走行、逆方向への走行、マーキングされたルートを遵守しない

35-3-23	 �公道規則を遵守しなかった

35-3-24	 �タイムカード、パンチカードの変更や、他のライダーのカードを使用した

35-3-25	 �タイムチェックを逃した

35-3-26	 �オリジナルのスタートタイムより60分以上タイムチェックに遅れて到着した

35-3-27	 �ルートチェックを逃した、または停止しなかった

35-3-28	 �スペシャルテストのコースで練習を行なった

35-3-29	 �故意にテストコースを外れた

35-3-30	 �エントリー用紙に記載されたエンジン排気量を超えていた

35-3-31	 �その他、競技監督の上申に基づき、その軽重により審査委員会が第4章 MFJ裁定規則に基づき罰則を科

す



［付則23］-19

2024年度　MFJ国内競技規則　付則23　エンデューロ競技規則 12月25日版

36　�競技役員

　違反行為があった場合、競技役員は、可能な限り迅速かつ明確に当該ライダーに対しその違反について伝えなければ

ならない。

　主催者は、当該大会に携わる競技役員リスト（氏名およびライセンス種類）を遅くとも大会前日までに公表しなけれ

ばならない。

37　�公式通知

　ライダーは、すべての競技結果・計測結果・距離および決定事項等、主催者が発行するすべての公式通知を厳守しな

ければならない。

　正式競技結果が公表される前に、競技結果や抗議の裁定を告知してはならない。

38　�説明の要求

　ライダーは競技内容に関わらず、競技結果に関する説明を求める場合、特別規則に定められている時間内に書面にて

審査委員会に要求することができる。

39　�抗議

　当該大会に出場しているライダーのみが自分のクラスの競技に限り抗議保証料10,000円とともに抗議を提出すること

ができる。抗議が受け入れられた場合、抗議保証料は返還される。抗議は、以下に記す時間以内に内容を記す書面、抗

議保証料を揃えて提出されなければならない。

39-1	 �ライダーまたは車両に関する抗議の場合、当該クラスの最終ライダーがパルクフェルメに到着してから

30分以内に提出されなければならない。

39-2	 �2日間で開催される大会のDAY1の競技結果に関する抗議は、DAY2の第1ライダースタート時刻の60

分前までに審査委員会へ提出されなければならない。

39-3	 �DAY2の競技結果に関する抗議は、暫定結果発表後30分以内に審査委員会へ提出されなければならない。

39-4	 �1日で開催される大会の競技結果に関する抗議は、暫定結果発表後30分以内に審査委員会へ提出されな

ければならない。

39-5	 �審査委員会による事情徴収の結果は、抗議申請が提出された時間から60分以内に書面にて受領する。審

査委員会決定に対するいかなる抗議も認められない。

39-6	 �抗議は第4章 MFJ裁定規則　37 競技会における大会審査委員会への抗議による。
39-7	 �抗議は当該ライダーだけが行なうことができる。

40　�規則の解釈

　本規則および大会特別規則（SR）の解釈は、MFJエンデューロ委員会および各大会主催者の責任下にある。本規則お

よび競技に関する疑義は大会事務局宛に質疑申し立てできる。なお、この回答は大会審査委員会の決定を最終的なもの

とする。

41　�競技結果

　全日本各クラス各日の完全な結果は、可能な限り迅速に公表されなければならない。いかなる問題が発生した場合で

もDAY1の結果はDAY2のスタート前までに公表されなければならない。
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42　�表彰式典

42-1	 �表彰式は、最終ライダーのフィニッシュ後2時間以内に行なわれなければならない。

42-1-1	 �2日間の大会は、2日間のタイムが合計された総合結果により表彰を行なう（ポイントの付与はDAY1・

DAY2各日の成績に与えられる）。

42-1-2	 �特別な理由が競技監督および主催者により認められない限り、参加選手は表彰式に出席しなければなら

ない。

42-2	 �インターナショナルA・BクラスとナショナルA・Bクラスは混走で行なわれても良いが、成績結果・各

大会の表彰はすべて分けて表彰しなければならない。年間ポイントランキングもクラスごとに分けて管

理される。

42-3	 �年間シリーズランキングの成績上位3名が表彰される全日本ランキング認定表彰式は、インターナショ

ナルAクラスとインターナショナルBクラスが対象となる。

43　�全日本選手権シリーズ

　全日本選手権シリーズの主催に関する規定（抜粋）

43-1	 �MFJ、施設特別会員、MFJの公認するエンデューロ部会が主催の権利を有する。

43-2	 �MFJエンデューロ委員会で承認された運営母体である。

43-3	 �MFJ公認エンデューロ（エリア選手権シリーズまた公認大会）において、オンタイム方式の開催実績が

あり、MFJエンデューロ委員会の委員による競技会の視察報告を行い、MFJエンデューロ委員会で認め

られている。

43-4	 �パドックの広さ、トイレの数、大会本部の位置などの設備（インフラ）がMFJエンデューロ委員会で承

認されている。

43-5	 �MFJエンデューロ委員会で承認された代表者が試走し、承認されたコースである。

43-6	 �MFJエンデューロ委員会で承認された計測体制である。

43-7	 �その他の事項について、MFJエンデューロ委員会の承認を受けていること。

44　�ISDE（インターナショナルシックスデイズエンデューロ）のトロフィーチ
ーム選考について

　MFJはトロフィーチーム（日本代表チーム）としての同大会への出場を認定する。

トロフィーチーム出場選手：

4名

選手選考基準：

①前年度全日本選手権IAクラスシリーズランキング1位、2位の選手

②MFJエンデューロ委員会で選出された者（MFJ全日本エンデューロ選手権シリーズ参戦実績のある者に限る）。

上記いずれかの条件を満たす者からMFJエンデューロ委員会より選出され、承認を受けなければならない。

45　�肖像権

　主催者はエントラント（ライダー・メカニック・補助員） および選手に同行する関係者すべての氏名・写真等を大会

広報のために、テレビ・ラジオ・インターネット・印刷媒体等で使用する権利を有する。また、主催者が認めたプレス

が報道目的でこれらを使用することを認める権利を有するものとする。

46　�本規則の施行

　本規則は、2024年1月1日より施行する。
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1 　�クラスおよび排気量

　全日本選手権対象クラス（IA・IB・NA・NB・W）の車両の排気量はオープンとする。

2 　�テレメトリー

　いかなる形式においても、動いているモーターサイクルから情報を得る、または動いているモーターサイクルへ情報

を送ることは禁止される。

　公式シグナリングデバイス（主催者が用意する自動計測器）をマシンに搭載することが要請されることもある。

　自動ラップタイム計時デバイスは“テレメトリー”とは見なされない。

3 　�一般仕様

　下記の仕様が適用される。ただし、大会特別規則に特記されている場合は例外とする。競技によっては、追加仕様も

必要とされ、当該競技会の大会特別規則に詳細が明記される。

3-1	 フレーム、フロントフォーク、ハンドルバー、スイングアーム、スイングアームスピンドルおよびホイ

ールスピンドルにチタニウムを使用することは禁止される。チタニウム合金製のナットとボルトの使用

は許可される。

3-2	 エンジンのシリンダー数は、燃焼室の数によって決定される。

4 　�フレームの定義

　マシンのフロント部のステアリング機構をエンジン／ギアボックスユニット、およびリアサスペンションのすべての

コンポーネントと結合するのに用いられる構造部。

5 　�始動装置

　キックスターターおよびセルフスターターなどの始動装置の装備が義務づけられる。

6 　�オープン・トランスミッション（スプロケット）ガード

6-1	 カウンターシャフトスプロケットにはガードが装着されなくてはならない。

6-2	 チェーンガードは、リアホイールのファイナルドリブンスプロケットとチェーン稼動下部の間に挟まれ

るのを防ぐために取り付けなければならない。

7 　�エキゾーストパイプ

7-1	 �エキゾーストパイプとサイレンサーは、音量規制に関する必要条件をすべて満たさなくてはならない。

7-2	 �サイレンサー後端の排気出口中心軸は、車輌の中心軸に対して上下、左右共に平行でなければならない（許

容誤差は±15°とする）（図1を参照）。

2024
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	 図１

	

	 �サイレンサーの後端部は事故等により接触した場合に、ライダーの身体を守る為に危険な形状であって

はならない。サイレンサー後端のパイプが3mm以上突出している場合は、その後端部は180°の角度で

曲げられるか、Ｒ形状に加工されていなければならない。どちらの形状の場合も、端部の厚さは最低

3mm以上なければならない（図2を参照）。

	 図2

	

7-3	 �排気ガスは後方に排出しなければならないが、ほこりを立てたり、タイヤやブレーキを汚したり、また

パッセンジャーや他のライダーに迷惑をかけるような放出の仕方をとってはならない。後続ライダーに

迷惑をかけないようにするために、オイルの飛散を防ぐ措置を施さなくてはならない。

7-4	 �エキゾーストパイプの後端は、リアタイヤの垂直接線より後ろにあってはならない。

	 �サイレンサーの後端は、リアタイヤ後端位置から突出してはならない。

7-5	 �音量規制に影響を与える排気バルブシステムの追加（装備）は禁止される。ただし、公認車輌に排気バ

ルブシステムが装備されている場合は使用が許可され、バルブ開度のセッティングは自由とする。

8 　�ハンドルバー

8-1	 ハンドルバーの幅は600mm以上、850mm未満とする。

8-2	 ハンドルバーのクロスバーにはプロテクションパッドが装着されていなければならない。クロスバーの

ないハンドルバーの場合、ハンドルバークランプを広範囲にカバーするためにハンドルバー中央にプロ

テクションパッドを装着しなければならない。

8-3	 露出したハンドルバーの先端部分は、固形物質が埋め込まれるかゴムで覆われていなくてはならない。

8-4	 レバーのついたハンドルバーとタンクの間に最低30mmのクリアランスをとるためにストップ（ステア
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リングダンパー以外のもの）が設けられ、フルロック状態でライダーの指が挟まれないようにする。

8-5	 ハンドルバークランプは入念に形成され、ハンドルバーに破損部分が生じないようにされる。

8-6	 ハンドプロテクターが使用される場合、それは非粉砕素材でなければならない。

8-7	 軽合金製ハンドルバーを溶接修理することは禁止される。

9 　�コントロールレバー

9-1	 すべてのハンドルバーレバー（クラッチ、ブレーキ等）は原則として先端部が球状（この球の直径は最低

16mmとする）になっていなくてはならない。この球は平らであってもかまわないが、いかなる場合に

おいても先端部分は丸くなっていなくてはならない（平らな部分の厚みは最低14mmなくてはならない）。

この先端部は常時固定され、レバーと一体となっていなくてはならない。クローズタイプのハンドガー

ドを装備している場合でレバーの長さを調整するために先端を切断している場合であっても端部は滑ら

かに丸く処理されていなければならならない。

9-2	 各コントロールレバー（ハンドレバー、およびフットレバー）は、独立したピボットにマウントされなく

てはならない。

9-3	 ブレーキレバーがフットレストの軸をピボットとしている場合、いかなる場合においても（例えばフッ

トレストが曲がる、あるいは変形したという場合）ブレーキレバーは作動しなくてはならない。

10　�スロットルコントロール

10-1	 スロットルコントロールは、手で握っていないときには自動的に閉じるものとする。

10-2	 車両は、作動しているエンジンを停止することができる正常に作動するイグニッションカットアウトス

イッチ（キルスイッチ）が、ハンドルバーの、簡単に手の届く位置に設けられていなくてはならない。

11　�フットレスト

　フットレストは折りたたみ式で、通常の位置に自動的に戻るデバイスが装備されていなくてはならない。

12　�ブレーキ

　すべてのマシンには、最低2つの有効なブレーキが装備されていなくてはならない。ブレーキはそれぞれ独自に操作

できるもので、ホイールと同心でなくてはならない。

13　�マッドガードおよびホイールプロテクション

13-1	 マッドガードはタイヤの両側方に張り出していなくてはならない。

13-2	 マッドガードの後端は丸められていなくてはならず、この丸め方は最低半径8mm以上60mm以内でなけ

ればならない。

13-3	 キャストホイール、または溶接されたホイールが使用される場合には、頑丈なディスクでスポークを覆

う形でプロテクションが施されなくてはならない。
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14　�ストリームライニング（カウリング）

　いかなるストリームライニング（カウリング）の装着も認められない。

15　�ホイール、リム、タイヤ

15-1	 すべてのタイヤはリムに装着され、測定は路面から90°のところにあるタイヤの部分で行なわれる。

15-2	 マニュファクチュラーが供給した状態のリム、または一体型ホイール（キャスト、モウルド、リベット）

のスポークを改造すること、あるいは従来の取り外し可能なリムにおけるスポーク、バルブ、または安

全ボルト以外のものを改造することは禁止される。ただし、リムに関連してタイヤが動くことを防ぐた

めに用いられることもあるタイヤリテンションスクリュー（ビードストッパー）は例外とする。リムがこ

れらの目的で改造される場合、ボルト、スクリュー等が装着されていなくてはならない。

16　�エンデューロ用タイヤ（FIMスタンダード）

16-1	 全日本インターナショナルA・Bクラスに適用される（他クラスは、大会特別規則に則る）。

16-2	 フロントタイヤの寸法は自由とする。ただし主催者が公道走行用に適合したタイヤの使用を義務付けた

場合を除く。

16-3	 メタルスタッド、スパイク、チェーン等如何なるアンチスキッド装置の取り付けは認められない。スク

ープまたはパドル（継続するラジアルリブ）タイヤは禁止される。

16-4	 タイヤは、通常の販売店または小売店から入手できるもので、一般に入手できるタイヤマニファクチュ

ラーのカタログ、またはタイヤ仕様リストに掲載されていなくてはならない。

	 ただし、大会特別規則に定められた場合、例外が認められる。

16-5	 これらのタイヤは、荷重・スピードコードに関して“ヨーロッパタイヤ・リム技術機構（ETRTO）”の

定める条件に適合し、45M以上の使用等級のものでなければならない。

	 ただし、大会特別規則に定められた場合、例外が認められる。

16-6	 リアタイヤのトレッドパターン仕様は以下のとおりとする。トレッドの深さは、トレッド面に対して直

角に測定した状態で最大13mmを超えてはならない。同一の円周上にあるブロックは同じ深さでなくて

はならない。

	

16-7	 タイヤへの一切の追加工は禁止される。

17　�ゼッケンナンバープレート

　ゼッケンナンバープレートは以下のとおり装着が義務付けられる。

17-1	 ナンバープレートは頑丈な材質でできており、最低寸法は275mm×235mmとする。

17-2	 プレートは、50mm以上湾曲していてはならず、カバーされたり曲げられたりしてはならない。

17-3	 フロントに取り付けられる1枚のプレートは垂直より30°以上傾斜されていてはならない。その他のプレ

ートは各サイドに垂直に取り付けられる。明確に視認でき、車両の一部や乗車状態のライダーの身体の

一部がナンバーを隠してしまわないように取り付けなければならない。

17-4	 ゼッケンナンバーは明確に読める字体でなければならず、太陽光線の反射を避ける為に、地色同様につ
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や消しで書かれていなければならない。

	 一般に、以下に記す最低寸法が推奨される。

―数字の高さ：140mm

―数字の幅：80mm

―数字の太さ：25mm

―数字と数字の間隔：15mm

17-5	 英国式数字が適用される。“1”は1本の垂直線で表し、“7”は垂直線なしの単純な傾斜線とする。

17-6	 サイドゼッケンナンバープレートは、リアホイールスピンドルを通る水平線より上で、プレートの最前

端部はフットレストの後ろ側200mmの垂直線上より後方になければならない。

17-7	 ゼッケンカラー

インターナショナルAクラス（IA）：赤地に白文字

インターナショナルBクラス（IB）：紺地に白文字

ナショナルAクラス（NA）：黄地に黒文字

ナショナルBクラス（NB）：白地に黒文字

全日本ウィメンズクラス（W）：紫地に白文字（左上に“W”を記載）

17-8	 �ゼッケンの数字が識別しにくい為、当該競技会の競技役員より修正が指示された場合、当該選手はこれ

に従わなければならない。

17-9	 �ゼッケンの書体

	 �ゼッケンの書体は、以下を参考とし、遠くからでも読みやすい書体でなければならない。

※デジタル文字の使用は、禁止する。

	

〈書体参考例〉

	

	

17-10	 �ゼッケンについて疑義が生じた場合、車検長の判断が最終のものとされる。

18　�保安部品

　車両およびその装備は一般公道における法的条件ならびにその他特別規則に記載されている事項に準拠していなけれ

ばならない。電気ジェネレーターは、競技会中に継続的かつ正常な電圧供給のために作動するものでなければならない。

一般公道を使用しない競技の場合の装備は大会特別規則に明示される。
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19　�燃料

　すべての車両は、無鉛ガソリンを使用しなくてはならない。

20　�空気

　酸化剤として燃料に混合できるのは外気のみである。

21　�車検

21-1	 ライダーは、大会特別規則にて定められた車検時間内にマシンを車検に提出しなくてはならない。

21-2	 車検長は、競技監督・審査委員長に車検の結果を報告する。その後、車検長は、車検に合格したマシン

のリストを作成し、このリストを競技監督に提出する。

21-3	 車検長は、イベントのいかなるときにおいても、競技参加車両を検査する権限を有する。

21-4	 車検は、以下の手順に従って行なわれる。

21-4-1	 ライダーは、MFJ規則に適合した清潔な車両を提出しなくてはならず、また漏れなく必要事項が記載さ

れた車両仕様書を提出しなければならない。ライダー1名に対し1台の車両を使用することができる。

21-4-2	 最初に音量測定が実施され、検査に合格したエキゾーストサイレンサーにペイントで印がつけられる。

測定された数値がテクニカルカードに記入される。

21-4-3	 事前車検における音量測定は指定された時間内であれば、何度でも受けることができる。

21-4-4	 MFJ規則に適合しているか、安全上問題ないかを確かめるために車両全体的に検査が実施される。車検

に合格した車両には、ペイント（またはステッカー）で印がつけられる。

21-4-5	 検査終了後、ライダーは車両をパルクフェルメに保管させる。

21-4-6	 車両検査完了後、車検長は競技監督に対し受理されたライダーおよび車両名称、音量数値を明記したリ

ストを提出する。

21-4-7	 大会期間中、到着エリアと出発エリアにおいて、車検員は車両の補修および変更について、外部からの

援助が行なわれていないか、不正がないか等を管理する。

21-4-8	 ライダーのタイムチェック時において、車検長は車両修理およびその他技術的補助について管理する。

競技中コース上で車両の変更が行なわれていないか確認するために車両のマーキングの有無も厳重に管

理する。

21-4-9	 各日の到着時において、車検員はすべてのパーツおよび車両の状態について確認しなければならない。

ライダーにはサイレンサーに関してのみ補修または交換するための追加時間（30分）が与えられる。

	 分解検査対象とされた車両を除き、参加者は、マシンプール解除から20分以内に車両を引き取らなけれ

ばならない。

	 パルクフェルメを管理する競技役員は、マシンプール解除から20分を過ぎてもなお残されている（まだ

取りに来ない）車両に対し一切責任を負わない。

21-4-10	 競技会最後の到着時、すべてのマーキングパーツが管理された後、車両は抗議が提出されるかまたは分

解検査が必要とされた場合に備え、パルクフェルメに30分間保管される。

21-4-11	 もし、車両またはその一部が完全に分解されなければならない場合、車両またはそのパーツは密閉された、

分解検査に必要な器具の整っている場所に運ばれ、大会審査委員会に任命された車検員立会いのもとで

行なわれる。

22　�危険車両の排除

　プラクティスまたは競技中に、車検員が出場選手の車両に欠陥を発見し、それが他のライダーに危険をもたらす可能

性があると判断された場合、当該車検員はただちにそのことを競技監督に報告し、当該ライダーは競技から除外される。
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23　�音量規制

23-1	 一般公道を含む競技会の場合、道路交通法規に準拠したリミットが設けられる。

23-2	 音量測定が行なわれる場合は、「2mMAX方式」とする。

23-2-1	 2mMAX方式について

	 2mMAX法は、フル加速状態の車両から発せられる音響パワーレベル（LwA）と高い相関があり、停止

状態で急速に最大回転数まで運転したときの最大音圧レベルを測定するものである。

23-2-2	 音量計の準備

	 マイクロフォンにウィンドスクリーンを取り付ける。

23-2-2-1	 A特性（周波数補正回路A）に設定する。

23-2-2-2	 時間重み特性（時定数）をFASTに設定する。

23-2-2-3	 騒音計の測定レンジの最大値を130dB/Aとする。

23-2-2-4	 騒音レベルの最大値L-MAXを表示できるモードに設定。

23-2-3	 騒音計および車両のセットアップ

23-2-3-1	 マイクロフォンは、三脚により水平に固定する

23-2-3-2	 マイクロフォンは、車両の後輪中心からエキゾースト側の斜め45度後方2m、かつ高さは地上から1.35m

のところに設置する。

	

測定例

	

23-2-3-3	 サイレンサーが1本を超えるエンジンの音量計測は、いずれか一方のエギゾーストパイプの先端で測定

される（必要に応じて両方の先端で測定する）。

23-2-3-4	 やわらかな土の上で計測することが推奨される。

	 （例えば、草の上、細かな砂利の上等）
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23-2-3-5	 止むを得ず、アスファルト等固い路面上で測定する場合は、その会場における許容誤差が考慮される。

23-2-3-6	 計測中の車両の周囲5mの音量は90dB/A以下であること。

23-2-3-7	 車両から10m以内に音を反射する障害物があってはならない。

23-2-4	 測定方法

23-2-4-1	 計測は、スタンドを使用せず、原則ニュートラルでエンジンが温まった状態で行なう。

23-2-4-2	 ニュートラルでの計測が実走行での最大回転数と異なる場合は、実走行と同様になるギアポジションで

測定する場合もある。

23-2-4-3	 車検員はサイレンサーの先端とマイクロフォンの間に立ってはならない。

23-2-4-4	 測定員は耳栓を使用すること（ヘッドセットまたは、耳栓）。

23-2-4-5	 測定は当該大会の車検担当競技役員が行なう。測定中、競技役員の行為によって発生した故障、損害に

対して競技役員はいっさいの責任を負わない（第3章 競技会　31 損害に対する責任　31-3参照）。
23-2-4-6	 エンジンの最大回転数を意図的に下げるという不正をしてはならない。

例：CDI / ECUプログラム切換えスイッチの使用等

※測定時、エンジン回転数が明らかに低い場合、回転計でエンジン最大回転数を測定する場合がある。

※音量測定は走行時と同一のモードで計測されなければならない。

※スイッチ等でモード切替えが可能な車両は、車検長から指示があった場合は、すべてのモードで測定

を受けなければならず、すべてのモードで音量規制値に合致してなくてはならない。

23-2-4-7	 アイドリング状態からスロットルを0.2秒～0.5秒の間に全開にし、Revリミット状態を1～2秒保持して

すぐに手を離す。

23-2-4-8	 スロットル急開でスムーズに回転が上昇しない場合には、回転をアイドルからやや上げてから急開する。

23-2-5	 判定方法

23-2-5-1	 測定は、1車両1モードに対し3回までとし、測定値が1回でも規制値をクリアできれば合格とする（1回

目でクリアされた場合は1回の測定のみ）。

23-2-5-2	 アフターバーンが発生しても測定回数3回までの中でカウントする。

23-2-5-3	 3回とも規制値をクリアできなかった場合は、大会審査委員会において罰則が科せられる。

23-2-6	 音量規制値

	 すべての公認競技会で開催されるクラスの音量規制値は最大で114dB/A以下とする（2mMAX方式）。

	 測定値の小数点以下切捨ては行なわない。

	 レース後の最終検査においては、＋1dB/Aの許容誤差が認められる。

	 音量測定時の外気温による許容誤差は考慮されない。

24　�本規則の施行

　本規則は、2024年1月1日より施行する。
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0 　�序文

　MFJスーパーモト公認競技会は、国際モーターサイクリズム連盟（FIM）のスポーツコードに基づき、一般財団法人

日本モーターサイクルスポーツ協会（MFJ）の公認のもとに、「国内競技規則」ならびに大会公式通知によって運営され

る。

1 　�適用の範囲

　以下に記す規則は、世界選手権を除く国内の公認スーパーモト競技会に適用される。

2 　�スーパーモト

　舗装路と一部の未舗装路で構成され、完全にクローズされたコースで行われるレースであり、国内競技規則およびこ

の付則により管理・運営される。

　未舗装路の代替として、舗装路面に凹凸、急勾配、走路方向が急変するような障害物を配置および設置できる。

3 　�レース中の公式シグナル（合図）

3-1	 �ライダーは掲示される公式シグナルを確認し、そのシグナルに従わなければならない。

3-2	 �公式シグナル（合図）は、約750mm×600mm寸法の旗を使用し、次のように提示される。

シグナル 意　味
日章旗またレッドライト消灯 レーススタート

赤旗 競技中断。すべてのライダーは低速で最大限の慎重さと注意をもっ
てピットレーンに戻る。

黒旗＋黒地に白文字でゼッケンを記した
ボード サインボードで示された番号の競技車両は速やかにピットインする。

黄旗（振動）
速度を大幅に減速、停止準備、追い越し禁止、大幅に減速してジャ
ンプを通過
※黄旗振動～転倒事故区間を過ぎるまでの区間を適用範囲とする

赤ストライプ付き黄旗 オイル・水またはその他この付近のコース上にすべりやすい地点あ
り。

緑旗 レーススタート時におけるコースクリアを示す為に使用される場合
がある。

チェッカー旗（白黒） レースまたはプラクティスセッション（公式予選等）の終了を示す。

青旗とチェッカー旗

ファイナルラップにフィニッシュライン手前でトップライダー直前
に他のライダーが走行している場合、トップライダーはレース終了
を伝え、トップライダー直前を走るライダーはもう1周することを
伝える。コントロールライン付近で青旗とチェッカー旗が同時に振
動提示される。

ジャンプスタートボード
「JUMP START +15 SECONDS」 の文
字の下に車両ナンバーを付したボード

当該ライダーはジャンプスタートのため競技結果に15秒加算される。

青旗（振動） 後方よりペースの速い車両が接近し、追い越される状態にある。

2024
MFJ国内競技規則

MOTORCYCLESPORTS RULES

付則25　スーパーモト競技規則付則25　スーパーモト競技規則
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4 　�出場車両

　車両（MFJ公認車両含む）は、第3章 競技会　17 出場車両の条件を満たし、安全上完全に整備されており、メイン
フレームには車両認識番号、クランクケースにはエンジン認識番号が刻印または刻印されたプレートの貼付等による表

示がされていなければならない。認識番号の刻印がない、または新しいメインフレームおよびクランクケースを使用す

る場合は刻印されたプレートを新たに貼付すること。

　改造されて型式（モデル）が判別できないような車両または車両検査にて不合格となった車両は競技会への出場が認

められない。

5 　�MFJ公認車両

●全日本選手権

　アンリミテッド車両を除き、MFJ公認車両　スポーツ専用市販車（モトクロッサーまたはスーパーモト）または、一

般市販車（オフロードタイプ）に登録されている車両に限定される。

　ただし、MFJスーパーモト委員会の承認により例外車両が認められる場合もある。

●S1チャレンジ（地方選手権）

　MFJ公認車両の有無を問わない。ただし、付則26 スーパーモト技術規則に合致していること。

6 　�ライダーの装備

●ヘルメットおよび装備は、レース期間を通じて車検で合検したものを使用しなくてはならない。

　また、車検以前の練習においても、公認された適切なものを使用すること。

　車検には複数の装備を持ち込み、確認を得ることができる。

●ヘルメットおよび装備品には、ウェアラブルカメラ等の装着が禁止される。

6-1	 �ヘルメット

6-1-1	 �ヘルメットはMFJがモトクロス用もしくはロードレース用として公認したものでなければならない。

6-1-2	 �MFJ公認ヘルメットには、MFJ公認マークが貼付される。

	 ※MFJ公認マーク〈2022規格〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※�2022規格以前の公認マークおよび使用期限については、

巻末ページを確認ください。

公認 

公認 

公認 

推奨  �ヘルメットは、使用頻度や保存状態で経年変化に差があるが、使用開始後10年を経過した製品は

使用しないことを推奨する。

6-1-3	 �競技会の車両検査時にヘルメットの検査が行なわれ、検査に合格しなかったヘルメットは、MFJの公認

したヘルメットであっても当該ライダーの安全上、その使用を禁止される。

●使用が認められない例

1）帽体本体の樹脂部分に至る損傷（ひび割れ）がある場合。

2）帽体本体の樹脂部分を削るようなスライド痕がある場合。

3）帽体内部の発泡スチロールの緩衝材に損傷（ひび割れ・窪み）がある場合。

4）顎紐取り付け部、Dリング取り付け部、紐自体の劣化等ヘルメットの固定に支障がある場合。

5）シールド固定部の損傷、シールド自体にひび割れがある場合。

6-2	 �ゴーグル

	 �ガラスを用いたゴーグルの使用は一切禁止される。枠は柔軟な素材を使用したもので転倒による衝撃を

受けた場合でも危険でないものでなくてはならない。
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6-3	 �ライダーの服装

6-3-1	 �レーシングスーツ

6-3-1-1	 �レーシングスーツはMFJがロードレース用もしくはスーパーモト用として公認したものでなければなら

ない。

6-3-1-2	 �MFJが公認したレーシングスーツには、MFJ公認マークが貼付されている。

	 ※MFJレーシングスーツ公認マーク〈2022規格〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※�2022規格以前の公認マークおよび使用期限については、	

巻末ページを確認ください。

6-3-1-3	 �レーシングスーツ左胸前部内側または胸部前部下前立てに氏名をカタカナおよび血液型をアルファベッ

トで明記しなければならない。

6-3-1-4	 �競技会の車両検査時にレーシングスーツの検査が行なわれ、合格しなかった場合は、ライダー本人の安

全上、使用を禁止する。

●使用を認められない例

1）レーシングスーツの表面が摩耗により穴が内部まで貫通している。また明らかに厚みを失い貫通が懸

念される場合。

2）レーシングスーツ表面が裂けて内部まで貫通している。

ここで言う「レーシングスーツ表面」にはベース皮革に上乗せしたデザイン上の皮革部分は除く。

3）縫製部分がほつれて、内部まで貫通している。

4）ファスナーが機能していない。

5）プロテクター（背部、肩、肘、膝）が破損している。

6-3-1-5	 �レーシングスーツには肩、肘、腰、膝部にプロテクター（パッド）等の緩衝材が取り付けられていなけれ

ばならない。競技会使用時には公認時のプロテクター（パッド）類が装備されていること。

6-3-2	 �ブーツ

6-3-2-1	 �皮革もしくは皮革と同等の素材または硬質の樹脂等で形成されたものでなければならない。

6-3-2-2	 �最低70mmにわたりレーシングスーツの膝下と重なり合う長さがなければならない。

6-3-2-3	 �脱落を防止するためのクロージャーシステム（ファスナー、バックル等）を備えていなければならない（伸

縮性素材単体での脱落防止は不可）。

6-3-3	 �グローブ

6-3-3-1	 �皮革もしくは皮革と同等の素材のものでなければならない。

6-3-3-2	 �最低50mmにわたりレーシングスーツの袖口と重なり合う長さがなければならない。

6-3-3-3	 �手にしっかりと留めることができなければならない（伸縮性素材単体は不可）。

6-3-3-4	 �グローブの外側に適切なこぶし（指関節部）プロテクションが施されていなければならない。

6-3-4	 �プロテクター

6-3-4-1	 �胸部を保護するプロテクション（チェストガード）と脊髄プロテクション（バックプロテクター）の装

備が強く推奨される。チェストガードはレーシングスーツと一体式または別体式どちらのタイプを使用

しても良い。

	 �チェストガードは、モーターサイクル用で衝撃緩衝効果のある素材であることが望ましい。

6-3-5	 �ライディングウェア

	 �レーシングスーツの上に皮革製以外のウェアを着用することは認められるが、体にフィットしており、

容易にマシン等に巻き込まれる可能性のないものでなければならない。

	 �（ライディングウェアの形状についての使用可否は、各競技会での車検にて最終判断を行なう）

6-4	 �マウスガード（マウスピース）

	 �口の怪我防止のため、カスタムメイドのマウスガードの装着が奨励される。

	 �マウスガードの色は、口の中の出血が見分けやすいように赤色以外の明るい色が望ましい。
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	 �常時噛み合わせをしていないと固定されないタイプのものは、誤飲防止のため使用を禁止する。

7 　�参加資格・クラス名称・車両区分

7-1	 �参加資格

	 �ライダーは、第3章 競技会　13 競技参加者に合致していなければならない。

競技会名 参加資格 開催クラス

全日本スーパーモト選手権 スーパーモトA級
S1 PRO

S1 OPEN・S2

S1チャレンジ（地方選手権） スーパーモトB級
スーパーモトA級（ポイント対象外） S1 OPEN・S2・S3

7-1-1	 �全日本スーパーモト選手権 S1 PROクラス参加資格（登録）について

	 �全日本スーパーモト選手権 S1 PROクラスはスーパーモトの国内最高峰クラスに位置づけられ、このク

ラスは、登録された選手のみで開催される。

	 �登録選手は、当該年度の全日本の他クラスに出場することはできない。

7-1-1-1	 �S1 PROクラス登録資格の優先順位

	 �前年度のランキングをもとに登録の優先順位を定め、最大27名の登録制とする。定員27名になり次第、

締め切られる。

	 �登録申請は、MFJ事務局に申請しなければならない（申請期間は別途告知される）。

	 �〈優先順位〉

①前年度全日本スーパーモト S1 PROクラス：ランキング上位15名（残留）

②前年度全日本スーパーモト S1 OPENクラス：ランキング1位～3位（自動昇格）

③前年度全日本スーパーモト S2クラス：ランキング1位～3位（選択制）

④前年度全日本スーパーモトS1PROクラス：ランキング16位以下の選手（選択制）

※最大登録人数を超えた場合はランキング上位の選手を優先とする。

⑤MFJスーパーモト委員会推薦者

7-1-1-2	 �S1 PROクラスワイルドカード

	 �大会ごとにエントリー時点で当該大会の最大グリッド数を上限として、ワイルドカードが認められる。

ただし、当該年度全日本スーパーモト選手権において他のクラスに出場した選手がエントリーすること

はできない。

	 �エントリーした選手の最終的な出場可否は、大会主催者により決定される。

7-2	 �クラス名称・車両区分

競技クラス 車両区分名称
排　気　量

4ストローク 2ストローク

S1 OPEN
アンリミテッド 市販車状態で460㏄以上の車両 460㏄以上

S1 290㏄～450㏄ 175㏄～250㏄

S1 PRO（M-1） S1 290㏄～450㏄ 175㏄～250㏄

S2（M-2） S2 175㏄～250㏄ 100㏄～125㏄

S3（M-3） S3
一般市販車 231㏄～250㏄

レーサー（MX・ED） 85㏄～150㏄ 51㏄～85㏄

S4 S4 一般市販車
（国産・外国車）

51㏄～125㏄

S4ストック S4ストック 50㏄以下 50㏄以下

・S1 PRO クラスの参加車両は、「S1車両」に限定される。

・S1 OPEN クラスは「アンリミテッドおよびS1車両」が参加できる。

・一般市販車の定義
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生産メーカー出荷時に、一般公道用として販売した車両に限る。また生産メーカー出荷後に生産メー

カー以外が一般走行可能な改良、エンジン排気量を変更した車両はレーサーと見なされる。

・M-1・2・3およびS4・S4ストック・MEとは、承認競技会のクラス区分をいう。

8 　�ホイールリムサイズとタイヤ

8-1	 �以下に制限される。

車　両　区　分 ホイールサイズ タ　イ　ヤ

アンリミテッド

16インチ以上17インチ以内 規定せず　スリック・ウェットなどS1

S2

S3 14インチ以上19インチ以内
一般市販タイヤ（溝付き）・ウェット

S4・S4ストック 14インチ以下

8-2	 �タイヤについては、モトクロス、エンデューロまたはトライアルタイヤは禁止される。

8-3	 �S1 PRO・S1 OPEN・S2クラスの使用タイヤについては、追加のトレッドグルーブ、カット等がフロン

トおよびリアタイヤに認められる。

8-4	 �S3およびM3、S4およびS4ストック・MEクラスは、一般市販タイヤ（溝付き）とする。レーシングタ

イヤ（スリック）の使用は禁止される。ただし、ウェットタイヤの使用は認められる。

9 　�出場申込み

9-1	 �出場申込み場所および期間は、大会特別規則に定めるものとする。

9-2	 �出場申込み手続き

9-2-1	 �各部門とも所定の申込書に必要事項をすべて記入し、出場料を添えてエントリー期間内に大会事務局に

提出しなければならない。

9-2-2	 �郵送の場合は現金書留を使用し、締切日当日の消印のあるものまでが有効となる。

9-2-3	 �締切日以降の申込みおよび電話・FAX等の申込みは一切受付けない。

9-3	 �ピットクルーの登録

	 �ピットクルーの登録は1選手に対し4名以内とする。

9-3-1	 �出場申込み後にピットクルーの追加は一切できない。ただし大会当日の受付時に、他のピットクルーラ

イセンス所持者と変更することはできる。

	 �ピットクルーの変更手数料は1名につき1,000円とする。

9-3-2	 �複数のライダーにピットクルーを重複登録することは認められるが、パスの支給はピットクルー1名に

対し1枚のみとする。

9-3-3	 �参加ライダー本人を自分のピットクルーとして登録することはできない（ただし作業をすることはでき

る）。

9-3-4	 �ピットクルーパスおよびピットクルーライセンスの装着義務

	 �ピット作業を行うクルーは、各自が用意するパスケースにピットクルーパスおよびピットクルーライセ

ンスを収納し、判別しやすい箇所に装着しなければならない。主催者が装着方法を指定する場合は、そ

れに従わなければならない。

10　�参加受理

10-1	 �必要事項を記入した出場申込書および所定の金額を決められた期間内に大会事務局が受理したもののみ、

参加受理書が発送される。

10-2	 �大会が中止された場合、また参加者が何らかの理由によって拒否された場合のみ（申込者が必要な手続
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きを怠った場合はこれに当てはまらない）出場料が返却される。

10-3	 �いったん受理された出場料は、上記10-2および第3章 競技会　30 競技会の延期および中止等の場合を
除き、いかなる理由があっても返却されない。公式予選を通過しなかった場合も同様とする。

11　�公式通知・タイムスケジュール

　公式通知およびタイムスケジュールの詳細は、申込み締切後に通知される。

12　�参加定員

　定員は定める場合がある。

13　�ゼッケンナンバー

13-1	 �ゼッケンナンバーは、車両検査までに規定の書体および色で記入しなければならない。

13-2	 �ゼッケンナンバーの状態は、車両検査時に車検員によって確認され、判読しにくいと判断された場合に

は修正が要求される。

	 �ゼッケンの修正を要求された場合、速やかに修正を行い、再度車両検査を受けなければならない。

13-3	 �予選およびレース中、ゼッケンが読みにくい場合や、間違ったゼッケンナンバーを装着して走行した場

合は、その周回数は記録されない。

14　�出場受付

14-1	 �出場受付の時間および場所は、公式通知によって示される。

14-2	 �定められた時間内に、必ずライダー本人または当該ライダーのメカニックがMFJライセンス、参加受理

書を提示して出場資格の確認を受けなければならない。

14-3	 �当該年度有効なMFJライセンスを提示できない者は、出場が認められない。

15　�車両検査

15-1	 �車両検査は、公式通知に示されるタイムスケジュールに従って、パドック内の車両検査区域において行

なわれる。

15-2	 �車両検査のための車両は、ライダー本人または当該ライダーのメカニックが出場受付終了後、車両仕様

書とともに持参し、必ずタイムスケジュールに示された時間内に検査を受けなければならない。また、

車両に打刻されたナンバー（エンジン部・フレーム部）が失われている車両については、販売証明書の添

付または交換前の刻印のあるフレームまたはクランクケースを車両検査場に提示すること。認識番号の

ない車両およびエンジンについては、各競技施設で車両およびエンジン認識マーク（打刻またはペイント）

を付加する事も認められ、以降の競技会の車両仕様書の認識番号として使用できる。

	 �規定時間以外の車両検査は、競技監督が不可抗力な事情によるものとして特別に認めた場合以外は行な

わない。

15-3	 �車両検査に持ち込み可能台数は各クラスライダー1名につき1台とする。

15-4	 �車両検査において、規則違反または安全上出場が不適当と判定された車両は、公式予選を含む一切の走

行を拒否される。

15-5	 �主催者は、大会期間中、必要に応じて随時車両の検査を行うことができる。その際、規則に準拠してい

ない車両がある場合、当該車両の使用は認められない。
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16　�ライダーの変更

　ライダーの変更は認められない。

17　�車両の変更

17-1	 �登録された車両の変更は原則として認められない。

17-2	 �変更する必要が生じた場合は、所定の書式に従って変更申請を行い、競技監督が認めた場合に限り車両（車

両ごと、フレームまたはエンジン単体含む）の変更が認められる。

17-3	 �フレームおよびクランクケース（エンジンアッセンブリー含む）の変更は、車両の変更と見なされ、車

両変更手続きをしなけらばならない。

17-4	 �識別のないフレームおよびクランクケース（エンジン）に変更する場合は、販売証明書の添付または交

換前の刻印のあるフレームまたはクランクケースを車両検査場に提示すること。認識番号のない車両お

よびエンジンについては、各競技施設で車両およびエンジン認識マーク（打刻またはペイント）を付加

することも認められ、以降の競技会の車両仕様書の認識番号として使用できる。いずれかの提示ができ

ない場合は、原則として競技会への出場は認めない。

17-5	 �エントリー車両と、車検を受ける車両の変更

	 �参加受理書発送後エントリー用紙記入車両に変更がある場合、選手受付時に車両変更手続きをしなけれ

ばならない。

17-6	 �車検終了後の変更は、予選暫定結果（レース形式の予選がある場合はそれを含む）発表後20分以内まで

とし、それ以降の変更は認められない。なお、予選終了後に車両変更申請（車両ごと、フレームまたは

エンジン単体を含む）を行なった場合は決勝レースはピットスタートとする。

17-7	 �車検終了後の車両変更

	 �車両変更を希望する選手は、大会事務局にて車両変更申請を行い、申請が受理された場合は、必ず車両

検査を受け最終的な出場許可を得なければならない。車両変更手数料は5,000円とする。

17-8	 �車両変更は同部門、同クラス間の変更のみ許可される。

18　�部品の変更

　フレーム、クランクケース、サイレンサーの変更は原則として認められない。ただし、交換のためにあらかじめ検査

を受けたサイレンサーは除く。フレームの変更、クランクケース（エンジンアッセンブリー含む）の変更は、車両の変

更と見なされる。

19　�ブリーフィング

　主催者がブリーフィング（競技に関する要領説明）を行なう場合はライダー本人が必ず出席しなければならない。欠

席した場合、罰則が科せられる。

20　�レースフォーマット

　各クラスの公式練習・予選方式と決勝レースの周回数は、公式通知によって定められる。

20-1	 �公式練習への参加は自由とする。

20-2	 �全日本スーパーモト選手権のレースフォーマット

	 �全日本スーパーモト選手権（S1 PRO・S1 OPEN・S2）のレースフォーマットは、タイム計測方式の計

時予選と決勝2レース制で行なわれる。予選時間および決勝周回数は、主催者によって定められ、公式

通知で発表される（決勝の2レースは、各レースのレース時間（周回数）が異なる場合もある）。

20-3	 �決勝2レースのスターティンググリッド
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	 �決勝2レースの場合

・レース1のスターティンググリッドは予選結果順とする。

・レース2のスターティンググリッドは決勝レース1の結果順とする。

21　�公式予選

21-1	 �全日本スーパーモト選手権における予選組分け方法

	 �予選が複数組に別れる場合、組分けの方法は、以下のとおりとする。

21-1-1	 �第2戦までは、前年度の当該クラスのランキング順に振り分ける。

21-1-2	 �第3戦以降、エントリー締切り時点の当該年度ランキング順とする。

21-1-3	 �前年度ランキングに載っていない場合やクラス変更を行なったライダーの場合は、指定されたゼッケン

の若い順に振り分けられる。

	 �予選組分け対象者は、当該大会にエントリーしている者とする。

21-2	 �公式予選

21-2-1	 �公式予選は、原則として各クラス別に行なわれる。

21-2-2	 �公式予選は、タイム計測方式とレース方式およびレース方式の併用方式がある。

	 �予選方式・スケジュールは、主催者によって定められ、公式通知で発表される。

21-3	 �公式予選の内容

21-3-1	 �レースに出場するすべてのライダーは、公式予選に参加し、最終的に出場資格を取得しなければならない。

21-3-2	 �公式予選においては、競技役員による車両の安全チェックがなされた後にスタートする。公式予選が何

らかの理由により中断された場合、残り時間分の予選を再開するが、必要に応じて大会審査委員会が再

予選時間の短縮や打ち切り、延長を決定することができる。

21-4	 �タイム計測方式

21-4-1	 �公式予選では、ラップタイムが測定される。

21-4-2	 �公式予選において測定される各ライダーのベストラップタイムにより、大会特別規則に示されたレース

出場台数を限度としてスタート位置が定められる。ベストラップタイムが同じ場合は、セカンドラップ

タイムによる。

21-4-3	 �各クラスの公式予選義務周回数が設定される場合は、特別規則に示される。なお、最初の1ラップ目は

計測されないが、周回数には算定される。

21-4-4	 �2種目以上に出場するライダーは、出場全種目の公式予選に出場しなければならない。

21-4-5	 �複数組で行なわれる予選の順位決定方法

21-4-6	 �予選結果を総合タイム順によって決定する場合と予選組ごとの順位により決定する場合がある。

21-4-7	 �天候の変化等により路面状況に大きな差異が認められると競技監督が判断した場合には予選組ごとの順

位によって決定する。この決定に対する抗議は一切受けつけない。

21-4-8	 �各予選組ごとのタイム順で決定した場合のグリッドは、各予選組のトップのタイムを比較しその順番で

振り分けることとする。

21-4-9	 �最終的なスターティンググリッドは大会審査委員会の決定による。

	 �この決定に対する抗議は認められない。

21-4-10	 �予選通過者で出場不可能となった者は、すみやかにその旨を届け出なければならない。

21-5	 �レース方式

21-5-1	 �ヒートレース／セミファイナルレースなどに分けられる。

	 �レースフォーマット、予選組数、決勝進出者人数および周回数については、公式通知等に示される。

21-5-2	 �ヒートレースの組み分けおよびグリッドについては、公式通知に示される。

	 �セミファイナルや決勝への出走組み合わせを決定する場合、各予選組の順位を交互に選出される。

21-6	 �ウエイティング（繰り上げ出場）

	 �決勝レースに出場不可能となった者がいた場合、その者に代わり予選結果次点の者で嘆願書を提出した
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ライダーの決勝レース参加を特別に認めること。

21-6-1	 �ウエイティングの資格については、公式通知でウエイティング者の選出方法・人数および申請方法が発

表される。

21-6-2	 �予選結果発表後主催者が規定する時間内にウエイティングの願い書を提出する。

21-6-3	 �主催者が規定する時間内にリタイヤするライダーがいない場合、出走は認められない。

22　�決勝レースの出場台数

　決勝レース出場台数は、各大会の特別規則に示される。

23　�スタート方法

23-1	 �スタート位置は、すべてのライダーが正規のスタートラインからスタートするものとし、各ライダーに

与えられたスタート位置による距離的、時間的なハンディキャップは一切考慮されない。

	 �スタート位置が未舗装路の場合は、モトクロス式の横一線のスタート方式を採用する場合もある。

23-2	 �スタート手順は原則として以下とするが、詳細は各大会の特別規則または、公式通知によって示された

場合には、それに従わなければならない。

23-2-1	 �主催者の定める時間にスタート前チェックを受け、チェック後マシンとともにウエイティングエリアに

待機。

23-2-2	 �主催者の定める方法にてグリッドポジションにつく。

	 �スターティンググリッドには、当該クラス出場ライダーに登録されているピットクルーとそのライダー

のためにパラソルを持って立つ者1名、プレス、および必要なオフィシャルの立ち入りが許可される。

23-2-3	 �グリッドポジションについてからウォームアップスタート3分前まで、グリッド上またはピットで認め

られる行為

・タイヤウォーマーの使用（ただし、余熱のみ）

・通常の整備（大幅な修理はピットに移動しなければならない）

・タイヤ交換

	 �グリッド上で禁止される行為

・給油

23-2-4	 �ウォームアップラップ開始3分前ボード

	 �すべての調整は『3分前』のボードが出るまでに完了しなければならない。

	 �この時点で、グリッド上のマシンのタイヤウォーマーは速やかに取り外さなくてはならない。
	 �また、エンジンの始動を手伝うため、ライダー1名につき2名のメカニックとそのライダーのためにパラ

ソルを持って立つ1名、および必要なオフィシャル以外の人間は全員グリッドから退去しなければなら

ない。さらに調整を行うことを希望するライダーはマシンをピットレーンまで押して行き、そこで調整

を行なうことができる。この場合当該ライダーはピットレーンからウォームアップラップを開始する。

23-2-5	 �ウォームアップラップ開始1分前ボード（エンジンスタート）

	 �この時点でライダー1名につき、エンジン始動を手伝う2名のメカニック以外の全員がグリッドから退去

する。このメカニックはライダーが押しがけするのを助けその後速やかにグリッドから退去する（車検

で許可された外部スターターの使用が認められる）。

23-2-6	 �ウォームアップラップ開始30秒前ボード

	 �全ライダーはエンジンが始動している状態でグリッドの所定の位置に着かなくてはならない。これ以降

メカニックの援助は禁止される。マシンをスタートできないライダーはマシンをピットレーンに移動し、

そこでさらにマシンが始動するよう試みることができる。このようなライダーはピットレーンからウォ

ームアップを開始することができる。

23-2-7	 �ウォームアップラップ開始
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23-2-7-1	 �役員の指示に従ってスタートし、1周走行後、グリッドに戻る。

23-2-7-2	 �通常にスタートした集団が通過した後、ピットレーンで待機していたライダーはウォームアップラップ

に加わることが許可される。

23-2-7-3	 �グリッドに戻ってきたライダーはエンジンを始動したまま、フロントホイールをグリッドポジションを

示すラインに合わせ、所定の位置につかなければならない。この際、スタートアシスト（スタートデバ

イス補助）のためにメカニックのグリッドへの立ち入りは認められない。

23-2-7-4	 �グリッド最前列の前には赤旗を持ったオフィシャルが立つ。

	 �スターティンググリッド後方のオフィシャルがグリーンフラッグを提示し、ライダー全員がグリッドに

ついたことを表す。

23-2-7-5	 �グリッド後方のオフィシャルがグリーンフラッグを掲げた後に、ウォームアップラップから戻るライダ

ーは、遅着と判断される。

23-2-7-6	 �グリッドの遅着ライダーは、スターティンググリッドの位置を失い、ピットインし、ピットスタートと

なる。

	 �ピットインしなかった場合は、審査委員会の同意を得た上で、競技監督の判断により競技結果に15秒加
算のペナルティーが科される。このペナルティー判定に対する抗議は一切認められない。

	 �ピットスタートの場合、グリッドからスタートしたライダーの集団がピットレーン出口を通過したらオ

フィシャルはピットレーンに待機するライダーをスタートさせる。

23-2-7-7	 �ウォームアップラップ途中でトラブルに見舞われたライダーは、ピットレーンに戻って修理できる。

23-2-7-8	 �グリッドでエンジンをストールさせたライダーまたはその他のトラブルに見舞われたライダーは、モー

ターサイクルにまたがったままの状態で腕を上げる。その方法によって意図的にレースのスタートを遅

らせることは許されない。

23-2-7-9	 �グリッドの各列が整列したら、グリッド後方に待機するオフィシャルがグリーンフラッグを振る。

23-2-7-10	 �その後スターターはグリッド前方で赤旗を掲示するオフィシャルにコースサイドに歩くよう指示を出す。

23-3	 �スタート

23-3-1	 �レッドライトが2～5秒間点灯され、そのレッドライトが消灯された時点でスタートとなる。

23-3-2	 �レッドライトが消灯された後で、マシンがストールした場合、オフィシャルはエンジンがかかるまでそ

のマシンをコースに沿って押すことを補助する。それでも始動しない場合、オフィシャルの指示に従っ

てマシンをピットレーンに押して行かなければならない。

23-3-3	 �ピットレーンでは当該ライダーのメカニックがエンジンを始動させるために援助することが許可される。

23-3-4	 �グリッドからスタートしたライダーの集団がピットレーン出口を通過したらオフィシャルはピットレー

ンに待機するライダーをスタートさせる。

23-4	 �旗によるスタート手順

	 �23-2-7-9の手順までは、同様の手順が用いられる。

23-4-1	 �その後スターターはグリッド前方で赤旗を掲示するオフィシャルにコースサイドに歩くよう指示を出す。

23-4-2	 �オフィシャルは赤旗を降ろし、スタート旗（国旗）を提示し、10秒以内にスタート旗が振られた時点で

レースのスタートとなる。

23-5	 �スタートディレイド

	 �スタート時の安全性を脅かすようなトラブルがグリッド上で発生した場合、スタートを受け持つオフィ

シャルがイエローフラッグを掲示する。この場合ライダーはエンジンを停止させなければならない。各

ライダーについて2名のメカニックがエンジン始動を補助するためにグリッドに立ち入ることが許可さ

れる。

23-5-1	 �スタート手順は『1分前』ボードの段階から再開され、ライダーは追加のウォームアップラップを1周走

行し、レース周回数は1周減算される。

※サイティングラップスタートの時間、グリッド列ボードの配列（ない場合もある）、またはその他の手

順について省略する場合がある。この場合、各特別規則ならびに公式通知に示される。

23-5-2	 �スタート時、スタートディレイドの原因となったライダーは、再スタート時には最後尾グリッドからス
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タートしなければならない。

23-5-3	 �複数のペナルティー対象者があった場合、最後尾グリッドの並び順は元のグリッド順とする。

23-5-4	 �スタートディレイド2回目となった場合、新たなペナルティー対象者は1回目の対象者の次のグリッドか

らスタートしなければならない。1回目の原因となったライダーが、2回目のディレイド時に元のグリッ

ドに戻ることはできない。

23-5-5	 �審査委員会が明らかにその原因が不可抗力によるものと判断した場合、ペナルティーを科さない場合が

ある。

24　�スタートにおける反則

24-1	 �スタートラインについた車両およびライダーは、スタート手順の開始からスタート合図が出されスター

トが終了するまでスタート合図の統制下にある。

24-2	 �ジャンプスタートの定義は、スタート合図が行われる前に（シグナルの場合は：レッドライトが点灯し

ている間に）停止位置から車両が前進した場合とし、審査委員会の同意を得た上で競技監督の決定により、

下記のペナルティーが科せられる。

24-2-1	 �競技結果への15秒の加算。
24-2-2	 �ジャンプスタートの罰則は、当該ライダーにコントロールライン上で3回（3周）ペナルティーボードに

よって通告される。

24-3	 �ピットクルーがスタートの規則に従わなかった場合も反則と見なされ、当該ライダーに1分加算もしく

は失格のペナルティーが科せられる。

24-4	 �ペナルティーは、当該ライダーのピットクルーにボードによって通告される。

24-5	 �再レースの際、同一ライダーが、再度、ジャンプスタートをした場合は、失格となる。

24-6	 �ジャンプスタートのペナルティー判定に対する抗議は一切受付けられない。

24-7	 �審査委員会が明らかにその原因が不可抗力によると判断した場合、ペナルティーを科さない場合がある。

25　�レース中の行為

25-1	 �走行中の遵守事項は、第3章 競技会　15 競技参加者の遵守事項の他、以下も適用される。これに違反し
た場合罰則が科せられる。

25-1-1	 �ライダーは、指示を伝えるシグナルフラッグに従わなければならない。

25-1-2	 �ライダーがコースアウトした場合、ライダーは、オフィシャルが指示した場所または、当該ライダーが

有利にならないような場所からレースに復帰することができる。

※この際オフィシャルは下記の補助ができる。

・マシンを起こす補助。

・修理、調整が行われている間マシンを支える。

・ライダーの再スタートを補助する。

25-1-2-1	 �当該ライダーが有利となるショートカット（コーナー、シケイン等のコース外を走行し、自分に有利と

なる）が発生した場合：

	 �予選中：当該ラップタイムの抹消

	 �決勝中：レース結果に30秒のタイム加算または、1周減算

25-1-3	 �もしライダーがレースからリタイヤを余儀なくされるようなマシントラブルにあった場合、そのライダ

ーはピットまで戻らずに、コースアウトしてオフィシャルの指示に従い、安全な場所にマシンを止めな

くてはならない。

25-1-4	 �コース上にオイル等の液体をまき散らす恐れのあるようなトラブルにあった場合、そのライダーはピッ

トまで戻らずに、コースアウトして安全な場所にマシンを止めなければならない。

	 �また、停止後再スタートを希望する場合はオフィシャルの確認を必要とする。
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	 �上記に違反した場合、10,000円以上の罰金が科せられる。

25-1-5	 �修復作業のためにスロー走行するライダーは、できるかぎりピット設置側を走行しなければならない。

25-1-6	 �コース外側より、作業もしくは工具・部品等の援助を受けてはならない。この場合は失格とされる。

	 �いかなる場合でも、逆方向への走行あるいは規定外のコースを走行してはならない。これに違反した場

合は罰則が科せられる。

25-1-7	 �レース中（予選中を含む）直線部分では前車を追い越すためあるいは後車のスリップストリーミングを

外す目的以外で、進路を著しく変更することは禁止される。

25-2	 �ピットイン

	 �ライダーはレースおよびプラクティス中にマシンの調整やタイヤ交換のためにピットに戻ることができ

る。レースにおいてはすべての作業は主催者によって定められたピット作業エリアにて行なわれなけれ

ばならない。

25-2-1	 �ピットインする車両のライダーは、ピットロード入口手前よりピット側に車両を寄せ、手または足でピ

ットインの合図を行なったのち、安全を確認して正規のピットロード入口から進入し、徐行しなければ

ならない。

	 �ピットエリア（ピットボックス前の作業エリア）を走行することは禁止される。

25-2-2	 �ピットインする車両のライダーは、自己のピットにできるだけ近いピットロードからピットエリアに入

り、できるだけ自己のピットに近づけて車両を停車させなければならない。

25-2-3	 �ピットインしてピットエリアに入った車両および当該車両のライダーやピットクルーは、ピットロード

およびピットエリアにおいて他の車両の通過を妨げてはならない。

25-2-4	 �ピットインの際、自己のピット前を通り過ぎて停車した車両のライダーは、オフィシャルの許可を得て、

当該車両のライダーおよびピットクルーによって押し戻し、自己のピットにつけることができる。

25-3	 �ピットアウト

25-3-1	 �ピットロードにおいてはピットインしてくる車両に優先権がある。

25-3-2	 �ピットロードからコースに復帰するライダーは、正規のピットロードからコースインし、最初のコーナ

ー出口に達するまで、ピット設置側に沿って走行しなければならず、その間、後方から近づく車両の走

行を妨げてはならない。

25-3-3	 �ピットでエンジンを止めたライダーは、メカニックの補助を受けてマシンを再スタートすることができる。

25-4	 �ピット作業

25-4-1	 �レース中、車両の修理、調整、部品交換は、ピットに準備してある部品と工具によって行わなければな

らない。給油中は、必ずエンジンを停止しなければならない。

25-4-2	 �ピット区域内にオイルをこぼしたり、汚したりした場合は、安全上ただちに清掃しなければならない。

25-5	 �ピット作業人員

25-5-1	 �ライダーに対するピットクルー（メカニック、ピットサインマンおよびヘルパー）の合図は、主催者によ

り定められたピット区域またはピットサインエリアのみで行うことができる。

	 �また、合図はオフィシャルの使用する合図旗とまぎらわしいものであってはならない。

25-5-2	 �ピットクルーが諸規則に違反した場合の責任は、そのピットクルーが担当するライダーに帰属するもの

とし、当該ライダーに罰則が科せられる。

26　�停車指示

26-1	 �レース続行が危険もしくはその疑いがあると見なされるライダーまたは車両について、競技監督は、ピ

ットインを命じるか、レースから除外することができる。

26-2	 �天災、大事故等の不慮の事態が発生した場合は、競技監督は、赤旗によって全ライダーに対し、停止を

指示することができる。
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27　�レースの一時停止

27-1	 �競技監督が天候上の理由、あるいはそのほかの理由からレースの中断を決定した場合、赤旗がスタート

ラインで掲示される。ライダーはただちに減速し、ピットレーンに戻らなくてはならない。当該レース

の結果はレースを続行していたライダー全員が、赤旗が掲示されずにフルラップを完了した時点でのも

のとされる。

27-2	 �27-1により発行されたレース結果において、トップのライダーが、本来のレース距離50％未満の走行の

場合、残りの周回数で再レースが行われる。もしレースの再スタートが不可能な場合、トップのライダ

ーの走行周回数が2周以下の場合は、このレースは中止と宣言される。ただし、予選があった場合、ポ

イントは予選結果（決勝グリッド表）に基づいて正規のポイントの1/2が与えられる（小数点以下第2位

四捨五入）。トップのライダーの走行周回数が3周以上かつ本来のレース距離50％未満の場合は、正規の

ポイントの2/3が与えられ（小数点以下第2位四捨五入）、レース完了とする。

27-3	 �27-1により発行されたレース結果において、トップのライダーが本来のレース距離の50％以上（小数点

以下切り捨て）を走行した場合、当該レースは完了したと見なされ、ポイントはフルに与えられる。

28　�赤旗中断されたレースの再スタート

　レースが再スタートされる場合、再スタートはコース・コンディションの許すかぎり速やかに行われなくてはならな

い。ライダーがピットに戻りしだい、競技監督は新たなスタート時刻を発表する。このスタート時刻は状況が許すかぎ

り最初の赤旗が掲示されてから30分以内に設定される。

28-1	 �競技結果がレース距離50％未満の場合の再スタートには下記各項が適用される。

28-1-1	 �全ライダーがスタートできる。

28-1-2	 �マシンの修理・給油ができる。

28-1-3	 �転倒車両を使用する際には車検長の許可を必要とする。

28-1-4	 �周回数は減算され、赤旗中断されたレースでトップのライダーが走行完了した残り周回数とする。

28-1-5	 �グリッドポジションは本来のレースと同じとする。

	 �（スタートディレイドの原因となり最後方グリッドへ移動したライダーはもとのグリッドにもどる）。

28-1-6	 �再スタートできないライダーのグリッドはそのまま空席とする。

28-1-7	 �スタートの手順は主催者の定める方法とする。

	 �通告された開始時刻に速やかにグリッドポジションにつく。

	 �また、スターティンググリッドへのピットクルーの立ち入りは禁止される。

	 �再スタート可能なライダーが、スターティンググリッドについたことが確認された段階で「ウォームア

ップラップスタート30秒前ボード」が掲示される。

	 �グリッドにつけないライダーは、ピットレーンからウォームアップラップを開始し、正規のグリッドに

つくことができる。ただし、車両を押してグリッドに移動することは認められない。グリッドについて

車両のエンジンは停止しない。

28-1-8	 �レースの最終結果は、複数のレースの周回数を合算し、最大数の周回のライダーが優勝者となる。周回

数が同数の場合は、最終レースの順位が優先される。

29　�リタイヤ（棄権）

29-1	 �リタイヤと停止（競技中、コース内での停止）は、第3章 競技会　23 競技　23-5 停止による。
29-2	 �ライダー本人が負傷その他の理由でリタイヤ届を提出できないときには、オフィシャルの判定によりリ

タイヤと認めることができる。

29-3	 �ピット以外の区域でリタイヤする場合、ライダーは車両をレース（または予選）終了までオフィシャル

の管理下におかなければならない。ただし、オフィシャルから車両の移動を指示された場合、これに従

わなければならない。
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30　�レース終了

30-1	 �トップのライダーにチェッカーフラッグが提示された後、引き続き後続ライダーにも特別規則に示す時

間提示される。この時間が経過した時をもってレース終了となる。

30-1-1	 �チェッカーフラッグは、ライダーに分かりやすく目線の高さで提示される。

30-1-2	 �チェッカーフラッグ提示位置については公式通知に明記される。

	 �チェッカーフラッグを提示する場合、すべての合図旗を提示するのでなく、チェッカーフラッグとそれ

に付随するブルーフラッグのみを提示する。

30-2	 �ファイナルラップにフィニッシュライン手前でトップのライダーのすぐ前に他のライダーがいる場合、

スタート・フィニッシュマーシャルは同時にチェッカーと青旗を掲示する。これはトップを走行するラ

イダーはレースを終了するが、そのすぐ前を走っているライダーはファイナルラップを完走しチェッカ

ーフラッグを受けなければならないということを意味する。

30-3	 �トップを走行するライダーが、所定の周回数を完了する前にレース終了の合図が出された場合、当該レ

ースはその時点で終了したものと見なされる。

	 �何らかの理由によって、レース終了の合図が遅れた場合でも、レースはそれが本来終了する時点で終了

したものと見なされる。

30-4	 �トップのライダーにチェッカーフラッグが掲示されたと同時に、ピットロード出口は閉鎖される。

31　�優勝者、順位、完走者

31-1	 �優勝者

31-1-1	 �優勝者は規定の距離（周回数）または時間を完走して最初にフィニッシュライン（コントロールライン）

を通過したライダーである。

31-1-2	 �写真判定が用いられる場合には勝者の決定はフロントタイヤの先端がフィニッシュラインを通過した順

とする。

31-1-3	 �優勝者がフィニッシュラインを通過したら他のライダーはその時点で走行している周回を終え、フィニ

ッシュラインを通過した時点で終了となる。

31-2	 �順位の優先順位

31-2-1	 �チェッカーを受けた完走者の中から周回数の多い順に決定される。同周回数の場合はフィニッシュライ

ンの通過順位による。

31-2-2	 �チェッカーを受けなかった完走者を周回数の多い順に決定する。同周回数の場合はフィニッシュライン

通過順位による。

31-2-3	 �チェッカーは優勝者がフィニッシュラインを通過した後特別規則に示す時間、フィニッシュラインで提

示される。

31-3	 �完走者

	 �優勝者の周回数の75％（少数点以下切り捨て）以上を走行したライダー。

32　�賞および得点

32-1	 �賞の詳細については公式通知に示される。

32-2	 �得点は、下記のポイントが与えられる。

	 全日本選手権／S1チャレンジのポイント

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位 11位 12位 13位 14位 15位
25 20 16 13 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

・クラス成立台数は2台以上（1台以下は不成立）とする。
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・得点は、完走者のみに与えられる。

32-3	 �決勝2レースの場合のポイントは、レースごとに32-2項のポイントが与えられる。

32-4	 �S1チャレンジのポイントは、当該クラスの総合順位からライセンスB級の者のみを抽出した順位により、

32-2項のポイントが与えられる。

32-5	 �S1チャレンジは、スーパーモトB級のライダーにのみポイントが付与され、2024年度は全7大会8レー
ス中6レースの有効ポイント制により、ランキングが決定される。

32-6	 �2024年度全日本スーパーモト選手権のシリーズランキングは、全クラス、全レースの合計ポイントにて
決定される。

32-7	 �全日本選手権指定ゼッケン

	 �前年度全日本選手権スーパーモト選手権の当該クラスのシリーズランキング順によって指定ゼッケンが

与えられる。

32-8	 �決勝2レースにおける決勝中止および打ち切り時の得点について

32-8-1	 �決勝2レースの内、決勝の1レースが中止された場合は、中止された決勝が、走行が2周以下の場合は、

ノ一ポイントとする（予選を行った場合は、予選結果にて正規のポイントの1/2（少数点以下第2位四捨

五入）のポイントを与える）。

	 �走行が3周以上かつ本来のレース周回数50%未満を完了しないうちにレースを打ち切った場合は正規の

ポイントの2/3（小数点以下第2位四捨五入）のポイントを与える。

32-8-2	 �決勝2レースの内、決勝2レースとも中止された場合は、ノ一ポイントとする。予選を行った場合は、予

選結果にて正規のポイントの1/2（少数点以下2桁は四捨五入）のポイントを与える。ただし、この場合

のポイントは大会として1回のみ付与される。

	 �この予選結果（決勝1レースと2レースの決勝グリッド）が異なる場合は、全選手が走行する予選を指し、

大会特別規則または公式通知にて適用される予選が公示される。

33　�総合表彰

33-1	 �総合表彰が行われる場合、総合順位の決定は、以下に記すとおりとする。

33-1-1	 �レース1、レース2の合計獲得ポイントの多い者。

33-1-2	 �上記33-1-1で決定できない場合は、レース2の成績を優先する。

34　�レース終了後の車両保管と再検査

34-1	 �原則として1位～6位の車両は、所定の位置より競技役員の指示に従って車両保管区域へ入らなければな

らない。

34-2	 �原則として1位～6位の車両は、音量測定およびエンジンを分解して排気量を測定するほか、規定を越え

る改造などについて再検査を行うことがある。

34-3	 �原則として1位～6位の車両は、暫定結果発表後20分間保管される。ただし、公式通知において、保管

時間を特別規則で定める場合がある。

34-4	 �車両規定および音量規定を満たしていない車両のライダーは、大会審査委員会により罰則が科せられる。

35　�レースおよび大会の延期・中止等

35-1	 �大会は、原則として本規則に基づいて発表した日程から変更または延期されることはない。

35-2	 �レースまたは大会が参加申込み後に中止された場合、参加者が支払った出場料は返還されるが、他の一

切の損害賠償を主催者に請求することはできない。



［付則25］-16

2024年度　MFJ国内競技規則　付則25　スーパーモト競技規則 12月25日版

36　�抗議

36-1	 �抗議は、第4章 MFJ裁定規則　37 競技会における大会審査委員会への抗議による。
36-2	 �抗議は、暫定結果発表後20分以内に当該ライダーおよびエントラント代表者が行うことができる。

36-3	 �車両の分解検査に要した費用は、その抗議が不成立の場合は抗議提出者、成立した場合には抗議対象者

が支払わねばならない。この車両の分解等に要した費用は車検長が算定する。

36-4	 �車両の分解検査に立ち会う者は、車検長および抗議を受けた当事者のみとする。

37　�レース中の違反行為に対する罰則

　レース中の違反行為については、競技監督ならびに大会審査委員会がその権限において下記の罰則を科すことができる。

37-1	 �失格

37-1-1	 �故意に走路を妨害した場合。

37-1-2	 �コースを逆走した場合。

37-1-3	 �示された合図旗に従わなかった場合。

37-1-4	 �ジャンプスタートを2度繰り返した場合。

37-2	 �1周減算、レース結果に30秒加算または失格

37-2-1	 �レース中に他のいかなる援助を受けた場合。

	 �公式練習、公式予選およびレース／ヒートの間に外部からの他のいかなる援助を受けた場合（ただし、

オーガナイザーに任命されたオフィシャルが役務の一環として安全上の理由から援助する場合は例外と

する）。

37-2-2	 �1度コース外に出て、明らかに自分に有利となる所より再びコースに復帰したと判断された場合、大会

審査委員会の裁定によりレース結果に30秒加算または1周減算

37-3	 �上記以外は、その軽重により、大会審査委員会が第4章 MFJ裁定規則に基づき罰則を科す。

38　�主催者の権限

38-1	 �参加申込の受付に際して、その理由を示すことなく、参加者、ライダー、ピットクルーを選択あるいは

参加を拒否することができる。

38-2	 �チーム名が公序良俗に反するなど、チーム名としてふさわしくない場合、公式プログラム・結果表への

記載拒否または変更を命じることができる。

38-3	 �競技監督が必要と認めた場合、ライダーに対し指定医師による健康診断書の提出を要求し、競技出場の

健康上の理由による可否を最終的に決定することができる。

38-4	 �競技番号（ゼッケン番号）の指定、あるいはピットの割当等にあたり、各参加者の優先順位を決定する

ことができる。

38-5	 �大会スポンサーの広告を参加車両等に貼付させることができる。

38-6	 �止むを得ない理由により、公式プログラムの印刷に間に合わなかったライダーの氏名登録または変更に

ついて許可することができる。

38-7	 �すべての参加者（ライダー、ピット要員、キャンペーンギャル等含む）の肖像権およびその参加車両の

音声、写真、映像など報道、放送、放映、出版（ビデオ/CD-ROM/DVD等）、および電子メディア（イ

ンターネット等における報道・放送・放映などすべて含む）に関する権限を有し、この権限を第三者が

使用することを許可できる。

38-8	 �公序良俗に反する言動がある参加者に対しては、選手受付後であっても参加を拒否することができる。
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39　�本規則の解釈

　規則および競技に関する疑義は、大会事務局に質疑をすることができる。なお、この回答は、大会審査委員会の解釈、

決定が最終的なものとして示される。

40　�本規則の施行

　本規則は、2024年1月1日より施行する。
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　スーパーモト地方選手権は、全日本スーパーモト選手権全戦併催のシリーズ「S1チャレンジ」として開催します。

　「S1チャレンジ」は、従来のエリア区分をなくし、年間を通じてどの大会に出場してもポイントが蓄積される仕組み

を導入します。また、これまでエリア選手権に参戦されていた選手もそのまま出場できるよう、ベースとなる競技内容

は踏襲しています。

〈開催概要抜粋〉

●シリーズ名称

2024MFJスーパーモト “S1チャレンジ”シリーズ

●開催日程

全日本スーパーモト選手権シリーズ全戦併催

●格式

MFJ地方選手権格式

●出場資格

MFJスーパーモトB級ライセンス／MFJスーパーモトA級ライセンス（ただしシリーズポイント対象外）

●参加車両

スーパーモト技術規則に合致した車両（スーパーモト、モトクロス、エンデューロ車両でMFJ公認有無を問わず）

●クラス/排気量

S1 OPEN、S2、S3（従来のエリア選手権区分に準ずる）

●レースフォーマット

公式練習～計時予選～決勝レース　※A級・B級混走

●賞典／得点

各大会においては、A級B級混走の結果で順位を決定し表彰を行う。

シリーズポイント（兼昇格ポイント）はB級のライダーのみに付与され、2024年度は全7大会8レース中6レース
の有効ポイントでクラス別のチャンピオンを決定する。

●ライセンス昇格基準

各クラス別に、いずれかの大会でB級１位（25P獲得）の成績を修め、かつ同一クラスで50ポイント以上獲得した

ライダーに翌年度の申請昇格資格が与えられる。

2024
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1 　�ナンバープレートおよびゼッケン

1-1	 �ナンバープレートの素材は柔軟なもの（例： プラスチック） でなければならない。 最低寸法は、 縦

235mm横285mmとする。

1-2	 �プレートは平面から50mm以上カーブ（突出）していてはならない。またカバーされたり曲げたりして

はならない。

1-3	 �フロントナンバープレート

	 �一枚のプレートがフロントに、垂直面から後方に向かって30°以内の角度で傾斜して固定されなくては

ならない。ナンバープレートには数字の間に穴を開けても良いが、いかなる場合においても、数字自体

に穴を開けてはならない。

1-3-1	 �メッシュ地のプレートが認められる。

1-4	 �サイドナンバープレート

	 �サイドナンバープレートは、リアホイールスピンドルを通る水平線より上に設けられ、ナンバープレー

トの前端はライダーのフットレスト後方200mmのところを通る垂直線より後方に位置していなくてはな

らない。ナンバープレートは、はっきりと見えるように装着されなくてはならず、モーターサイクルの

一部分や、シートに座ったライダー自身により隠れないようにしなくてはならない。

1-5	 �ナンバープレートの色

	 �ナンバープレートの地色および数字の色は下記のとおりとする（蛍光色は禁止）。

	 �ナンバープレートの地色は単色でなければならない。

	 �S1 PRO：赤地に白文字

	 �S1 OPEN：黒地に白文字

	 �S2：黄地に黒文字

	 �S3：白地に黒文字

1-6	 �全日本選手権対象クラス（S1 PRO・S1 OPEN・S2）のフロントおよびサイドナンバープレートの指定

された位置に「主催者の指定するステッカー」などを貼り付けるスペースを設けなければならない。

1-7	 �ゼッケンナンバー

1-7-1	 �数字ははっきり読めるように、また太陽光線の反射を避ける為に、地の色同様につや消しで書かれなけ

ればならない。数字の最低寸法は下記のとおりとする。

	 �（形状は図を参照）

	 �フロントナンバーの寸法は

	 �最低高：140mm

	 �最低幅：70mm（1の場合 25mm）

	 �数字の最低の太さ：25mm

	 �数字間のスペース：15mm

2024
MFJ国内競技規則

MOTORCYCLESPORTS RULES

付則26　スーパーモト技術規則付則26　スーパーモト技術規則
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	 �サイドナンバーの寸法は

	 �最低高：120mm

	 �最低幅：70mm（1の場合 25mm）

	 �数字の最低の太さ：25mm

	 �数字間のスペース：15mm

	

1-7-2	 �ゼッケンの書体は、下記を参考とし、遠くからでも読みやすい書体でなければならない。

	 〈参考例〉

	

1-7-3	 �数字は英国式を使用する。「1」は垂直の1本線「7」は垂直線なしの単純な傾斜線。

1-7-4	 �正規のナンバーと混同する恐れのあるその他のナンバープレート、またはマーキングは競技会の開始前

にすべて取り外されなくてはならない。

1-7-5	 �すべてのナンバープレートの周囲には、最低50mmの余白が残され、ここにはいかなる広告も表示され

てはならない。

1-7-6	 �この規則に適合していないナンバープレートを装着しているモーターサイクルは、車検長によりレース

参加が認められない。

1-8	 �フロントナンバープレートおよびサイドナンバープレートは、以下が常に視認できる状態でなければな

らない。

①バックグラウンドの色（クラス別の色は1-5参照）

※反射しないつや消しであること

②ライダーのゼッケン番号（クラスごとの文字色は1-5参照）

③MFJまたは大会主催者から貼付指示されたロゴマーク（指定があった場合は装着義務づけ）
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2 　�燃料、オイル、冷却水

2-1	 �すべての車両にはMFJの定める無鉛ガソリンを使用しなくてはならない（AVガス・航空機用燃料の使

用は禁止される）。

2-2	 �競技に使用できるガソリン

	 �競技に使用できるガソリンは下記の項目のすべてに合致していなくてはならない。

2-2-1	 �競技に使用できるガソリンとは一般公道用の市販車に供するために通常のガソリンスタンドにて購入で

きるもの、あるいはMFJ公認サーキットのガソリンスタンドにて購入できるガソリンとする。

2-2-2	 �ガソリンの銘柄およびその詳細が主催者によって指定された場合は、当該指定ガソリンを使用しなけれ

ばならない。

2-2-3	 �競技に使用できるガソリンは、下記のMFJの定める仕様（無鉛ガソリン）に制限される。

2-2-3-1	 �鉛は含有されていないこと。

2-2-3-2	 �リサーチオクタン価が101.0（RON）以下、モーターオクタン価が88.0（MON）以下であること。

2-2-3-3	 �密度は15℃において0.720g/ml～0.783g/mlであること。

	 �3.0％以下のアルコール（燃料製造中に混入されているものに限る）については認められる。

2-2-4	 �競技に使用できるガソリンには販売時に混入されている以外のいかなるものも添加されてはならない。

ただし一般に販売されているスタンダードの潤滑油については認められる。

	 �メタノールは検出されないこと。

2-3	 �水冷エンジンの冷却水は、水（レース用として一般市販されている冷却水を含む）に限られる。不凍液

の成分が含まれる冷却水は使用することができない。

3 　�音量規制

　エキゾーストパイプとサイレンサーは、音量規制に関する必要条件をすべて満たさなくてはならない。

　全日本スーパーモト選手権およびS1チャレンジの車両音量測定は、すべての車両に対して「2mMAX方式」にて、測

定を実施する。

3-1	 �2mMAX方式

3-1-1	 �2mMAX方式について

	 �2mMAX法は、フル加速状態の車両から発せられる音響パワーレベル（LwA）と高い相関があり、停止

状態で急速に最大回転数まで運転したときの最大音圧レベルを測定するものである。

3-1-2	 �音量計の準備

3-1-2-1	 �マイクロホンにウィンドスクリーンを取り付ける。

3-1-2-2	 �A特性（周波数補正回路A）に設定する。

3-1-2-3	 �時間重み特性（時定数）をFASTに設定する。

3-1-2-4	 �騒音計の測定レンジの最大値を130dB/Aとする。

3-1-2-5	 �騒音レベルの最大値L-MAXを表示できるモードに設定。

3-1-3	 �騒音計および車両のセットアップ

3-1-3-1	 �マイクロホンは、三脚により水平に固定する

3-1-3-2	 �マイクロホンは、車両の後輪中心からエキゾースト側の斜め45度後方2m、かつ高さは地上から1.35mの

ところに設置する。
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3-1-3-3	 �サイレンサーが1本を超えるエンジンの音量計測は、いずれか一方のエキゾーストパイプの先端で計測

される（必要に応じて両方の先端で測定する）。

3-1-3-4	 �やわらかな土の上で計測することが推奨される（例えば、草の上、細かな砂利の上等）。

	 �止むを得ず、アスファルト等固い路面上で測定する場合は、その会場における許容誤差が考慮される。

3-1-3-5	 �計測中の車両の周囲5mの音量は90dB/A以下であること

3-1-3-6	 �車両から10m以内に音を反射する障害物があってはならない。

3-1-4	 �測定方法

3-1-4-1	 �計測は、スタンドを使用せず、原則ニュートラルでエンジンが温まった状態で行う。

	 �ニュートラルでの計測が実走行での最大回転数と異なる場合は、実走行と同様になるギアポジションで

測定する場合もある。

3-1-4-2	 �車検員は車両の横でマイクロホンとは反対側に立つか、またはフロントホイール付近でハンドルバーの

前方に立つ。しかし、車両とマイクロホンの間に立ってはならない。

3-1-4-3	 �測定員は耳栓を使用すること（ヘッドセットまたは、耳栓）。

3-1-4-4	 �測定は当該大会の車検担当競技役員が行う。測定中、競技役員の行為によって発生した故障、損害に対

して競技役員は一切の責任を負わない（第3章 競技会　31 損害に対する責任　31-3参照）。
3-1-4-5	 �エンジンの最大回転数を意図的に下げるという不正をしてはならない。

例：CDI / ECUプログラム切換えスイッチの使用等

※測定時、エンジン回転数が明らかに低い場合、タコメーターでエンジン最大回転数を測定する場合が

ある。

※音量測定は走行時と同じモードで計測する。

※スイッチ等によりモード切替えが可能な車両は、すべてのモードで計測を行う場合がある。

3-1-4-6	 �アイドリング状態からスロットルを速やかに全開にし、Revリミット状態を1～2秒維持してスロットル

を閉じる。

3-1-4-7	 �スロットル急開でスムースに回転が上昇しない場合には、回転をアイドルからやや上げてから急開する。

3-1-5	 �判定方法

3-1-5-1	 �測定は、1ライダーに対し3回までとし、測定値が1回でも規制値をクリアできれば合格とする（1回目

でクリアされた場合は1回の測定のみ）。

	 �アフターバーンが発生しても測定回数3回までの中でカウントする。

3-1-5-2	 �3回とも規制値をクリアできなかった場合は、大会審査委員会において罰則が科せられる。

3-1-6	 �音量規制値

3-1-6-1	 �全日本およびS1チャレンジは、全クラス最大114dB/Aとする。

3-1-6-2	 �測定値の小数点以下切捨ては行わない。

3-1-6-3	 �レース後の最終検査においては、＋1dB/Aの許容誤差が認められる。

3-1-6-4	 �音量測定時の外気温による許容誤差は考慮されない。

3-2	 �固定回転方式
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3-2-1	 �エキゾーストパイプとサイレンサーは、音量規制に関する必要条件をすべて満たさなくてはならない。

3-2-2	 �エキゾーストパイプの先端は、最低30mmにわたってモーターサイクルの中心軸と水平かつ平行でなく

てはならない（許容誤差±10°）。またはその先端は5mm以上サイレンサー本体より突出してはならない。

すべての鋭利な部分は最低半径2mm以上で丸みを帯びさせていなければならない。

	

3-2-3	 �計測のためのマイクロホンの位置は排気管後端から500mmで、かつ中心線から後方45°で排気管と同じ

高さとするが、少なくとも地面から20cm上方でなくてはならない。もしこれが不可能な場合、計測は

45°上方で行なっても良い。

	

3-2-4	 �ノイズテストの際、ギア・ボックスにニュートラルがないマシンは、スタンドに載せた状態で測定を受

けなくてはならない。

3-2-5	 �ギアはニュートラルとしてエンジンを回転させ、所定の回転数域に達するまでエンジンの回転を増して

いかなくてはならない。測定は、所定の回転数に達した時に行うものとする。

3-2-6	 �回転数は、エンジンのストロークに相応するピストンの平均速度に基づく次の計算式にて求められる。

3-2-7	 �
所定のエンジン回転数（rpm）＝

30,000×ピストンスピード（m/s）
ピストンストローク（mm）

3-2-8	 �音量規制値

	 �4ストローク車両：

ピストンスピード11m/secで測って、94dB/Aまでとする。

	 �2ストローク車両：

ピストンスピード13m/secで測って、96dB/Aまでとする。

	 �レース終了後は1dB/Aの許容誤差が認められる。

3-2-9	 �音量測定は、エンジン型式および排気量ごとに、エンジンストロークはほぼ同等と見なされるので、測

定は下記固定回転数にて実施することもできる。
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85ccまで 8,000 rpm

85ccを超え125ccまで 7,000 rpm

85ccを超え150ccまで（4ストローク） 6,000 rpm

125ccを超え250ccまで 5,000 rpm

250ccを超え500ccまで 4,500 rpm

500㏄以上 4,000 rpm

3-2-10	 �エンジンの音量計測には、各エキゾーストパイプの先端で測定される。

	 �サイレンサーが1本を超えるエンジンの音量計測は、いずれか一方のエギゾーストパイプの先端で測定

される。

3-2-11	 �規制に適合しているサイレンサーには車検にてマークが付けられ、車検後にサイレンサーを変更するこ

とは禁止される。ただし同様に車検合格し、マークを受けたスペアサイレンサーに関しては例外とする。

3-2-12	 �規制値をオーバーしている車両は、測定時間内に再度測定を受けることができる。

3-2-13	 �周辺の音量は、モーターサイクルから半径5m以内において90dB/Aまでとする。

3-2-14	 �音量測定は気温20℃を基準とする。気温10℃以下の場合許容誤差＋1dB/Aが認められる。

3-2-15	 �気温0℃以下の場合許容誤差＋2dB/Aが認められる。

3-2-16	 �レース後の最終検査においては、＋2dB/Aの許容誤差が認められる。

3-2-17	 �メーターの読み方は常に小数点以下を切捨てとする（100.9dB/A＝100dB/A）。

3-2-18	 �その他規則についてはFIM規則に準ずる。

4 　�その他技術仕様

　付則17 モトクロス基本仕様に加え、MFJスーパーモト公認競技会に参加するモーターサイクルは、以下の仕様が適

用される。

4-1	 �4ストロークエンジンを使用する車両では、最低0.3L以上の金属製のオイルキャッチタンクが確実な固

定方法で取り付けられていなければならない。ただしクローズドブリーザーシステムになっており、オ

イルブリーザーラインが確実にエアクリーナーボックス（コネクティングチューブ含む）に連結されて

いる場合は、オイルキャッチタンクを取り付けなくて良い。

4-2	 �一つまたは幾つかの漏れ防止の施された最低容量150cc以上のキャッチタンクが、ラジエターオーバー

フローパイプおよび燃料タンクブリーザーシステム用に取り付けられていなければならない（キャブレ

ターを使用した車両はキャブレターオーバーフローシステム含む）。

	 �このキャッチタンク類は各走行のスタート前に空にされていなければならない。

4-3	 �すべてのオイルドレンボルト（オイルキャッチタンクのドレンボルトを含む）、オイルフィラーキャップ、

レベルゲージはワイヤーロックをしなければならない。

4-4	 �燃料タンクブリーザーパイプ

	 �ノンリターンバルブを燃料タンクブリーザーパイプに取り付けなくてはならない。

4-5	 �取り外さなければならないもの

	 �ライト類、バックミラー、スタンド類、公道用ナンバープレート

4-6	 �ハンドプロテクター

4-6-1	 �ハンドプロテクターが使用される場合は、付則17 モトクロス基本仕様に対してスーパーモト仕様は以下

とする。

4-6-1-1	 �使用される材質は、非粉砕材質の樹脂製もしくはアルミニウム製でなくてはならない。その他の金属製（樹

脂ガードの内側に金属製材質の支柱で全面が囲われている形状の物を含む）の物は、使用できない。

4-6-1-2	 �取り付け方法は、片持ちタイプおよびハンドルバー先端（バーエンド）とハンドルバー2か所で固定さ

れる両持ちタイプのどちらも使用が認められる。

4-7	 �ハンドルバー
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4-7-1	 �付則17 モトクロス基本仕様　3-6 ハンドルバー　3-6-2のとおり、ハンドルにはパッドを取り付けなけ
ればならず、パッドには、いかなるものも埋め込んではならない。

5 　�部品の買い取り制度

5-1	 �全日本スーパーモト選手権の各大会にてクラス別上位3位に入賞した車両の下記部品の購入希望者がい

た場合、下記価格にて販売しなければならない。

・エンジンアッセンブリー：

450cc：￥500,000

250cc：￥450,000

（ミッション、カムシャフト、スロットルボディーを含み、スプロケットは除く）

・フロントサスペンション 左右セット：￥300,000

・リアサスペンション スプリング含む：￥150,000

5-2	 �購入希望者は決勝レース暫定結果発表後20分以内に限り購入申請をすることができる。

・売主を除き、購入申請者は当該クラスレース参加者に限る。

・購入申請は決勝レース暫定結果発表後に行なうことができる。

・購入申請が締め切られた後、売主に購入申請があったことが通達される。

5-3	 �購入申請は主催者指定の用紙に必要事項を記入し、以下の物を揃え、主催者へ提出すること。なお、購

入申請締切り後の申請撤回は認められない。

・購入申請用紙

・購入者の運転免許証のコピー

・購入申請保証金50,000円 （購入申請保証金は購入代金の一部とされる）

5-4	 �希望者が複数の場合、申請締切り後、抽選の会場・時間が購入希望者に連絡される。

	 �購入者は主催者により抽選にて購入優先順位が決定される。購入優先順位1位以外の者の購入申請保証

金は抽選後返却される。

5-5	 �購入申請が提出された時点より、主催者は車両を売買契約日まで保管しなければならない（売主が車両

に触れることは禁止される）。

5-6	 �売買契約日は購入申請日から起算して10日以内の間に設定されなければならず、売主・購入者・そして

主催者の3者にて売買契約日を決定する。

5-7	 �前項にて決定された売買契約日に購入代金（現金）の支払いと車両の受け渡しが行なわれる。

5-8	 �売買契約日までに売主・購入者双方とも身分証明書のコピーを主催者に提出しなければならない。

5-9	 �売買契約は売主、購入者双方とも主催者立会いのもと行なわれる。

5-10	 �5-6項にて決定された売買契約日に購入者が購入代金を支払うことができない場合は、この売買契約は

無効となり、購入申請保証金50,000円は返却されない。

	 �また、この場合に発生する経費（運搬費等）は購入希望者が負担する。

5-11	 �売買契約が無効になった場合は5-3項で決定された、優先順位の次点の購入希望者に購入権利が与えら

れる。

	 �主催者より次点購入希望者に連絡し、3日以内に再度、購入申請保証金が主催者に提出された時点で購

入権利の移行が確定する。確定しなかった場合は、再度さらに次点の者に購入希望の発生が連絡され、

同様の手順が適用される。

	 �購入権利の移行が確定した後に、売主に連絡され3者立会いの売買契約調整日が設定され、売買契約日

より5-5項以降の規程を適用する。

5-12	 �上記規定は購入者・売主・主催者の合意があれば、部分的に簡略化することができる。

	 �なお、3者合意が必要な規定について、調整が困難な場合は主催者が決定権利を有する（売買契約日等）。
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　（一財）日本モーターサイクルスポーツ協会（以下MFJ）は、「MFJ会員行動規範」を下記のとおり定める。

　この規範はMFJに所属している競技者、公認クラブ、インストラクター、競技役員、役員などが守るべきものである。

また、モーターサイクルスポーツを取り巻くファン、メディア関係者、業界関係者などモーターサイクルスポーツを愛

好するすべての者がこれを理解し、尊重することを願う。

　私たちはモーターサイクルスポーツを通じて人間的に成長し、家族の絆や友情の輪を広げることを望んでいる。本規

範にのっとった行動を通じて、モーターサイクルスポーツの社会的地位を向上させ、文化として継承し、ライダーが『心』

『技』『体』整ったスポーツマンとして憧れの存在となることを強く願う。そしてモーターサイクルスポーツに関わる自

分自身の人生を豊かなものとし、他のスポーツに取り組む仲間とともに平和で健全な社会を築いていきたい。

　　１．「フェアプレー」

　　フェアプレーの精神を持ち、フェアな行動を心がける。

　　２．「相手の尊重」

　　他のライダーやオフィシャルなどにも友情と尊敬をもって接する。

　　３．「安全意識」

　　自己を守り、他のライダー・オフィシャルの安全に心がける。

　　４．「自己責任」

　　競技中発生した損害はすべて自己責任であることを認識する。

　　５．「ルールの遵守」

　　ルールを守り、ルールの精神に則り行動する。

　　６．「勝敗の受容」

　　勝利の時は慎みを忘れず、また敗戦も誇りある態度で受け入れる。

　　７．「仲間の拡大」

　　モーターサイクルスポーツの魅力を伝え、仲間やファンを増やすことに努める。

　　８．「環境への配慮」

　　モーターサイクルスポーツの環境をより良いものとするために努力する。

　　９．「責任ある行動」

　　社会の一員として責任ある態度と行動をとる。特に一般公道では安全運転を心がける。

　　10．「社会悪との戦い」

　　薬物の乱用、暴走行為、差別などスポーツの健全な発展を脅かす社会悪に対し断固として戦う。

　　11．「感謝と喜び」

　　常に感謝と喜びの気持ちをもってモーターサイクルスポーツに関わる。
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1 　本規則の適用範囲

　以下に記す規則は、国内競技規則とともにすべてのスノーモビル競技会に適用される（国内競技規則　第1章総則、

第2章ライセンス、第3章競技会もご覧ください）。

2 　スノーモビルレース

　スノークロスレース、エンデューロレース、オーバルレース、ドラッグレース等、スノーモビルにて行うレースを総

称してスノーモビルレースとし、国内競技規則および本規則により管理される。

2-1	 レースの区分

2-1-1	 スノークロスレース…雪上の周回レース

2-1-2	 エンデューロレース…雪上の長距離周回レース

2-1-3	 オーバルレース…フラットなオーバルトラックで競うレース

2-1-4	 ドラッグレース…直線短距離コースで競うレース

3 　コースの仕様

��〈スノーモビルコース規定〉

　適切なライディングコンディションが確保でき、選手・観客の安全対策を確保したコースとする。特にコース上にジ

ャンプを設定する場合、各クラス・排気量を考慮したジャンプの高さ・間隔・勾配等に十分配慮し、無理な体制でジャ

ンプしなければならないようなレイアウトは避ける。ジャンプを飛ぶ選手と飛ばない選手が交差することを防ぐため、

十分なコース幅を確保し、運営規則で走行ラインを区別する。

�※スノークロス200のコース設定については2024全日本スノーモビル選手権特別規則　2 全日本選手権開催/併催クラ

スおよび参加資格　2-10 スノークロス200（併催承認クラス）　2-10-12 コースの仕様を参照。

【全日本選手権以外の大会に適用されるコース規定】
�コース1周の長さ：

700m以上

�コース幅：

最低7m以上とし、追い越し可能であること。

�スタートライン：

同時出走最多台数×（1台につき）1.5mを最低限度とし、参加者すべてが均等な条件のもと、スタートできること。

�最多出走台数：

最低20台～25台が同時出走できるスペースを確保すること。

ただし地形・天候やその他条件により、安全を期するため主催者の判断により出走台数を増減することができる。

�スタートストレート：

スタート直後のストレートの長さは125m以下であること。

�※この箇所にジャンプは設定してはならない。
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�ストレート：

下りのストレートの場合、125m以下であること。

�コーナーの数：

コーナーは最低“コース1周のkm数×10”を設けること。

�コース間隔：

2本以上の走路が平行して設定される場合、各走路間は5m以上の間隔を設けること。

�1周の平均速度：

1周の平均速度は時速50km以下とする。

�平均速度の基準：

当該大会における最大排気量・最上位クラスの最速ラップタイムとする。

�観客安全対策：

ジャンプ、コーナー、スタート付近は立ち入り禁止区域とするか、コーステープや柵等で十分な防護策を設けなけれ

ばならない。

4 　出場車両

　車両は下記の改造の限度と安全基準を満たし、安全上完全に整備されているものでなければならない。なお、改造さ

れて型式（モデル）が判明できない車両は出場することができない。スノーモビル車両の仕様参照。

4-1	 �車両の区分

	 �スノーモビルの競技車両は、クラス区分と部門別区分とに分けられる。

4-1-1	 �車両のクラス区分

2024年全日本スノーモビル選手権開催／併催クラス区分

全日本クラス 承認クラス

クラス 排気量 昇格 決勝 クラス 排気量 昇格 決勝

Ａ
級

SX–Pro 2st：600
4st：1050

2ヒート
15分＋1周

SX–A1 2st：600
4st：1050

クラス
昇格可

2ヒート
15分＋1周

※使用コーススーパー
クラスコースを使用

SX–A2 Open（200cc以上）全日本
SX–Pro
には

昇格NG

1ヒート
15分＋1周

Ｂ
級 SX–B1 2st：600

4st：1050
クラス
昇格可

2ヒート
10分＋1周

MFJ Open 
Cup

Open（200cc 以上） 公認車両
でなくてもよい。承認格式（エ
ンジョイライセンス以上）また
はジュニアクラスとのダブルエ
ントリー可。

× 1ヒート
10分＋1周

ジュニア Open（200cc 以上） 公認車両
でなくてもよい × 2ヒート

10分＋1周

スノークロス
200

4ストローク単気200cc以下主
催者ごとに小排気量クラスを混
走可。※但し委員会に承認され
た車両とする

× 1ヒート
10分＋1周

�※昇格対象クラスと昇格しないクラスのダブルエントリーは不可とする（SX-A1と SX-A2や、SX-B1 とMFJ Open 

Cupのダブルエントリーは不可）。

�※2024全日本スノーモビル選手権特別規則　2 全日本選手権開催/併催クラスおよび参加資格　2-8 車体ゼッケンにつ

いて参照

4-2	 �車両の部門別区分

	 �車両の部門別区分は改造限度（スノーモビル車両の仕様　2 車両の改造限度参照）によって次のように
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分けられる。

�①スポーツ部門

	 　スポーツ部門はMFJ公認車両で、スポーツ部門改造限度に適合するものとする。

�②モディファイ部門

	 　モディファイ部門はMFJ公認車両でモディファイ部門改造限度に適合するものとする。

�　※SX-Proはスノーモビル車両の仕様　2 車両の改造限度　2-3 SX-Proの仕様についてを参照

�③その他承認競技会（ジュニア、スノークロス200等）

	 　�その他の部門は主催者の定める大会特別規則によるが、車両の安全基準を満たすものとする。

5 　MFJ公認車両

　公認競技会において開催されるクラス（併催承認クラス除く）はMFJ公認車両でなければならない。

　MFJ公認車両リストは、スノーモビル車両の仕様　3 MFJスノーモビル公認車両参照。

6 　ライダーの装備

　ライダーの服装は、競技中身体の安全を確保し、操縦を妨げるものであってはならない。

6-1	 �上記目的を満たすブーツ（足首、つま先を保護できるもの）、防寒服、手袋（レーシング用等、5本指）

を着用すること。

6-2	 �ゴーグル、マスクの使用は自由とするが、ゴーグルは破損時に鋭い破片になる材質は禁止される。枠は

柔軟なもので転倒時に衝撃を受けた場合でも危険でないものとする。

6-3	 �ヘルメット

	 ヘルメットは、MFJ公認ヘルメットでなければならない。

6-3-1	 �ヘルメットは、フルフェイス型またはオープンフェイス型にチンガードを備えたものとする。

6-3-2	 �MFJの公認したヘルメットには、認証マークが貼付されている。

6-3-3	 �競技会の車両検査時にヘルメットの検査が行われ、損傷等により検査に合格しなかったヘルメットは

MFJの公認したヘルメットでもライダー本人の安全上使用が禁止される。

6-3-4	 �MFJ公認マークが貼付されていないヘルメットについては、事前に製造メーカーより公認シールを購入

しなければならない（車検、会場で公認マークを貼る対応は行わない）。

6-4	 �プロテクター・脊髄パッド

	 �プロテクター（ブレストガード・背面側の付いているもの）または脊髄パッドは必ず着用しなければなら

ない。

7 　ライダーの健康に関するガイドライン

　2024年MFJ国内競技規則書　第3章 競技会　32 ライダーの健康に関するガイドライン参照。

8 　公式通知・タイムスケジュール

　公式通知およびタイムスケジュールの詳細は、申込み締切後に公示される。

9 　競技会参加定員

　競技会参加定員は定めない。
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10　競技会参加資格

10-1	 �スノーモビル競技会に参加するためには当該年度有効なライセンスを所持していなければならない。

�※2024年全日本スノーモビル選手権では2023年度ライセンス（2024年3月31日有効期限）が適用される。

	 ※2024年度のライセンスでは出場できません。

	 　（2024年度MFJライセンスの有効期間は2024年4月1日以降から翌年3月31日までのため）

クラス ライセンス

SX–Pro SA

SX–A1 SA

SX–B1 SB

SX–A2 SA

ジュニア SJ

MFJ Open Cup EJ以上

スノークロス200・承認競技会 EJ、競役、ピットクルーA以上

SA=スノーモビルA級
SB=スノーモビルB級
SJ=スノーモビルジュニア
EJ=エンジョイ
競役=競技役員　※ただし、スポーツ安全保険加入者
※�ライダー、ピットクルーAともに有効な2023年度ライセンスを所持していなければなら
ない。

10-2	 �ライセンス取得条件　2023年度ライセンスの場合※1

ライセンス 参加できる競技会 ライセンス取得条件
ライセンス申請料 ※2
（2023年度）

備考

A級
全日本選手権
地方選手権
承認競技会

2023年全日本スノーモビル選手権SX–B1ランキング1～3位まで

C区分� 10,350円
B区分� 9,700円
A1区分� 9,300円
� ※3

各開催クラスの
参加資格

（参加できる年齢）
は別途定める

2023年度有効のモトクロス国際B級以上のライセンス所持者
一度スノーモビルライセンスB級を取得している場合、A級への昇格は、
別途定める昇格基準を満たさなければならない（予告：2025 年規則から
適用）。

B級
全日本選手権
地方選手権
承認競技会

16 歳以上で公認スノーモビルライセンス取得講習会、または当該ライセ
ンスWEB講習会を受講した者

ジュニア

全日本選手権
（併催）
地方選手権
承認競技会

9～15歳で公認スノーモビルライセンス取得講習会、または当該ライセン
スWEB講習会を受講した者

C区分� 9,850円
A1区分� 8,800円
� ※32023年度有効のモトクロスジュニアライセンス所持者

エンジョイ 承認競技会
エンジョイライセンス取得講習会、または当該ライセンスWEB講習会を
受講した者

C区分� 3,350円
B区分� 2,700円
A1区分� 2,300円
� ※3

競技役員
（保険加入*）

承認競技会
18歳以上、かつスポーツ安全保険に加入した者
*保険加入…�競技役員ライセンス申請の際、スポーツ安全保険に同時加入

すること

C区分� 7,350円
B区分� 6,700円
� ※3

2023年度ライセンス申請時に満18歳未満の方は、未成年者の競技参加承諾書（印鑑証明添付）の送付がないとライセンス発行ができませんの
でご注意ください（エンジョイは除く）

※1　2023年度ライセンスの有効期間は、発行日から2024年3月31日までです。
※2　�ライセンス申請料は、会費（または競技役員ライセンス申請料）＋スポーツ安全保険掛金(2023年4月1日以降～2024年3月31日 )＋事

務手数料となります。
※3　�スポーツ安全保険掛金は、中学卒業以上～64歳(2023年4月1日時点 )：C区分1,850円、65歳以上(2023年4月1日時点)：B区分1,200円、

中学生以下（保険満了時）：A1区分800円
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11　出場申込み

11-1	 �各クラスとも所定の出場申込書に必要事項をすべて記入の上、出場料を添えて申込まなければならない。

11-2	 �出場申込みについては、改めてMFJのホームページ［https://www.mfj.or.jp］にて公示される。

11-3	 �ピットクルー注意事項

	 �出場申込みの際にピットクルー登録がされていない場合、大会当日ピットクルーとしての作業は許可さ

れない。

11-3-1	 �出場申込み後および大会当日のピットクルーの追加登録はできない。

	 �ただし、大会当日の出場受付時間内に他のピットクルーライセンス所持者と変更することはできる（変

更手数料＝1名につき1,000円が必要）。

11-3-2	 �スターティングエリアに入れるピットクルーは、当該大会エントリー時に登録された1ライダーにつき

最大2名までとする。

11-3-3	 �ライダー本人を自分のピットクルーとして登録することはできない。

11-3-4	 �ピット・サインエリア内において、登録ピットクルーは必ず当該レース参加者のピットクルーであるこ

とが明確に判別できるビブスや腕章等（主催者配布）および当該年度MFJライセンスの提示が義務付け

られる。また選手・関係者であっても当該レースに関係のない者（受付リストにない者）はすべて一般

の観客扱いとなるため、一般観客指定エリア内で観戦すること。

11-3-5	 �実施中のレースに参加するライダーと、そのライダーに登録が認められたピットクルー、競技役員、メ

ディア、大会主催者、MFJ以外はピット・サインエリア内に入ることができない。

11-4	 �ライセンスの提示を求められた場合にすぐ対応できるように、選手ならびにピットクルーは当該年度有

効なピットクルーライセンスを常時携帯していなければならない。

12　参加受理

12-1	 �必要事項を記入した出場申込書および所定の金額を大会事務局が受理した時点で参加が受理される。

12-2	 �大会が中止された場合、また、参加者が何らかの理由によって拒否された場合（参加申込者が必要な手

続きを怠った場合はこれに当てはまらない）にのみ、事務手数料（事務手数料は主催者によって決まる）

を引いた出場料が返却される。

12-3	 �いったん受理された出場料は上記1、2およびレースの延期、中止および打ち切り（スノーモビル競技細

則　21 レースの延期、中止および打ち切り参照）の場合を除き、いかなる理由があっても返却されない。

公式予選を通過しなかった場合も同様とする。

13　ガソリンについて

13-1	 �AVガス（航空機燃料）の使用は禁止される。競技会に参加するすべての車両が無鉛ガソリンを使用し

なければならない。

13-2	 �競技用ガソリンには販売時に混入されている以外のいかなるものも添加されてはならない。ただし一般

に販売されているスタンダードの潤滑油（オクタン価に影響を与えないもの）および1.5%以下のアルコ

ール（燃料精製中に混入されているものに限る）については認められる。

14　出場受付

14-1	 �出場受付の時間および場所は、公式通知によって示される。

14-2	 �定められた時間内に、必ずライダー本人または、当該ライダーに登録されたピットクルーが、有効な

MFJライセンス、 参加受理書および健康保険証（写し可）、 メディカルパスポート https://www.mfj.

or.jp/licence/downloads/medical-passport-document/を提示して出場資格の確認を受けなければならな

い。
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14-3	 �有効なMFJライセンスを提示できない者は、一切出場が認められない。

14-4	 �ジュニアクラスを除き、同一大会における複数ライダーによる同一車両の使用は禁止される。

15　車両検査

15-1	 �車両検査は、公式通知に示されたタイムスケジュールに従って、車両検査区域内にて行われる。

15-2	 �車両は、ライダー本人または当該ライダーに登録されたピットクルーが持参し、必ずタイムスケジュー

ルに示された時間内に検査を受けなければならない。規定時間以外の車両検査は、競技監督が不可抗力

な事情によるものとして特別に認めた場合以外は行わない。

15-3	 �車両検査において、規則違反または安全上出場が不適当と判定された車両は、公式予選を含む一切の走

行を拒否される。

15-4	 �主催者は、大会期間中、必要に応じていつでも車両の検査を行うことができる。

15-5	 �全日本スノーモビル選手権はスペアマシン（Tカー）の登録はできない。

	 �車両検査持込台数は1ライダーにつき1台とする（スノークロス200とのダブルエントリーはこの限りで

ない）。

	 �マシントラブル等で別の車両を使用する場合は、競技監督の許可を得て車両交換の手続きを取り（手数

料5,000円）、車検を受けてから使用する。

16　ライダー変更

　ライダーの変更は認められない。

17　車両変更

17-1	 車両の変更は、出場申込用紙に記載した車両と変更が生じた場合に、以下の手続きに従って行われる。

17-2	 �破損等、やむを得ず出場登録済または車両検査合格済の車両を公式予選前に変更する必要が生じた場合

は、規定の書式を使用して車両変更申請を行い、競技監督がこれを認めた場合に限り、車両の変更が認

められる。

17-3	 �公式予選終了後の車両変更は、原則として認められない。ただし、変更する必要が生じた場合は、規定

の書式を使用して車両の変更申請を行い、競技監督が特別にこれを認めた場合に限り、車両の変更が認

められる。車両変更申請は当該クラス公式予選結果発表後30分以内とする。ただし、特別規則に時間が

記された場合、特別規則の時間が優先される。

17-4	 車両の銘柄の紛争に際しての立証の責任は、参加者側にあるものとする。

17-5	 その他については、特別規則に示される。

17-6	 �車両変更申請は、同部門、同クラスのMFJ公認車両に限定され、車両変更手数料（5,000円）を添付し、

提出しなければならない。

17-7	 ジュニアクラスは他部門、他クラスのMFJ公認車両を使用することができる。

18　公式予選

18-1	 �公式予選の日程

18-1-1	 �公式予選がある場合、原則として各クラス別に行われる。

18-1-2	 �日程および時間は公式通知（タイムスケジュール）に示される。

18-2	 �公式予選の内容

18-2-1	 �1つのクラスの出場申込み人数が20名を越えた場合、決勝進出者を決定するための公式予選が行われる。

なお、決勝進出者は、1クラス最大20名を原則とする。
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18-2-2	 �公式予選は原則として公式通知に示される周回数のレースによって行われる。

18-2-3	 �公式予選の有無、周回数、決勝進出台数、その他の詳細は公式通知またはプログラム等に示される。

19　レース

19-1	 �スタート位置

	 �レースにおけるスタート位置は、主催者の指示による。

19-2	 �スタートまでの行動

19-2-1	 �ライダーは決められたタイムスケジュールを厳守しなければならない。

19-2-2	 �ライダーはレース直前のチェックの後、車両と共に指定区域内に待機していなければならない。

19-2-3	 �エンジンのウォーミングアップは定められた場所と時間にのみ行うことができる。

19-2-4-1	 �スターティングエリア（スターティンググリッド含む）は当該クラスの出場ライダー、競技役員および

当該クラスに登録されたピットクルー（最大2名）、メディア、主催者が特に認める者（キャンペーンガ

ール等）以外はこのエリアに立ち入ることは認められない。

	 �スターティングエリア内への立ち入りは、出場ライダーのグリッド決定終了後とする。主催者の合図と

ともに、当該クラスの出場ライダーおよび役務に従事する競技役員を除き当該エリアから退出しなけれ

ばならない。

19-2-4-2	 �進行員の合図により、当該クラスに出場しているライダーに登録されたピットクルーはスターティング
グリッドに入ることが許可され地ならしができるが、道具の使用は禁止する。また、スターティンググ
リッドより前方のコース修復は一切認められない。違反した場合、当該ライダーに罰則が科せられる。

19-3	 �スタート

19-3-1	 �スタートの方法については原則としてエンジンランニングスタートとする。

�※ヘルメットタッチ方式は廃止。

19-3-2	 �スタート位置は時間的・距離的なハンディキャップが一切考慮されない。

19-3-3	 �スタートの合図は、15秒ボードが掲示された後、15秒以内に日章旗を振ることによって行われる。

19-3-4	 �スタート手順

19-3-4-1	 �出走全車がエンジン停止状態でスタートラインに整列したことが確認された後、緑旗が振られることに

よってエンジンスタートの合図とされ、エンジンを始動させる。

19-3-4-2	 �決勝レースのみ、進行役員の合図により1台ずつ順にコースインし、サイティングラップ（コース安全

確認1周）が行われる。サイティングラップへの参加は任意とする。

19-3-4-3	 �サイティングラップから戻ってきたライダーがスタートラインに整列（車体全部がラインの内側に入る）

し、ホイッスルが合図されたらピットクルーはスタートエリアから退去しなければならない。

19-3-4-4	 �全ピットクルーの退去が確認された後、15秒前ボードが提示される。

19-3-4-5	 �15秒前ボードが提示された後、スタートを合図する競技役員が日章旗の先端を雪面につけ15秒以内に雪

面から振り上げる動作でスタート合図と見なす（フラッグ先端が雪面から離れた時点でスタート合図が

出されたものと見なす）。

�※サイティングラップは、全日本対象クラスの全決勝レースに適用される。

�※原則として、予選レースではサイティングラップを行わないため、19-3-4スタート手順を省略し、緑

旗のエンジンスタートの合図の後、ホイッスルの合図でピットクルーが退去し、15秒前ボードが提示

される。

�※予選・決勝レースにおいてエンジン始動の合図がなされ、ウォーミングアップが開始された以降は、

ライダーからいかなるサインがあってもスタート係はこれを考慮しない。

�※サイティングラップ終了後スターティンググリッドに戻って来ないライダーは、競技監督の判断によ

り出走除外とする。

19-3-5	 �フライング

	 �スタート合図以前にスタートラインを出た（フライングした）場合、スタートをやり直す。フライング
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したライダーは後列からのスタートとなる。前列スタートラインから約8m後方の位置に後列のスター

トラインが競技役員から指示され、マーカー等で表示される。1度フライングを宣告された選手は全員

後列スタートとする。同一ライダーが同一レースにて2回フライングをした場合、当該ライダーは失格

となる。

19-4	 �レース中

	 �ライダーは走行中下記事項を遵守しなければならない。

19-4-1	 �必要以外にハンドルから手を離したり、危険な姿勢をとってはならない。

19-4-2	 �故意に他のライダーの走行を妨害するような走り方をしてはならない。

19-4-3	 �車両は、それ自身が持つ動力、およびライダーの筋力、または重力等の自然現象以外の方法で走ったり、

加速したりしてはならない。

19-4-4	 �他人の援助を一切受けてはならない。他人の援助とは、そのレースに参加しているライダー、および業

務施行中の競技役員以外の人が競技中に車両に触れることをいう。

19-4-5	 �車両にいかなる者も同乗させてはならない。

19-4-6	 �ライダーはレース中、酒気を帯びる、また薬品等（興奮剤、麻薬等）により故意に精神状態をつくろっ

てはならない。

19-5	 �走行中、消音器および排気管が外れた場合、またシュラウドが取れるなど、安全上危険だと判断された

場合は競技役員の指示により当該ライダーに対し黒旗が示され、当該ライダーはピットインし修理しな

ければならない。修理完了後、競技役員の許可を得た上で再出走が認められる。

19-6	 �レース中の公式シグナル（合図）

	 �公式シグナル（合図）は、約750mm×600mm寸法の旗を使用し、次のように与えるものとする。

	

日章旗 レーススタート 黄旗 速度を大幅に減速、停止準
備、追越し禁止、大幅に減
速してジャンプを通過する
静止：この先に転倒・事故

発生場所がある。危
険予告

振動：転倒・事故発生現場
を表す。徐行、安全
確認、追越し禁止

※静止提示～振動～転倒事
故を過ぎるまでの区間を
適用範囲とする

レッドクロス
(赤い斜め十字
の入った白旗)

コース内で救援活動が行わ
れている場合、コントロー
ルラインにて提示

青旗 振動。警告、ラップされよ
うとしている合図

黒旗＋黒字に白
文字サインボード

サインボードで示された番
号の競技車両は速やかに
ピットインする。（走行停
止）

緑旗 エンジンスタート。先に出
された合図の解除

赤旗 レース中断。徐行してス
タート位置に戻る

チェッカーフ
ラッグ

レース終了

I
ボード

�※黄旗振動時の徐行とはいつでも停止できる状態をいう。また競技役員がコース内で合図を出している

ときは安全な間隔をとり通過しなければならない。上記が守られない場合、ペナルティを科す場合が

ある。

�※スタート時の赤旗はフライングによるスタートやり直しを意味する。

19-7	 �コースアウト

19-7-1	 �ライダーは走行中やむを得ず定められたコースを外れ再びコースに復帰する場合は、コース役員の指示

に従い一時停止および安全確認を行い、コースに復帰しなければならない。

19-7-2	 �1度コース外に出て、明らかに自分に有利となるところより再び復帰したと判断された場合は、大会審

査委員会の裁定により1周減算または失格とする。

19-8	 �フィニッシュラインの定義

	 �人車一体でスキーの先端がフィニッシュラインを通過した時点とする。
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19-9	 �レース終了

	 �全ライダーがゴールインするか、トップ走者のゴールインから5分経過後に終了とする。

20　レース後の車両検査

20-1	 �レース終了後、原則として1～6位の車両はただちに定められた区域内に管理され、暫定結果発表後20
分間保管され、必要に応じて検査される。

20-2	 �上記車両は必要に応じて音量が測定され、規定を満たしていない車両の当該ライダーは当該大会審査委
員会より罰則が科せられる。

21　優勝者・入賞者および完走

21-1	 �優勝者

	 �優勝者は、規定の周回数を最短時間で完走したライダーである。

21-2	 �入賞者および順位の優先順序

21-2-1	 �チェッカーを受けた完走者の中から周回数の多い順に決定され、同一周回数の場合は、ゴールラインの

通過の順位による。

21-2-2	 �上記以外のライダーについては周回数の多い者を優先する。同一周回数の場合は、ゴールライン通過の

順位による。

21-3	 �完走者

21-3-1	 �優勝者の周回数の75%を完走周回数とし、これを完了したライダーを完走者とする。

21-3-2	 �レース途中でリタイア届けを提出したライダーでも、完走周回数を完了している場合は完走者と見なさ

れる。

21-4	 �予選および決勝結果は、暫定結果発表後15分後に正式となる。

22　レースの延期、中止および打ち切り

22-1	 �大会審査委員会が特別な理由によってレースのいずれかを中止しなければならないと判断した時に限り、

レースを中止することができる。すべての関係者は大会審査委員会の決定に従わなければならない。

22-2	 �特にやむを得ない理由によって、トップ走者がそのレースで決められた周回数の3分の2を完走しないう

ちにレースを打ち切った場合は、そのレースは無効となる。

22-3	 �トップ走者が決められた周回数の3分の2以上を完走した時点でレースを打ち切った場合は、大会審査委

員会はそのレースの判定結果に条件を付して発表する。

22-4	 �レースまたは大会が中止された場合、参加者が支払った出場料は返却されるが、他の一切の損害賠償を

主催者に請求することはできない。

22-5	 �大会審査委員会が本項に関して下した裁定に対しては、一切抗議することはできない。

23　抗　議

23-1	 �エントラント、ライダーおよび当該ライダーのピットクルーのみが抗議申立てをすることができる。

23-2	 �抗議は、定められた手続きによって大会事務局に申入れしなければならない。

	 �抗議手続きは、大会事務局備え付けの抗議書に記載し、1項目につき抗議保証金（10,000円）をそえて大

会事務局に提出しなければならない。

23-3	 �競技結果に対する抗議は、暫定結果発表後15分以内に限り受付けられる。

23-4	 �正式の手続きにより提出された抗議書だけが受付けられ、大会審査委員会において審議される。

23-5	 �大会審査委員会は、証人を必要と認めた場合は証人をたて、その証言を求め、十分に実情を調査した上
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で裁定を下すものとする。

23-6	 �抗議保証金は、抗議が成立した場合のみ返却される。

24　損害の補償

24-1	 �車両の破損

24-1-1	 �車両およびその付属品等が破損した場合、その責任は参加者が負わなければならない。ただし、車両が

車検長または大会審査委員会によって保管されている期間を除く。

24-1-2	 �車検長または大会審査委員会は、車両を保管している期間中に、これらの車両が何らかの理由によって

破損した場合には、1台あたり100,000円を最高限度額としてその所有者に保証する。

24-2	 �損傷の責任

	 �競技開催期間中、またはその前後に起きた損傷は自らがその責任を負うものとする。

24-3	 �競技役員の責任

	 �ライダーおよびピットクルー等の競技参加者は、競技役員が一切の損害補償の責任を免ぜられているこ

とを知っていなければならない。すなわち競技役員はその職務に最善を尽くすが、仮に競技役員によっ

て起きた参加者、ライダー、ピットクルーおよび車両等の損傷に対しても、競技役員は一切の責任のな

いことをいう。

25　競技規則の違反行為に対する罰則

25-1	 �大会中（競技中）における違反行為に対しては、その軽重によって大会審査委員会ならびに競技監督の

権限で罰則を科すことができる。罰則の詳細については2024年MFJ国内競技規則書　第4章 MFJ裁定

規定　36 裁定組織の構成・役割・権限を参照。

25-2	 �レース中の遅延行為に対する罰則。以下の行為は、自動的に失格とする。

�・コースを逆走した場合。

�・同一ライダーが同一レースでフライングを2度繰り返した場合。

�・レース中に、ピット区域以外のパドックに戻った場合。

�・レース後の再車検に合格しなかった場合。

25-3	 �以下の行為を行った場合、大会審査委員会がその内容により最大失格の罰則を科す。

�・示された合図旗に従わなかった場合。

�・黄旗区間における追い越しを含む危険行為。

�・ライダーやピットクルー（チーム関係者含む）が競技役員（大会主催者が任命したスタッフ含む）の指

示に従わない場合。または、競技役員（大会主催者が任命したスタッフ含む）に対して暴言、攻撃的

な言動や行動をとった場合。

�・1度コース外に出て、明らかに自分に有利となる所より再びコースに復帰したと判断された場合。

�・故意に走路を妨害した場合。

�・公式練習、公式予選、サイティングラップを含む決勝レース・決勝ヒート中にコースを走行するライ

ダーがピットエリア以外の場所で指示を受けた場合。

�・レース中に外部からの援助を受けた場合（主催者に任命された競技役員がその役務の一環として安全
上の理由から行う行為を除く）。

・ヘルメット未装着でマシン走行した場合。また、ピットクルなどのチーム関係者も同様とし、チーム
関係者の行為は該当ライダーへ罰則を科す。

・その他、競技規則に対する罰則は、第4章MFJ裁定規則による。
・参加者は第3章 競技会　15 競技参加者の遵守事項を守らなければならない。

25-3-1	 �外部からの援助の定義

	 �公式練習、公式予選およびレース／ヒートの間にピットエリア以外の場所で外部からのいかなる援助を
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受けた場合を指す（ただし、主催者に任命された競技役員がその役務の一環として安全上の理由から行

う行為を除く）。

25-4	 �その他競技規則に関する罰則は第4章MFJ裁定規則による。

	 �参加者は第3章 競技会　15 競技参加者の遵守事項を守らなければならない。

26　主催者の権限

　主催者は、必要に応じて随時競技会場内（パドック、ピットを含む）で、参加者（エントラント、ライダー、ピット

クルー）のライセンスの提示を求めることができる。

27　大会審査委員会

　大会審査委員会は、競技役員規定に基づき、競技会において最高権限を行使することができる。

28　本規則の解釈

　本規則および競技に関する疑義は、大会事務局宛に質疑申し立てできる。なお、この回答は大会審査委員会の決定を

最終的なものとする。

29　安全対策について

29-1	 コーステープ、ネットの設置

	 子供の背丈も考慮した高さと降雪や風の影響を受けない設置を心掛ける。

	 テープやネットが外れた箇所を随時チェックし、迅速な修復を心掛ける。

	 �コーナーアウト側やバンクの上、ウォッシュボードの両サイド等ライダーがコースアウトしやすい場所

は特に十分な距離を保ち、立入禁止スペースとして設置する。

29-2	 観戦エリア

	 観戦のためのエリアを制限し、大会プログラム等で告知するよう心掛ける。

29-3	 コース横断

	 �レース中またはレースとレースの合間のコース横断は競技役員、メデイア、当該クラスに登録されたピ

ットクルー以外は禁止とする。また、横断しないで済むコースレイアウトを推奨する。

29-4	 ヘルメットの着用

	 �すべてのライダーおよび関係者はマシンに乗車して会場内を移動する際は、必ずヘルメットを着用しな

ければならない（タンデム者も含む）。

29-5	 ウェアラブルカメラ

	 ヘルメットおよび身体への装着はアダプター類を含め禁止とする。
	 �なお、マシンへの装着は認めるが取り付け方が危険と判断された場合、競技監督より取り付け方法の変

更を指示される場合がある。

29-6	 その他「スノーモビル競技における安全の指針」に従うこととする。

30　メディカルパスポート

30-1	 �ライダーおよびチームは競技参加ライダーの健康管理状態を把握するためのメディカルパスポートの記

入および管理を行い、メディカルドクターにいつでも提出できるように、常に携帯しなければならない（義

務化）。

	 ※メディカルパスポートの原紙はMFJホームページよりダウンロードできる。

	 https://www.mfj.or.jp/licence/downloads/medical-passport-document/
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30-2	 �メディカルパスポートは、参加受付けまたはライダーズブリーフィング時のどちらかで、大会事務局に

よる携帯（記入済み）の確認（メディカルパスポートの提示）が行われ、携帯が確認できないライダー

については、競技への参加が拒否される場合がある。

31　本規則の施行

　本規則は、2024年1月1日より施行される。
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1 　�全日本選手権コース規定

1-1	 �コース1周の長さ：

	 �700m～1200m

1-2	 �コースの幅：

	 �最低7m以上とし、追い越し可能であること。

1-3	 �スタートライン：

	 �同時出走最多台数×（1台につき）1.5mを最低限度とし、参加者すべてが均等な条件のもと、スタート

できること。

1-4	 �出走最多台数：

	 �最低20台～25台が同時出走できるスペースを確保すること。

	 �ただし地形・天候やその他条件により、安全を期するため主催者の判断により出走台数を増減すること

ができる。

1-5	 �スタートストレート：

	 �スタート直後のストレートの長さは125m以下であること。この箇所にジャンプは設定してはならない。

1-6	 �ストレート：

	 �下りのストレートは、125m以下であること。

1-7	 �コーナーの数：

	 �コーナーは最低コース1周のkm数×10を設けること。

1-8	 �コース間隔：

	 �2本以上の走路が平行して設定される場合、各走路は5m以上の間隔を設けること。

1-9	 �1周の平均速度：

	 �1周平均速度は時速50km以内とする。

1-10	 �平均速度の基準：

	 �A級SX-Proの最速ラップタイム

1-11	 �観客安全対策：

	 �「安全対策マニュアル」を基に、観客が特に集まるジャンプ・コーナー・スタート付近は立ち入り禁止区
域とするかコーステープや柵等で十分な防護策を講じること。

1-12	 �SX-ProおよびSX-A1は、専用に設定された特設コースが適用される。

1-13	 �スノークロス200は2024全日本スノーモビル選手権特別規則　2 全日本選手権開催/併催クラスおよび

参加資格　2-10 スノークロス200（併催承認クラス）　2-10-12 コースの仕様を参照。

2 　全日本選手権開催／併催クラスおよび参加資格

2-1	 全日本スノーモビル選手権開催／併催クラスは下記とする。

2024
MFJ国内競技規則

MOTORCYCLESPORTS RULES

2024全日本スノーモビル選手権特別規則2024全日本スノーモビル選手権特別規則
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ライセンス 開催（参加可能）クラス

スノーモビルA級 SX-Pro / SX-A1 
SX-A2(承認)

スノーモビルB級 SX-B1
スノーモビルジュニア ジュニア（承認）
エンジョイ 以上 MFJ Open Cup（承認）

エンジョイ、競技役員以上 スノークロス200（承認）

�※参加資格

	 �　2023年度スノーモビルA・B級・ジュニア・エンジョイ・競技役員ライセンス所持者（スポーツ安全
保険加入者）

�2-2	 �SX-Pro登録について

	 �SX-Proは全日本におけるスノーモビルの頂点クラスとして位置づけられる国内最高峰クラスであり、こ

のクラスに登録された選手は当該年度のその他のクラスに出場することはできない。

�※B級よりA級へ昇格した者は初年度はSX-Proへ登録することはできない。

�※SX-Pro登録については登録規定に基づき決定される。登録を辞退する場合は、MFJより送付された

辞退届を記載している期日（締切日）までにMFJへ申請しなければならない。

�2-3	 �SX-Pro登録について

2-3-1	 �前年度SX-Proランキング15位まで。
2-3-2	 �A級SX-A1ランキング1～3位まで。

2-3-3	 �過去3年以内（2024年シーズンは2023年、2020年、2019年が対象）に、Proクラスでランキング3
位以内を獲得している者。ただし、有効なMFJライセンスを取得していること。なお、ゼッケンはエン

トリー順に主催者が決める。

�2-4	 �2024年A級SX-Proのシード制度について

	 �SX-Proはシード制度が採用される。シード対象選手は予選の結果にかかわらず決勝への出場権が保障さ

れる。ただしレーススタート集合時間に間に合わなかった場合は権利を失う。またシードライダーが決

勝に出走しない場合、リタイヤ届をすみやかに提出しなければならない。

�・第1戦時は2023年SX-Proランキング上位2位。

�・第2戦以降は前戦までの暫定シリーズランキング上位2位。

�・公式練習と公式予選に出走していることを条件とする。

�・決勝出走台数は最大16名とし、シードライダー2名が予選を落ちてもシード権を行使した場合に限り、

最大18台まで認められる。

�・シード選手のグリッドは全予選通過者の後に当該大会シード優先順位に基づきグリッド選択する。

参考

�・シード選手2名が公式予選を通過しなかった場合、公式予選の16位以降に17位、18位（シード順）に

シード選手が追加される。

�・シード選手1名が公式予選を通過しなかった場合、公式予選の16位以降に17位にシード選手が追加さ

れる。

�・シード選手が公式予選を通過した場合（シード権行使なし）、通常どおり上位1～16位が決勝進出となる。

�2-5	 �2024年SX-Proレース形式について

2-5-1	 �①グリッド数

	 �1クラス2ヒート制、決勝レースの最大グリッド数は16台とする。ただしシードライダーがシード権を

行使した場合に限り決勝レースは最大18台まで認められる。
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2-5-2	 �②予選組数（予選のグリッド数は最大20台）

受付後参加台数 予選組 予選上位進出者

５〜16台 予選なし

17〜20台 予選１組 １〜16位
※決勝進出16台

21〜30台 予選２組 各組１〜８位
※決勝進出計16台

�※予選が複数組となった場合の決勝進出優先順位は、周回数が多く、タイムの早い組を優先に各組交互

に補充される（完走者優先）。

�※予選レースの実施については大会審査委員会の判断により例外も認められる。

2-5-3	 �③予選周回数規定

予選周回数 3周

2-5-4	 �レーススケジュール

	 　�午前　公式練習（10分以内）

�　　　　予選上記②および③による予選

	 　　　　�　　↓

�　　　　※シード選手が予選を落ちた場合シード権が行使される

	 　　　　　　�↓

�　　　　�決勝進出者16名決定（ただしシードライダーがシード権を行使した場合に限り最大18台まで認

められる）

	 　�午後　決勝ヒート1　15分＋1周

	 　　　　�インターバル（最低50分以上）

	 　　　　�決勝ヒート2　15分＋1周

2-5-5	 �予選の組み分け方法について

	 �第1戦については指定ゼッケンの若い番号順に交互に振り分けられる。第2戦以降は前大会までの最新（暫

定）ランキング順に交互に振り分けられる。またランキングに氏名がない者はその後にゼッケンナンバ

ーの若い順に交互に振り分ける。予選グリッドの選択優先順もこれに準ずる。

2-5-6	 �決勝グリッドの選択優先順について

	 �ヒート1、ヒート2ともに公式予選結果にもとづき、周回数の多いトップタイムの早い組より交互に決勝

グリッドを選択する優先順が決定される。予選レースがなかった場合は、第1戦は前年のランキング順

とする。第2戦以降は前大会までの最新（暫定）ランキング順で決勝グリッドを選択する優先順が決定

され、ランキングに氏名のない者はその後にゼッケンナンバーの若い順に優先される。

2-5-7	 �サイティングラップについて

	 �決勝レース前に1周のサイティングラップ（下見走行）を実施する。

2-5-8	 �SX-Proの指定ゼッケンについて

	 �年間指定ゼッケン（1年間固定）は当該年度の成績が優先される。なお、A級SX-A1クラスからSX-Pro

クラスに昇格したライダーはルーキーゼッケン（01～03） が与えられ、MFJ ホームページ［https://

www.mfj.or.jp］にて公示される。

2-5-9	 �ライダーのゼッケンナンバー（ウェア・プロテクター上の表示について）について

	 �SX-Proの指定ゼッケンを与えられた選手はジャージまたはプロテクターの背面側に公式練習・予選・決

勝を通じて指定ゼッケンの表示が義務付けられる（色、サイズ、書体は自由とするが、判別しやすいもの）。

	 �他の全日本クラスも同様に公式練習、予選、決勝を通じて（主催者から配布される胸ゼッケンの場合を

含む）指定ゼッケンの表示が義務付けられる。

	 ※背面のゼッケンが視認できないため、上にブルゾン等を着用してはいけない。

2-5-10	 �シリーズランキングについて
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	 �SX-Proの年間シリーズランキングは全戦のトータルポイント制とする。

2-6	 A級・B級レース形式について

2-6-1	 �1クラス2ヒート制、出場申込み人数が20名を超えた場合は公式予選が行わる（スノーモビル競技規則
18公式予選）。決勝レースの最大グリッド数は20台とする。

2-6-2	 �予選が複数組となった場合の組分け方法は、第1戦については指定ゼッケンの若い番号順に交互に振り
分けられる。第2戦以降は前大会での最新暫定ランキング順に交互に振り分けられる。また、ランキン
グに氏名がない者は、その後にゼッケンナンバーの若い順に交互に振り分けられる。予選グリッドの選
択順もこれに準ずる。

2-6-3	 �公式予選がない場合、第1戦は前年のランキング順とする。第2戦以降は前大会までの最新暫定ランキ
ング順で決勝グリッドを選択する優先順が決定され、ランキングに氏名がない者はその後にゼッケンナ
ンバーの若い順に優先される。

2-6-4	 全クラス決勝レース前に1周のサイティングラップ（下見走行）を実施する。

�2-7	 �A級・B級クラスの指定ゼッケン

2-7-1	 �全日本A級SX-A1・B級SX-B1のライダーで前年に全日本にてポイントを獲得している各クラス上位30

名のライダーには年間指定ゼッケンが与えられる。なお、B級SX-B1からA級SX-A1に昇格したライダ

ーにはルーキーゼッケン（01～03）が与えられ、MFJホームページ［https://www.mfj.or.jp］にて公示

される。その他の昇格対象外クラスライダーは大会ごとに主催者よりゼッケンナンバーが与えられる。

2-7-2	 �指定ゼッケンの付け方

	 �A級／B級の前年ポイント取得者各上位30名は（昇格者を除き）指定ゼッケンが設定される（ホームペ

ージにて発表）。

�2-8	 �車体ゼッケンについて

2-8-1	 �参加するすべての車両は下記のとおり車体にゼッケンナンバーを表示しなければならない。

カラー

�・A級SX-Pro：赤地に白文字

�・A級SX-A1：青地に白文字

�・A級SX-A2：黄地に黒文字

�・B級SX-B1：白地に黒文字

�・MFJ Open Cup：緑地に白文字

�・ジュニア：黒地に白文字

�・スノークロス200：白地に赤文字

表示場所

�・ボディー前部左右

�・シート後方左右

	

サイズ

	 �ボディー前部左右

	 �（ゼッケン台紙部分の最低寸法：縦235mm×横250mm）






